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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。






















　ＣＯＮＴＥＮＴＳ




Ⅰ　魔王の狩手達、死都へと赴く

Ⅱ　死都にて、最後の審判の喇叭は鳴り響く

Ⅲ　魔神六柱、矜持を賭けて相撃つ

Ⅳ　魔王、死都に降臨してその神威を振るう

Ⅴ　赤眸の少年、魔王の眼前に散光を閃かせる
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　その日の朝は、ひどく冷え込んだ。

　三メートル向こうも見み渡わたせないような濃こい霧きりが立ちこめて、博物館一帯を包み込んでいる。

　この年の春からバベルハイズ自然史博物館に住み着いたエルバ・ナイトロンドにとっては、初めての体験だった。

「こんな霧が出るのか。こりゃすげえな」

「この時季特有の濃い霧でね」

　エルバの隣となりに立つ魔ま神じん、ルナ・ルガが説明する。

「毎年、寒い朝はこんな霧が出て、博物館を包む。この光景は、百年前から変わらないね」

「危なっかしいことこの上ないな」

　と、エルバは感想を述べた。

　博物館の周囲は堀ほりで囲まれている。この霧の中、無む警けい戒かいにうろついたら、足を踏ふみ外す恐おそれは多分にある。堀の水は今も流れており、転落すれば溺でき死しの可能性がないとはいえない。

　そんな中、ふらり、とルナがあてもなく歩き出す。

「おい──」

　エルバは制止の声をかけようとして、やめる。一見人の姿こそしているが、ルナ・ルガは人ではない。魔神として空中に浮ふ遊ゆうする力を持ち合わせている故ゆえ、転落することはありえない。

　ゆったりとした速度で前進するルナ。

　不意に、その肩かたがかくんと下がる。堀の向こうに踏み出してしまった──が、落下することなくその位置に留とどまる。

「なるほど、ここから堀か──意外と、遠いんだね」

　ルナは背を翻ひるがえし、博物館の正面玄げん関かんを振ふり仰あおぐ。霧のため、巨きよ大だいな影かげとしか見えないけれども、玄関から堀までの距きよ離りは把は握あくできる。

　何事か考え込むかのように、ルナは腕うでを組んで首をねじった。少し間を置いた後、しみじみとした語調で言う。

「今まで考えたこともなかったけど……この状じよう況きよう、まるで博物館──というか、バベルハイズ一族のありようを暗示しているみたいだねえ」

「……そうかもしれん」

　まずエルバは肯こう定ていし、しかる後付け加えた。

「ずっと霧の中にいたのは、バベルハイズ一族だけじゃないけどな」

　そう──ドース連れん邦ぽうに住むほとんどの人間が、今も霧の中にいる。「魔王戦争」という名の霧の中に。




　二百年前、魔王戦争に打ち勝って、人々はドース連邦という民主的体制を樹立した──とされている。

　かつてこの星は「魔王」と呼ばれる暴君に支配され、人類は悪魔たちにおびえる日々を送っていた。悪魔とは二枚組の円盤レンズを目にはめることによって喚よび出される奇き怪かいな姿と力を持った存在で、それらを統すべるのが「魔王」だった。が、一部の人間が反旗を翻し、魔王の支配に戦いを挑いどんだ。人間も、円盤の力を自分の意志で使し役えきできることに気づいたからである。長きにわたる抗こう争そうの結果、人類はついに魔王を打ち倒たおした。魔王が駆く使ししたとされる八枚の円盤「魔王の瞳ひとみ」をブルティエールの要所に封ふう印いんし、二度と蘇よみがえることのないようにした──

　というのが、おとぎ話的に語られるドース連邦の「創世神話」である。あらかたの連邦人は、これに実際的な解かい釈しやくを加えることで、納なつ得とくしている。「魔王」というのはかつて実在した暴君の二つ名で、実際に「悪魔達の王」であったわけではあるまい。それが語り継つがれるうちに変質し、神話のごとき物語になったのだろう、と。

　実際に魔王の封印に立ち会った者達の末まつ裔えいは、創世神話が真実であることを知っていた。魔王とは文字通り「悪魔達の王」であり、復活の日を待ち続けていること。八枚の魔王の瞳から喚び出される魔神を使役し、八眼デイアボリツク争覇パーテイという奇き妙みような戦いを繰くり広げつつ、新たな依より代しろを選び出そうとしていること。これらの事実を知っているのは、ごく一ひと握にぎりの人間だけだった。

　だが──その「ごく一握りの人間」ですら、知っていたのは真実の一部に過ぎなかった。三重の霧、とでも呼ぶべき構造だった。一いつ般ぱん人じんは第一の霧の存在を知りながら、自らが第二の霧の内側に包まれていることを知らず、バベルハイズ一族をはじめとする「ごく一握りの人間」は第二の霧の存在までを認にん知ちしつつ、第三の霧の存在に気づいていなかった。

　霧の中にあって、むやみに歩き回る者はどうなるのか？

　答えは簡単。堀に落ちるのである。




　魔王ブラナ・ラ・モートは語った。この星の大気中に含ふくまれる塵ちり、悪魔の虚きよ体たいをなすもの──その正体は、遠い昔にこの星で繁はん栄えいしていた知的生命体の進化の果ての姿である、と。

　彼らは、肉体という枷かせを捨て、個体という枠わくを捨て去り、一にして多、多にして一の集合思念体となった。この姿こそが生命の究極進化体である、と彼らは断じた。種としての存在を滅ほろぼしかねない殺し合いを何度も体験してきた彼らなりの、結論だった。意志が一つであるのならば、意見の相そう違いというものは起きない。

　塵という姿のまま、彼らは悠ゆう久きゆうの時を過ごしてきた。だが、平へい穏おんは二千年前に破られた。現代言うところのオーラン人が、宇宙の彼方かなたから移民船に乗ってこの星にやってきたのである。

　移民船──そして、彼らの科学文明が吐はき出す排はい気きは、塵を蝕むしばみ侵おかした。「彼ら」にとってはオーラン人の存在そのものが死神だった。オーラン人を排除しなければ、待つのは滅びのみである。だが、肉体を捨てた彼らが、どうやって肉体を持つオーラン人と戦えばいいのか？

　その答えとして、彼らは円盤を生み出した。円盤という物理的なデバイスを生産し、これを星原生の獣けもの達に取りつかせた。

　円盤の機能は二つ。獣の目に入って直接脳を支配すること、そして支配した獣を塵で覆おおい、鎧よろいをなして守ること。鎧の形状には、オーラン人達が心の底で恐おそれる怪かい物ぶつの姿を採用した。彼らは、ある程度ながら人の心を読むことができたのである。

　こうして生まれた悪魔達は、オーラン人を最後の一人に至るまで殲せん滅めつしようとした。オーラン人は抵てい抗こうしたが、結局は多勢に無勢だった。押し寄せる悪魔の群れに為なす術すべなくオーラン人は殺されていき、やがては自分達がこの星に持ち込んだ科学技術、知識を維い持じできなくなるほど衰すい退たいした。

　このままオーラン人は全滅するかと思われた──が、転機が訪おとずれた。オーラン人の誰だれかが、悪魔の円盤を試ためしに目にはめてみて、そして気づいた──悪魔の虚体に包み込まれても、自分の意志が悪魔に乗っ取られないということに。人をはるかに超こえる力を持つ悪魔を、人の意志で操あやつれることが判明したのである。

　オーラン人は反はん攻こうに出た。敵同等の力に人の知ち恵えが加われば、獣どもを駆く逐ちくするのは難しいことではなかった。先制攻こう撃げきによって同どう朋ほうが激減してしまったため、悪魔を全滅させるまでには至らなかったが、コミュニティを維持するだけの自衛力を持つことはできた。

「彼ら」は疑問に思った。円盤で獣を支配することはたやすいのに、何故なぜ人を支配することはできないのか？　彼らには、その答えが分からなかった。故ゆえにオーラン人到とう来らいから千八百年後、彼らは「魔王戦争」に敗北し、星の王の座を人類に明け渡わたすこととなる。




　オーラン人との長い戦いの間、「彼ら」はまったくの無策であったわけではない。

　例えば──人に支配され得ぬ特とく殊しゆな円盤を生み出した。

　そして、自身の思念を円盤に移植し、他の悪魔同様物質的存在として顕けん現げんした。

　特に後者については、ウロボロスの蛇へびにも喩たとえうる「彼ら」のありように、頭という弱点を生む危険性があった。頭を作るということは、人類に「こいつを潰つぶせば勝ち」という目標を提供することであり、事実この円盤を封ふうじられることで、「彼ら」は魔王戦争に敗北する。けれども戦いがここまで泥どろ沼ぬま化かした以上、自ら相手のリングに降りていくより他に決着をつける方法はない、と彼らは考えたのである。

　結果、二種の特殊な円盤が生み出された。一つが「しろがねの悪あく竜りゆう」であり、もう一つが魔王の瞳、魔神の円盤だ。

　彼らは魔王の瞳として二枚一組の円盤を八種生み出した。そのうちそれぞれ一枚ずつを集めて八枚一組の円盤レンズを作り、この円盤でもって象しよう徴ちようとしての自らの姿を顕あらわした。これがブラナ・ラ・モートである。

　そして残った八枚については、それぞれ単独で人の姿に似た形を顕し、かつ人と戦うための特殊な力を振ふるえるようにした。こちらが、八柱の魔神だ（なおうち一柱、ボルのみは人からも既き存そんの獣からもかけ離はなれた姿をしているが、これは造物主たるブラナがちょっとした気まぐれを起こしただけであって、特に他意はない）。

　しろがねの悪竜と魔神の投入は、戦線に大きな影えい響きようを及およぼすと思われた──が、同時期に、戦いの流れを人類の側へと大きく引き戻もどす大事件が発生した。

　オーラン人の援えん軍ぐんが、星にたどり着いたのである──新たな移民団という形を取って。




　オーラン人と第二移民団は、まったく別の星からやって来た者同士だ──が、完全に無関係というわけではない。その外見、性質のあまりの類似性から、同じ母星から発展して分かれた同一の種であろうと思われる。

　彼らは星に降りたってすぐ、種の生存を懸かけた奇妙な戦争が進行していることを知った。とはいえ、第二移民団の人々も、塵の正体が高次統合された知性体であることには気づかなかった。オーラン人が、この星独特の謎なぞの災害に悩なやまされている──と彼らは判断し、オーラン人に肩かた入いれした。

　第二移民団は、生き残ったオーラン人集団の数十倍の人口を抱かかえていた。この援軍によって均きん衡こうは崩くずれた。最後の抵抗として、魔ま王おう達は第二移民団の移民船を乗っ取るという行こう為いに出た──が、所しよ詮せんは多勢に無勢、人々は移民船ごと魔王を地下に葬ほうむり、その上に新たなる都市ブルティエールを築き上げた。魔神の円盤はブルティエール各所に封ふう印いんし、一枚に一家がついて守り続けるという体制をとった。

　これが、魔王戦争の真実である。




　魔王──ブラナは封印された。具体的に言うと、水すい晶しようを彫ほって作った穴の中に押し込まれて、大気中の塵ちりとの接せつ触しよくを遮しや断だんされたのである。

　ブラナは思し索さくにふける時間を十二分に与あたえられた。そして、思索を続けた──何故円盤は人を支配できなかったのか、という疑問について。

　答え自体は簡単だった。悪魔の虚きよ体たいを操る、いわば「操縦権」を得るのは、悪魔の意思──正確に言うと、虚体を構成する塵の意識と、円盤を受け入れる依より代しろの意識のうち、より精神活動において深化している方だ。悪魔と獣が争った場合は悪魔が操縦権を得るが、悪魔と人間が争った場合は人間が操縦権を得る。その結果、悪魔は人間に使し役えきされることになったのである。

　しかしながら真の問題は、自分達より人間達の方が精神性において深化している、という事実をブラナが受け入れられなかったことだ。それ故に、ブラナは一敗地にまみれることとなった。

　魔王戦争に敗北したことで、ブラナもとうとうその事実を受け入れざるを得なかった。受け入れた上で、対策を練った──百年かけて。

　まずブラナが第一優先事じ項こうとしたのは、「個」を取り戻すことだった。人類の精神性の深化は、「個の違ちがい」がもたらしたものである、とブラナは見み抜ぬいていた。だが、かつて自分達が持っていたはずの「個の違い」をブラナは思い出すことができなかった。

　そこで、人から「個」を学ぶという手段を取るべきだ、と思い至った。

　もう一点、ブラナは「いかなる人間を依代として蘇よみがえるべきか」という問題を抱えていた。魔王の瞳ひとみを作って以降、ブラナは依代を適当に取っ替かえ引っ替えした。その結果として学んだのは、依代の善よし悪あしによって顕現の仕方は影響を受けるということだった。頑がん健けんな人間であれば問題ないが、身体からだの弱い人間では十全の力を発揮し得ないというケースがたびたび発生したのである。故に、次に復活する際は、依代は慎しん重ちように選ぶ必要があった。

　そこで考え出したのが、八眼デイアボリツク争覇パーテイという方式である。




　八眼争覇とは要するに、八組の二人タッグによる殺し合いである。

「願いを一つ叶かなえてあげる」というエサをばらまいて、八人の依代候補を集め、一人一人に魔神の円盤を貸し与え、八眼争覇に参加してもらう。「契けい約やく」させるのだ。

　八柱の魔神はそれぞれに特とく殊しゆな力を使いこなすが、総体において戦せん闘とう能力は均衡している。その中で戦わせて、最終的に勝ち抜ぬいた者を依代候補とする。これが表の目的。

　裏の目的は、魔神を一人の人間にぴたりとつけ、ともに行動させることで、人格というものを魔神に理解させるということだ。ただ、契約者がただ一人ということはモデルケースがただ一人ということ。それではあまりに心細い──この問題を、ブラナは「八眼争覇を繰くり返し開かい催さいする」という手段で解決した。故ゆえにブラナは、八眼争覇を八度行った上で、勝者八名を集めての決勝戦──最終八眼争覇を行い、その勝者を依代としよう、という風に策定した。人格を学ぶためのモデルケースが増え、なおかつ依代を二重のふるいにかけられるという一石二鳥の手段だ。




　封印から百年後、ブラナを閉じこめていた水晶が地じ震しんのせいで偶ぐう発はつ的に砕くだけ、魔王の円盤が塵と触ふれた。この時点でブラナは復活することもできた──が、ただ復活しただけでは魔王戦争の二にの舞まいだ。八眼争覇という試練を経た上で「個」を理解し、得られた「個」をあまねく円盤にインプットする。そうすれば悪魔達は人の意識を乗っ取り返すことができる。そうやってブラナは再び星の王として君臨する──それが、ブラナのプランだった。

　ことは計画通りに進んだ──八回目に開かれた八眼争覇が勝者なしのノーコンテストとなり、八人目を揃そろえるために第九回を開催しなければならなくなったというアクシデントはあったが、まあ些さ細さいなものだ。

　第九回において勝者エルバ・ナイトロンドが選出された。偶ぐう然ぜんにも、八人の勝者はそれぞれ異なる魔神と契約していた（もし重複が出るのなら、魔王の円盤レンズの中から対応する円盤を取りだして貸し与えるつもりだったのだが）。ブラナは八枚の円盤を八人の勝者に与え、最終八眼争覇の開始を宣言した。

　ところが──宣言直後、とんでもないアクシデントが発生した。

「エルバ……そこにいたのか」

　玄げん関かんからの声に、エルバとルナが振ふり返る。

　霧きりの中故ゆえに姿は見えないが、誰だれなのかは声で分かった。

「アードレーか？」

　エルバは、「とんでもないアクシデント」を呼び起こした張本人の名を呼んだ。

「ああ……」

　霧の中から、ベイセル・アードレーが進み出てくる。ひどい病気から立ち直ったばかりという風の面相をした、長い銀ぎん髪ぱつを後頭部で結んでいる男である。

「そろそろブリーフィングを始める。ラウンジに来てくれ」

「わかったよ。……いくぜ、ルナ」

「はいよ」

　エルバとルナが、ともにベイセルの後について博物館内に戻もどっていく。

　エルバとルナは、これから「とんでもないアクシデント」の片棒を担かつぐのだ──最終八眼争覇を無視して、魔ま王おうブラナ・ラ・モートを再封ふう印いんする、という。







　博物館ラウンジは人であふれかえっていた。

「昨晩も思ったんですけど……」

　ラウンジのさなかにあって感想を述べたのは、バベルハイズ自然史博物館館長、アルテキア・バベルハイズ──通つう称しようテッキである。数日間の昏こん睡すいから目覚めたばかりのため、車くるま椅い子すに座っている。

「これだけの人数が博物館に集まるのは、何年ぶりなんでしょうね」

　皮肉でもなく、ただ単純に感心した口調で、テッキは言った。

　今でこそバベルハイズ家の所有物となっているこの博物館は、かつては公営だった。国立自然史博物館として二百年前から存在し、バベルハイズ一族が代々館長を務め続けてきた。これが個人所有となったのは、十年前の西部内乱の折り、戦費調達の一いつ環かんとして博物館そのものが売りに出されたが故である。

　その際に、バベルハイズ家は博物館の主あるじとなったのだが──さすがに、運営資金に税金を投入していた頃の営業力を発揮するのは、無理だった。博物館の存在は人々から急速に忘れ去られ、客足は遠のき、つい数年前には休館を余よ儀ぎなくされた。このラウンジを出入りするのは、博物館に住む数人の人間だけ、という状じよう況きようがしばらく続いていたのだが──

　今、ラウンジは人でごったがえし、ざわざわしていた。

「ざっと数えて十数人ってところか」

　テッキの隣となりで、エルバが答える。

「ここにこんな人数が入っているなんて、初めて見た」

「ワタクシは、子供の頃に見たことがあるような気がするのですがね……」

「ふ～ん」

　と頷うなずいてから、エルバはテッキの顔をのぞき込む。

「気分は大だい丈じよう夫ぶか？　これだけの人ひと気けに当てられたら、調子狂くるわないか」

　テッキはつい昨日、昏睡状態から目覚めたばかりだった。数日間意識が戻らないという大おお怪け我がをして、眠ねむり続けていたのである。今は比ひ較かく的てき元気なように見えるが、急に体調を崩くずすという可能性はつきまとう。

「大丈夫です」

　しかし、テッキは笑え顔がおで心配を一いつ蹴しゆうする。

「それよりワタクシとしては、あなたがやたらと優やさしくするのが奇き妙みようでなりませんよ」

「……どうして、人の厚意を無む下げにするようなことを言うかね」

　テッキが寝ね込こむ前には、エルバが三日ほど昏睡状態にあった。その時世話をしてもらったことを考えれば、テッキを無下に扱あつかうのは人の道から外れていると言わざるを得ない。

　だが、テッキはエルバの善意にひたすら戸と惑まどっているようだった。

「こんなあざとい方法でワタクシの歓かん心しんを買おうとしても、無む駄だですからね」

　顔を赤くしながら、テッキは視線をあさっての方向に向ける。

「何のことを言っているのかさっぱりわからん。俺が人に善行を施ほどこすということがそんなに不気味か」

「そうではなくて、ですね……」

　テッキが言い淀よどんでいるうちに、

「諸君……そろそろ、話をしたい」

　ベイセルが全員の注意を惹ひくべく、手を叩たたいた。エルバもテッキもともに口を閉とざし、ベイセルを見やる。

「注目、ありがとう」

　と前置きしてから、ベイセルは語り始める。

「これからの作戦行動の概がい略りやくについて発表しようと思う。我々の最終目的は魔王の円盤を封印することだが──具体的手順を説明することとしたい」

　ベイセルは、博物館に集合した「反魔王派軍団」のリーダーシップを取っている。そして、そのリーダーシップに対して疑問を抱いだく者は、いない。彼がこの軍団の創始者であり、かつ、魔王についてもっともよく知っている人物だからだ。

　アードレーの一族もまた、バベルハイズ家と同じように魔神の円盤レンズを守る守護家だった。ベイセルは今から百年前、アードレー家の当主を務めていた人物である。

　が、当時、ベイセルが守護家当主としての義務を果たしうるかは疑問だった。というのも、ベイセルは死の病に冒おかされていたからである。その病は幼少の頃からつきまとい、十歳の時には余命二年と言われ、十五歳の時にも余命二年と言われ、二十歳はたちの時にも余命二年と言われた。結果から見れば滑こつ稽けいな話ではあるが、ベイセルは常に「余命二年」という言葉に追い立てられながら生きてきた。己おのれの身にのしかかる天てん与よのハンデを呪のろうのに忙いそがしく、それ故ゆえに守護家当主としての義務を十分に理解する暇ひまを持たぬまま、運命の時を迎むかえることとなる。

　そんなベイセルを「つけいる隙すき」と見て接せつ触しよくしてきたのが、ブラナである。ブラナはベイセルに、言こと葉ば巧たくみに八眼デイアボリツク争覇パーテイのアイデアを売りつけた──「八眼争覇に参加してくれるならば、死の病を治してあげよう」と。ベイセルがこれに飛びつかない理由はなかった。魔神の円盤の封印を解いて虚こ空くうの魔神ミナ・ミグと契けい約やくし、その見返りとして死の病を治してもらったのである。

　これを見ていた他の守護家達のうち半ばが「アードレーばかりがいい目を見るのは不公平だ」として、魔ま神じんと契約した。残り半分の守護家はこれを由ゆ々ゆしき事態と見たが──魔神の力を手に入れた彼らを抑おさえるには、魔神の力を頼たよるよりなかった。かくして全すべての魔神の円盤の封ふう印いんは解かれ、最初の八眼争覇が開かい催さいされるに至ったのだった。

　戦いの結果、最後に勝ち残ったのはベイセルだった。ブラナはベイセルに最終八眼争覇までのプランを打ち明け、それに協力するよう要よう請せいし、そして最終八眼争覇まで待機できるよう、永遠の若さを与あたえた。恩人ブラナの言葉を、ベイセルは一も二もなく受け入れた。そして自らは単なる観察者として、以降繰くり返し開催される八眼争覇を見守ることにしたのだが──

　二度、三度と繰り返される戦いを傍ぼう観かんしている内に、ベイセルの意見は変質していった。簡単に言うならば──八眼争覇という戦いは、彼の目にはあまりにも醜みにくすぎた。

　自分が戦いの輪の中にいるうちは、何も感じはしなかった──生き残るために、精せい一いつ杯ぱいだったが故に。だが、その殺し合いを客観的視点から見た時、ベイセルの心中に生まれたのはどうしようもない嫌けん悪お感かんだった。願いを叶かなえんがために他者を殺そうとする姿はあまりにあさましく、あまりに醜い。そして何よりも恐おそろしいのは、かつて自分もこのあさましい戦いに手を染めていた、という事実だ。ベイセルのブラナに対する忠誠心は、あっという間にしぼんでいった。

　代わりにわき上がってきたのは、魔神と契約した時に捨てたはずの、守護家当主としての義務感だった。八眼争覇は、魔王が星の王として再度の君臨を果たすための手段である。これを放ほうっておけば、人類全てが魔王の支配の下もとに組み入れられることになるのだ。

　だから、ベイセルは魔王に反旗を翻ひるがえすことにした。

　単身で戦うのは不可能だ。魔王の企たくらみを知り、そしてそれを拒きよ絶ぜつする人間を集める必要がある。ベイセルは努力に努力を重ねた。その結果が──たった今、博物館ラウンジに集結している人員、というわけだ。

　彼は、もっとも古い人間としての知識──伝言ゲームの結果歪ゆがめられてしまった情報の、よりオリジナルに近い形を保っているもの──を、一同に伝えようとしていた。

「魔王の円盤は、かつてブルティエールの地下に封印されていた。正確に言えば、連れん邦ぽう議会議事堂の直下だ。おそらく、今もそこにあるはずだ──この星の上で、もっとも安全な場所なのだからな」

「俺達は、それを奪うばう必要があるんだな」エルバが発言する。「しかし、そこまでどうやってたどり着けばいいんだ？　議事堂に殴なぐり込みをかけるのか」

「それは、無意味だ」ベイセルが答える。「たしかに、封印の間に通じる扉とびらが、議事堂にはある。ただしその扉の鍵かぎを持つのは、代々の総そう督とくなのだ。そして現在の総督はホアキン・パラドール──またの名をルシアン・パラドール、五度目の八眼争覇の優勝者」

「ちょっと待て──それはどういう意味だ？」

　代表して、カエデ・ニカイドウが質問した。

「あいつはパラドール総督とは似ても似つかない──いや、似てはいるが、年ねん齢れいがあまりにも違ちがったじゃないか」

「そこがやつの狡こう猾かつなところだ」

　答えたのはマモル・デュバリエ──七度目の八眼争覇勝者である。

「あいつは、外見年齢を自在に変えられる力を、ブラナからもらったんだと。公人としては政治家ホアキン、私人としてはその息子むすこルシアン、という顔を使い分けられるように。昨日のあいつは、総督本人なんだよ」

「総督本人がお出ましとはね……」

　エルバが呟つぶやく。

　エルバはルシアンの名を、以前別口で聞いたことがあった。フィールディングの遺ゆい言ごんだ。

　かつて軍警察の一員だったフィールディングは、その正義感故に疎うとまれ、自分の所属する組織から消されそうになり、家族──妹と弟を失った。フィールディングは鬼き神しんの力を借りて妹と弟を殺した実行犯の首根っこを押さえ、仇かたきを討うつと同時に、暗殺指令を出した張本人の名を引き出していた。

　その名が、ルシアン・パラドール。すなわち、ホアキン。

　総督閣下から直々に睨にらまれていたとはな──と、心中でエルバは死せるフィールディングに語りかけた。

「だから──」ベイセルが続ける。「我々が大挙して議事堂に押しかければ、パラドールは総督としての権限を駆く使しして、全力で我々をはじき出そうとする。彼は既すでに議事堂を固めているだろう──そこにのこのこ顔を出したら、最悪、連邦の軍そのものを相手取ることになる。そこで戦力を消しよう耗もうするのは、無意味だ」

「──そこで、この博物館地下の、地下迷めい宮きゆう入口の出番ってわけさね」

　クラヴリー・ガーディアンが、得意げに語った。

「その通り。封印の間は、地下迷宮最さい奥おう部に存在する。魔王戦争の最終局面で、魔王は移民船を乗っ取った。そこで我らの祖先は、移民船を地下に埋うめるという手段でもって封印を作った。そして──地下迷宮とは、移民船そのものなのだ」

　ベイセルの説明に、デイジー・コ・クラストが首を傾かしげた。

「どうも、想像がつきませんね。移民船とは……つまり、船なのでありますよね？　そんな物が、地下に埋まっていると……？」

「普ふ通つうの船を想像するのは、間ま違ちがっておるぞ」

　説明役を買って出たのは、ミカル・ナガサカだった。

「それは空の彼方かなたからやってきた、星と星の間をわたる船じゃったというぞ。通常の、水に浮うかぶ船とはまるで形が違う」

「ちなみに……」

　グレン・ダール・キングスリーが口を挟はさんだ。

「ブルティエールの八十八の区画分けは、その移民船の天てん井じよう部分の模様に従って切り分けられた、と聞く。つまり──移民船の大きさは、ブルティエールと同程度ということだ」

「はあ。そう聞くと、無茶苦茶なでかさだな」

　リデル・ハンターチャンスが感かん嘆たんの声を漏もらした。

「この博物館の地下通路が」とベイセル。「そのまま地下迷宮──移民船内部につながっていると聞く。だから我々は、ここから地下に潜もぐって、封ふう印いんの間を目指す。……ただ、この程度は敵も想定しているだろう。我々は地下迷宮内部で迎げい撃げきを受けることになるはずだ」

「少なくとも、三柱の魔ま神じんと敵対することになるね」

　懸け念ねんを、ルナが口にする。

　魔王派としてブラナにくっついていった八眼デイアボリツク争覇パーテイ勝者は、三名。

　ブルティエールの犯罪組織を束ねる裏社会の王、アンテノラ。

　鬼神の円盤レンズの創成者ジーニー・セブンデイ・ルンホルム。

　そして連れん邦ぽう総督、ルシアン・パラドール。

　倒たおすべき魔神は三柱。

　アンテノラが従える剛ごう力りきの魔神アギ・アダ。

　セブンデイが契けい約やくしている幻げん影えいの魔神ベル・ベム。

　ルシアンが引き連れる闇やみ照てらしの魔神ヤミ・ヤタ。

　どの魔神も、エルバが苦戦を強しいられた、手て強ごわい敵だ。

「ま……単純に数で比ひ較かくすれば、こっちの方が有利ではおじゃるがな」

　と言って電でん光こうの魔神マロ・マロは、ラウンジにいる他の魔神の姿を目で追う。

　自身に加え──

　氷ひよう結けつの魔神ルナ・ルガ。

　無む形けいの魔神ボル・ボル。

　虚こ空くうの魔神ミナ・ミグ。

　獄ごく炎えんの魔神ネア・ネア。

　合計五柱の魔神が、この場には揃そろっていた。

「だが、真に大切なのは、魔神同士の戦いを制することではない。魔王の下もとにたどり着くことだ──より正確に言えば、封印を行うための円盤を、魔王の下に持ち込むことだ」

　ベイセルは、自分の右目を指さした。

「一つは虚空の魔神の円盤で──」

　それから、懐かい中ちゆうから別の円盤を取り出す。

「もう一つは、結晶クリスタル連鎖法チエイン用の円盤だ。これを組み合わせて運用することによって、魔王の円盤を虚空の層、結けつ晶しようの層で多重に包み込む。魔王の円盤を塵ちりから遮しや断だんすることで、封印は達成される」

「理り屈くつはわかった。……円盤は二枚とも、アードレーが持っていくのか？」

　マモルが質問すると、ベイセルは少々言い淀よどんだ。

「……どうする？　ミナはともかく、結晶クリスタル連鎖チエイン円盤レンズは誰だれかに預けた方がいいだろうか？」

「敵も結晶連鎖法を使ってくることを、勘かん案あんする必要があるぞ」

　グレン・ダールが指し摘てきする。

　ベイセルが対魔王兵器として秘ひ密みつ裏りに開発していた結晶連鎖法の技術は、アンテノラに漏れていた。そして、アンテノラは既すでに結晶連鎖円盤を手にしている。つい昨晩、アンテノラはそれを証明した──奇き襲しゆうによる封印を試みたベイセルの手から、ブラナを守ったのである。結晶連鎖法が二重に発動すると結晶化が逆におさまる、という現象を利用して。

「……念のため、結晶連鎖法発動中でも戦える者に預けておいた方がいいかもしれんな」

　ベイセルの視線は、グレン・ダールとミカルの間を行ったり来たりする。

「となると、君達のうちいずれかということになるんだが……」

「じゃ、わしが持っておこうか」

　ミカルが手を突つき出した。

　ベイセルは、グレン・ダールを見る。グレン・ダールは無言で頷うなずいた。

「……だったら、任せよう」

　結晶連鎖円盤を、ベイセルはミカルに与あたえた。

「うわあい、やったね」

　受け取るとすぐさまミカルは円盤を目にはめて──

「結晶連鎖法、発動！」

　いきなり力を発揮した。

「うわ！　何するの、いきなり!?」

　魔神達は一いつ瞬しゆんで大混乱に陥おちいった。虚きよ体たいが結晶化して、ボロボロと崩くずれ始め──

「何やってんだよ、ミカル」

　エルバがミカルの後頭部を捕つかまえた。空いている手で円盤を抉えぐり出そうとする。

「なんじゃなんじゃ。わしの目を潰つぶすつもりか、エルバ」

　言いつつ、ミカルは結晶連鎖法を止めた。魔神達の手足は、すぐに元の身体からだに戻もどっていく。

「……はあ、やれやれ」

　指先をブラブラ振ふって具合を確かめながら、ルナはうんざり感あふれる瞳ひとみをミカルに向けた。

「突とつ然ぜんこんなことをするのはやめて欲しいなあ」

「すまんすまん」

　ミカルは笑って応じた。これっぽっちもすまないとは思ってなさそうだった。

「わしにも結晶連鎖法が使えるかどうか、試ためしておく必要はあるじゃろ？　実際の段となってやり方が分からない、なんてことになったら目も当てられん」

「それはそうだがよォーッ」

　ボルがひょいと一飛びして、ミカルの頭に乗っかった。

「突然手足がボロボロに崩れ始めたら、こっちは驚おどろくぜ。もう少し考えて行動しろよ」

「何を言っても無む駄だだぞ、ボル」マモルが呟つぶやいた。「そいつの脳内辞書に、『反省する』という単語はない」

「え？　ンなこた知ってるぜ」

　ボルは即そく答とうした。

　ミカルと行動をともにしたことがある者同士、視線をかわし──そして、マモルとボルは同時にため息をついた。

「あのなあ。揃いも揃って、わしを人格的欠けつ陥かん持ちとでも言いたいのか」

　ミカルは頭上のボルを捕まえると、八本の足をまとめて握にぎった。ブラックジャックの要領で振り回し、マモルに何度も叩たたきつける。

「やめろ！　やめろと言っている！」

　マモルは頭を抱かかえ、防ぼう御ぎよするしかなかった。

「……やはり、円盤レンズはグレン・ダールに与えるべきだったかな。……伝達事じ項こうはもう少しある。落ち着け」

　ベイセルが二人の間に割って入った。

「地下に向かうメンバーだが、契けい約やく者しや五名と、ガーディアン、ハンターチャンスとしたい。異論はないか」

「ある」

　カエデが挙手した。

「私も行軍に参加させてもらう」

「昨晩、さんざんにボコられたのに、大だい丈じよう夫ぶなのかね」

　クラヴリーの声を手で振り払はらうような仕草を、カエデはした。

「この程度、ものの数ではない。それを言うなら、エルバだって背中を斬きられているだろう」

　九度目の八眼デイアボリツク争覇パーテイの最終決戦はつい昨晩行われたばかり、それに加わっていたエルバもカエデも、とうていベストコンディションとは言い難がたい。だが、休んでいる暇ひまなどもはやない。

「動けるのならば、ついてくるといい。頭数は多い方がいいからな」

　カエデに頷いた後、アードレーはその場にいる全員に呼ばわって、締しめとした。

「地下への出発は正午としよう。それまでに、準備を調えておくんだ──ともすれば、地上の空気を吸う最後の機会となるのかもしれないのだからな」







「お話はだいたい理解できましたよ……。つまり、私の職場であるところのこの研究室も、実は地下迷宮の一部だった──というのですね？」

　三人の契約者を眼前にして、フォングはおずおずと挙手してみせた。

「その通りですよ、フォング博士」

　代表して答えたのは、ルシアン・パラドールだった。銀色の髪かみをした、おとなしそうな青年。しかしその正体は、かつて八眼争覇を闇やみ照てらしの魔ま神じんとともに勝ち抜ぬいた契約者であり、現在の連れん邦ぽう総そう督とくホアキン・パラドールでもある。

「もっとも、この研究施し設せつが移民船の一部を使用している、というだけであって、いわゆる地下迷宮部分との出入口は封ふう印いんしてあるのですけどね。とはいえ、その封印をこれ以上保持する必要はなくなったようです」

「それは、どういう意味でしょう」

「僕達の最終決戦の手伝いをしてもらうってことだよー、君ィ」

　妙みように軽い口で語るのは、褐かつ色しよくの肌はだを持つ美女、セブンデイである。

　この研究所は、セブンデイの根城でもあった。自らの作製物、鬼き神しんの円盤の最終調整を行うにあたり、拠きよ点てんとするため、この場所に転がり込んだのである。

「なんのかんのと言ってみても、我々は多勢に無勢だ」

　対照的に、アンテノラは重くのしかかるような口調で語る。

　ブルティエール闇社会の王と対面するのは、フォングは初めてだった。その全身からにじみ出るオーラのようなものに、フォングはただすくみ上がるしかなかった。

「劣れつ勢せいを挽ばん回かいするには、様々な手を打つ必要がある。そこで我々は、君の力を頼たよりにしたいというわけだ」

「は、はいーッ」

　一も二もなく、フォングは返事した。

「いかようなご命令にも従わせて頂く所存でありますッ」

「どうも、僕と初対面の時とまるで態度が違ちがうよねー」

　少し不ふ機き嫌げんそうな目を、セブンデイはフォングに向けたが──すぐに気持ちを切り替かえる。

「とにかく、手を貸してもらうよー、フォング」

「わかってます。しかし、具体的にはどういうことをすればいいのでしょう。円盤の提供ですか？　まさか、勝利を祈き禱とうする儀ぎ式しきのための生いけ贄にえになってくれ、などとは言いませんよね？」

「それはいいアイデアですが、よしておきましょう。残念なことに、僕達に残された時間はあまり多くないだろうから」

「その通り。短い時間の中で、魔王に反旗を翻ひるがえした者どもを殲せん滅めつする策を考えねばならない」

　ルシアンとアンテノラが口々に言う。フォングは胸をなで下ろした。

　ルシアン、セブンデイ、アンテノラ──この三人が、ベイセルの反乱を目まの当たりにしてもなお、魔王に付き従う者達である。そもそもベイセルから話を持ちかけられていなかったのだから、応じようもなかったのだが。逆に言うと、ベイセルはこの三名の邪じや悪あくなる性さがを見み抜ぬいていたからこそ、仲間に誘さそおうとはしなかった。

「君に頼たのみたいのは、全く別のことさ」

　セブンデイは、フォングの肩かたに手をかけた。

「君、火薬の取り扱あつかいが得意だ──って言ってたよねー」

「え？　ああ、その通りですよ。若い頃は、軍警察に技術士官として勤めていましたからね。西部内乱の折りには、私が落とした橋は十や二十ではききませんよ」

「それは頼もしい」

　にんまりとセブンデイは笑った。

「その腕うで前まえ、錆さび付いていないかなー？　錆びていないんなら、是ぜ非ひとも力を発揮して欲しいね。君に爆ばく破はして欲しいものがあるんだよ……」







　一同、三々五々に分かれてゆく中にあって、エルバがベイセルのそばに歩み寄った。

「聞きたいことがある」

　すぐに察して、ベイセルは問い返した。

「君の想おもい人のことか」

「想い人……？」

　一いつ瞬しゆんエルバは混乱したが、その言葉がサクラを指しているのだと悟さとる。

「いや……残念ながら、そういう関係じゃねえんだが……」

　と前置きしてから、本題を問う。

「サクラがどこに連れていかれたとか、そういうことはわかるか？」

　サクラの身み柄がらは今、ブラナが確保していた。

　九度目の八眼デイアボリツク争覇パーテイの最後の戦い、エルバとサクラの戦いがエルバの勝利という形で決着を見た直後、サクラは自じ刃じんした。兄シローを蘇よみがえらせる、という願いを叶かなえるために、サクラはあまりに多くの罪を犯おかしてきたこと、願いが叶えられなくなったことを悟った時、サクラは背負ってきた罪の重さに耐たえきれなくなってしまったのだ。

　ところが、それを救ったのはブラナだった。ナイフは取り返しのつかないほどにサクラの腹をえぐっていた──にもかかわらず、ブラナは「治せる」と判断し、サクラをいずこかへ連れ去っていった。サクラの復活というエサをエルバの鼻先にぶら下げることで、最終八眼争覇への参加を不ふ可か避ひのものとする──というのがブラナの目もく論ろ見みであり、エルバもそれと分かりつつ敢あえて飛び込むつもりでいたが──ベイセルの反乱が、全すべてをご破算にした。

　ブラナはサクラを人ひと質じちとして、プレッシャーをかけてくるだろう。そんな事態に陥おちいる前に、できることならばサクラを奪だつ還かんしたい──それが、エルバの思おも惑わくだ。

　少し考えてから、ベイセルは答えた。

「結論から言うと、特定はできない」

「……やっぱり、そうか」

　肩を落としかけたエルバだったが、

「だが、完全に諦あきらめてしまうのは早い」

　ベイセルの次の言葉に頭をもたげた。

「どういう意味だ」

「地下迷宮の内側に、集中治ち療りようセンター的な部屋がある。私は以前そこに連れていかれ、死の病を治してもらった。君の連れも、そこに運び込まれたのではないか、と思う」

「マジか。それはどこにあるんだよ」

「残念ながら、覚えていない」

「……そんなこったろうと思った」

　再び、エルバは肩を落とした。

「おおざっぱには言える。ブルティエール北半分側の、どこかの地下だ。今から我々はブルティエール北辺から中心部に向かって進むわけだから、どこかで治療室を通過するという可能性はないとは言えない」

「ないとは言えない、か」

　ベイセルの選んだ表現方法に、エルバはその可能性の低さを知る。

「あんまり期待はするな……ってことか」

「そうとしか、言えないな」

　申し訳なさそうに、ベイセルは軽く頭を下げる。

「いや……いいんだ。魔ま王おうを封ふう印いんすることが、達成すべき目的なんだからな。俺一人がわがままを言うわけにはいかない」

　早口で、エルバは言いつくろった。

　そう、もっとも大切なのは、魔王が星の王として再臨することを食い止めることである。その最重要目的を達成する障害となるのならば、他ほかの小目的は犠ぎ牲せいにされるべきだ──たとえ、サクラを取り戻もどすという目的であろうと。

　だがそれは、「魔王封印」と「サクラ奪還」が完全な二者択たく一いつになってしまった場合の話だ。そうでない限りは、なんとしてでもサクラを取り戻したい。

「随ずい分ぶん、分かった風な口を利きくじゃないですか」

　テッキが、自力で車くるま椅い子すを転がして、エルバの隣となりにつけた。

「言ってやればいいでしょう──『俺は絶対にサクラを取り戻したい』って」

　エルバに言葉を投げつつ、テッキはベイセルを見やる。

「フッ」ベイセルは小さく笑った。「ああ……私とて、大目的を達成するため以外の行動はするな、と縛しばりつけるつもりはない。できることを、すればいいだろう」

「ああ……ありがとう。そうさせてもらう」

　エルバは短く頷うなずいた。

　八眼争覇の後半戦において、エルバは自分を見失いかけていた。シロー殺し、サクラの離り反はん、テッキの昏こん睡すいなどでひどく混乱し、自分が何を為なすべきなのかわからなくなっていた。けれども最終局面においてシンプルなただ一つの目的を掲かかげ、混乱状態から脱だつした。

　その目的とは──サクラを取り戻すこと。

　それを叶えるために、エルバは邁まい進しんした。そして実際に叶えかけた──が、サクラの「自裁」によって、それはするりと手の中からこぼれ落ちていった。

　けれども、チャンスが完全に失われてしまったわけではない。チャンスがある限り、エルバは何度でも挑ちよう戦せんするつもりでいた──

　そして、必ずサクラを取り戻す。

　それは、テッキをはじめとした、博物館員の総意である。

「見なさい、エルバ」

　テッキがエルバの手を取り、大窓の外に注意を促うながす。

「おや……」

　エルバは軽く驚おどろいた。

　大窓から、日が差し込んで来ている。

　つい先ほどまでたれ込めていた霧きりが、風にあおられ流されていた。霧が晴れゆき、代わりに現れたのは──博物館周辺の紅葉した木々と、どこまでも抜ぬけるような青い空。

「これはこれは、なんとも幸さい先さきがいい」

　ふらり、とどこからかルナが進み出て、空を見上げながら呟つぶやいた。

「いかに霧が深かろうと、いずれは晴れる。僕達の行く道にかかる霧もこうなってくれる──そう思いたいね」

「今回ばかりは、おまえの言葉に全面的に賛成だな」

　エルバはしみじみと呟いた。

「そォそォ、ネアさん達の間にかかる霧も、いずれは晴れるさ」

　不意に、ネアが音もなく寄り、ルナの片かた腕うでを取った。

「ム……!?」

　ルナは逃のがれようとした──が、ネアは決してルナの腕を放さない。

「一体どういうつもりだ。僕を取って食うつもりか」

「人をカマキリ呼ばわりなんてひどいじゃないの。ネアさんは純じゆん粋すいにルナルナのことを愛しているだけだってのに」

「その愛は受け取れない」

　するり、とルナは腕を引っこ抜き、逃にげた。

「あ！　待ちなよ、ルナルナ！」

　ネアは駆かけ足あしでルナの背中を負う。

「前から思っていたのですが……なんでネアはあんなにルナが好きなのでしょうね」

　テッキの疑問に、エルバも首を傾かしげるしかなかった。

「さあ。……とはいえ、あれもまた、魔神達が人格を得た証あかしなんだろうさ。人らしい意識を持っているなら、愛に目覚めることも不思議じゃない。……しかし、あれを放置していたらルナの機き嫌げんを損そこねそうだな。えーと、──」

　どうしたものか、と周囲を見み渡わたしたエルバの目に、黒衣の剣けん士しの姿が映る。グレン・ダールはただ一人、壁かべにもたれて佇たたずんでいた。

「なあ、あんたの契けい約やくしている魔神を、止めてくれないか」

　さして親しい間あいだ柄がらではない──ので、エルバは敢あえて陽気に声をかけた。

　グレン・ダールは鼻を鳴らした。

「この俺が、恋こいする乙女おとめの暴走を止められるような器用な人間に見えるのか」

　真しん剣けんな表情のままに、言い切る。

「見えない」

　と答えてから、エルバはつい吹ふきだした。
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「どうした」

「いや……あんた、見た目に反して面おも白しろいことを言う、と思って」

「そうか」

　肯こう定てい的てきな評価に対して、グレン・ダールはにこりともしない。が、不快に思っているわけでもないようだ。

「しかし、まあ、驚いたね……あんたが、魔ま王おうに逆らうなんて」

　なんとはなしに、エルバは切りだしてみる。これまでほとんど接点のなかった相手だけに、興味があった──彼は一体何を考えているのか。

「言ったはずだ。ブラナについていたのは、ベイセルと相談して決めた作戦だ、と」

　反魔王同盟ははじめ、ベイセルとグレン・ダールの二人によって結成されたのだという。ベイセルが魔王封ふうじの技術を開発する一方で、グレン・ダールは賛同者探さがしを担当していた。そのため自ら八眼デイアボリツク争覇パーテイの監かん視し者を務めることとし、八眼争覇が開かれるたびにブラナにくっついて回っていたのだ。

「それはわかっていますよ」

　テッキが近づいてきて、質問を投げた。

「そもそも、あなたがベイセルと組んでいた、ということ事態がなかなか信じにくい、と言いますか……あなたも、魔王に恨うらみを持っているクチなのですか」

　しばらくの間、グレン・ダールはテッキの顔を見つめ続けていた。が、ふっと窓の外に視線を投げると、

「……まあ、な」

　曖あい昧まいな表現でお茶を濁にごした。

「自分の胸にかかり続けていた霧きりを払はらう時が来た……ということだ。ここに集まった契約者は皆みんな大なり小なりそんな事情を抱かかえている。そうだろう？」

「そうだな」

　語りたくないことだから、聞かないで欲しい──言外にそう主張している、とエルバは悟さとった。これ以上追求するのは野暮というものだ。

「あんたの霧もこの空みたいに晴れることを、祈いのっているよ」

　空を見上げながら、エルバは言った。

「ああ……そうだな」

　その視線を追いかけて、グレン・ダールは空のまぶしさに目を細めた。




「さて……これが永久の別れになってしまうかもしれない。マジで」

　軽い口調で、クラヴリーはランコとバーミッサに打ち明けた。

「あんたは殺しても死なない奴やつだと思うけど」

　とバーミッサは切り返す。対照的にランコは、無言のままただクラヴリーを見つめるよりなかった。

　隠かくれ家がで雇やとっている二人のメイドを、クラヴリーは博物館に連れてきていた。ランコ・スーパーフォークとバーミッサ・アードレー、かつては博物館の敵だったが、様々な経けい緯いを経て雇われの身となった二人である。

「もちろん、私は生きて帰ってくるつもりでいる」

　クラヴリーは破顔したが、すぐに表情を真剣なものに戻もどす。

「万が一に備えて、手はずを整えておく必要がある。もし私が戻ってこないようなことがあったら、隠れ家を畳たたんで、博物館に来るんだ。デイジーが面めん倒どうを見てくれる」

「人の許可も取らずに面倒を押しつけるのは、十年前から変わっていないでありますね」

　呆あきれた調子でデイジーは言ったが、その言葉は冷たくはない。

「ま……少しよう佐さ殿どのの不始末を処理するのは、私の仕事ですからね。引き受けさせて頂きますとも」

「ありがたい」

　デイジーに礼を言ってから、クラヴリーは二人に向き直った。

「君達ならば引く手あまただろう。どこに行っても立派にメイド職を務められると言い切れる。その点では、あまり心配はない」

「でも……できることならば、新しい雇い主を探すという面倒は、ない方がいいです」

　すがるような目で、ランコはクラヴリーを見る。

「それはそうなんだがね。……ただ、生せい還かんしたとしても、これまでのような生活が送れるのかどうか」

「あー……そいつは、たしかに心配ですね」

　リデルが賛意を示して、何度も頷うなずく。

「何のことを言っているのかな」

　バーミッサの説明要求を受けて、クラヴリーは語る。

「今度のことで、アンテノラ──マーレボルジュの王を敵に回したからね。仮にアンテノラを地下迷めい宮きゆう内ないに葬ほうむることに成功したとしても、──」

「組織ににらまれねえはずがねえ。そうだろ？」

　リデルが最後を引き取る。

「ということは、どうなるにせよ、求職活動は必ひつ須すってことか」

　少し考えてから、バーミッサは怒いかりを露あらわにした。

「なんなんだ！　世話してくれるというからこんな格好をしてやっているってのに、一ヶ月も経たたないうちに出て行けってのかよ！」

「その点については、謝るより他ほかにない。すまん」

「ここで謝ってもらっても、何の役にも立たない。一つ、約束してもらおうじゃないか」

「約束？」

「生きて帰ってきて、僕達の再就職の斡あつ旋せんをする、と」

　ちょっと黙だまり込んでから、クラヴリーは首を横に振ふった。

「……いや、約束はしない」

「なんでよ」

「似たような約束を、十年前にしたことがある。『西部の内乱が鎮しずまったら、夫婦で旅行に行こう』ってな」

「夫婦？　あんた、奥さんがいたのかよ」

　と驚おどろいてから、バーミッサはクラヴリーの言わんとするところを悟った。

「そうかい。じゃあ、生還を祈いのるだけに留とどめておく」

「そう言ってくれると、ありがたい」

　クラヴリーは頭を下げて、礼を言った。

「死なないで下さいね……」

　細い声で言うランコにも、クラヴリーは答えようとしたが──

「……心配しないで……私がこの人を守るから……」

　クラヴリーの背後にふっと現れたミナが、先に答えた。

「…………!?」

　突とつ然ぜんの虚こ空くうの魔ま神じんの登場に、その場にいた一同は驚きの視線を集める。

　視線を一身に受けながら、両目を閉とざしたままのミナはなんら動どう揺ようを見せなかった。そして、それ以上は何も言わず、歩いてその場を去っていく。

「……今のは、なんなんだ」

　不可解極きわまりない表情を浮うかべるバーミッサ。

「彼女とは、デスドレッド島で一いつ緒しよに過ごした仲なんでね」

　クラヴリーは、補足説明した。

「彼女なりに、私のことを心配してくれているのだろう。なるほど、ほとんど感情がないようなミナにも、魔神に人格を与あたえるというブラナの目もく論ろ見みはきっちり果たされていると見える」

　──と、不意にミナがぴたりと足を止め、首だけ振り返る。そして、短く言った。

「……クラヴリー……生きて帰ってこられたら、私と結けつ婚こんして……」

「…………」

　クラヴリーは正確に五回瞬まばたきした後、

「…………は!?」

　デスドレッド島を脱だつ走そうして以来、最大の動揺を見せた。




「ついに、この時が来たな。……感想は、マモル？」

　博物館の庭で、ミカルとマモルが連れ立って家庭菜園を眺ながめている。もっとも、育てられていた野菜類は全すべて夏の間に収しゆう穫かくされており、今はその名残なごりの枯かれ草くさが点在するのみだった。

「感想なんて、あるものか」

　いつも通りの仏ぶつ頂ちよう面づらで、マモルはミカルの質問に答えた。枯れ草を一本引っこ抜ぬき、根の土を振り払はらって、捨てる。

「収穫の時が来たというだけのこと。魔王を封ふう印いんして、ことを終える」

「つまらぬ奴やつ。ここに来るまで長かった、とか、ついに鬱うつ憤ぷんを晴らす時が来た、とか、なにかしらあるもんじゃろうに」

「おまえはどうなんだ」マモルが問い返す。「面おも白しろ半分で反魔王派に参加したおまえの今の気持ちは？」

「面白半分とは失礼な。わしはこの星の運命を救うために一命を捧ささげるつもりですよ？」

　ミカルの口調は、これ以上なく噓うそくさい。マモルは肩かたを落とした。

「ああ冗じよう談だん、冗談」ミカルは慌あわてて言いつくろった。「まあ……たしかに、わしは単なる義ぎ俠きよう心しんからベイセルに協力しているに過ぎん。おまえみたいに、コレという理由があるわけではない──だが、最後まで戦い抜く。それだけは、信じておくれ」

　無言で、マモルは頷いた。

　長いこと黙り込んでいたが──やがて、口を開く。

「もし俺が死んだら、遺体は虐ぎやく殺さつ跡あと地ちに埋うめてくれ」

　す、とミカルはマモルを見やる。

「あそここそ、俺の墓所にふさわしい。そうだろ」

「弱気なことを言うな、マモル……」

　何の冗談か、とミカルは思ったが、マモルはこの上なく真しん剣けんだった。すぐに自分も顔を引き締しめ、

「……そうか、わかった。その願い、引き受けよう」

　と約束した。

「助かる。ま、できるだけ迷めい惑わくをかけないつもりでいるが。……象の伝説を知っているか、ミカル」

「突然じゃな。象というと、チキュウに住んでいたとかいうあの、伝説の動物？」

「ああ。伝説によると、象は自分の死期を悟さとると、自分から象の墓場に赴おもむいて、そこで死ぬそうだ。……俺も象になりたいと思う」

「……意外な変身願望じゃな」

　迷ったあげく、ミカルは的はずれなコメントを口にした。

「わしとしては、これまで通り二人で虐殺の地を守り続けたいものじゃがな。一人で居続けるには、あの場所は寂さびしすぎる」

「まあな……」

　そう応じて、マモルは天を仰あおいだ。太陽はもうすぐ、南天へ昇り詰つめようとしていた。

「そろそろ出発の時間じゃな」

　ミカルが後背を振ふり返る。ラウンジの大窓からベイセルが身を乗り出し、殴なぐり込みメンバーを捜さがしている。

「ああ、行くか」

　マモルは身を翻ひるがえし、ラウンジへ向かった。その後を追うように、ミカルも歩き始める。







　魔王、ブラナ・ラ・モートは「封印の間」の直下の部屋にいた。

　奇き妙みような機械群と一体化しているデスクと、前面を覆おおう巨きよ大だいな窓とに支配された部屋。一体どんな目的があってこのようなデザインとなっているのか、現在のドース人にはまったく理解できないだろう。理解できるのは、ただブラナ・ラ・モートのみ。

　ここは移民船の操縦室だった。

「……人の身を借りてここに来るのは、久しぶりだ」

　現在、ブラナは人の身体からだを借り、仮の復活を果たしていた。金きん髪ぱつの女性の目に魔ま王おうの円盤レンズをはめて、女性の精神を完全に乗っ取っているのである。今ある姿は決して虚きよ体たいではなく、実体そのものだ。

　百年前も、ブラナはここにやって来ていた。第二移民団に対たい抗こうする最後の逆転策として、移民船の強ごう奪だつを図はかったのである。ブラナはクルー達を排はい除じよし、船のコントロールを得ることに成功した。けれども、他の星の科学から生み出された宇宙船の能力を、魔王戦争という短期間に全て把は握あくすることは叶かなわなかった。外部操作によって移民船は強ごう引いんに沈しずめられ、ブルティエール地下に埋められ、そのまま魔王の墓所となり果ててしまったのである。

　だが──移民船は、二度と飛べなくなったわけではない。

　外部から物理的に破は壊かいされて沈められたのではない。船を制せい御ぎよするシステムを外部からロックされ、航行不能に陥おちいったのだ。飛ぶ機能そのものを傷つけられてはいないはずだった。

　八眼デイアボリツク争覇パーテイの合間には、ブラナは何度もこの部屋にこもって、機能の理解、現げん況きようの把握に努めてきた。そして得た結論は──この船は飛べる、ということだった。新たなる植民星が見つかるまで数百年、あるいは数千年を宇宙漂ひよう流りゆうするであろうことを前提として造営された船なのである。二百年土中に埋められたという程度で機能が損そこなわれるはずがない。

　今こそ、飛ひ翔しようの時だ──ブラナは思う。この船そのものを新たなる魔王の玉座とするのだ。

「大空こそ、星の王が君臨するにふさわしい」

　最終八眼争覇──当初予定していたバトルロイヤル形式とは、まるで異なるものになってしまったが──を終え、真なる依より代しろを決定した暁あかつきには、この船を空に浮うかばせよう。

　眼前のデスクの隅すみにあるボタンを三つ、ブラナは続けざまに押した。

　すると──ほとんど真っ暗だった部屋に明かりが灯ともり、眼前の窓──スクリーンは白い光を放ち始めた。どこかでブーンという低い、長く響ひびく音が鳴る。

　もう一つ、大事な事実がある──この船のエンジンは死んでおらず、二百年間低レベルながらも稼か働どうを続けていたのだ。







「これが、あんたが格かく闘とうした開かずの扉とびらか」

　ランタンの明かりに照らされた扉は、エルバが想像していたよりははるかに小さかった。まったく開く気配のない扉、というからには、きっと立派な扉に違ちがいない──と思っていたのだが、意外にこぢんまりとしている。リデルの巨体がちょうど通り抜ぬけられる、という程度だ。

　加えて、見たことのない形状だった。左右にスライドして開く扉のようだが、取っ手がない。中央の継つぎ目部分はぴたりと閉とざされていて、指どころか刃は物ものを差し込む余よ裕ゆうすらない。

「そう。これがなかなかの強敵でね」

　クラヴリーが、扉の表面を撫なでる。以前は真っ平らだったのだろうが、今は無数の凹おう凸とつに覆われている。この扉をこじ開けるため、氷ひよう結けつの鬼き神しん──氷の刃やいばを持つ戟──でボコボコに殴りまくったのだ。

「たしかに──ってか、これだけしかへこんでねえのかよ」

　かつては軍の指揮官を務めており、今でもさして力が衰おとろえているわけでもないクラヴリーが、長なが柄えの武器で殴った跡あとの割には、全体的に傷が浅く、小さい。氷結の鬼神はつい昨日エルバも握にぎったばかりであり、それが武器として十分な機能を持っていることはわかっている。

「もう少しで私の手の方が砕くだけるところだったよ」

　クラヴリーはブラブラと両手を振った。

「そして、横のボタンを押せば開く、と気づいた時には心が砕けそうになった」

　言いつつ、ボタンを押す。

　チーン、と鐘かねのような音がして、扉はすっと左右に分かれて開いた。

「あれま」ミカルは驚おどろいた。「こんな簡単に開くのに、なんでわからなかったんじゃ」

「ガラクタの陰かげになっていてね。あまりにも壊こわれる気配がないもんで、怒いかりに任せて鬼神をブン回してみたらガラクタの山が盛せい大だいに崩くずれて、その下から出てきたってわけさ」

「しかし、これはどういうことだ」

　開かれた扉の奥を睨にらみながら、マモルが呟つぶやく。

　扉の向こうは、狭せまい部屋だった。十数人で詰つめかけたらもうみっしり、という程度。天てん井じようが光り輝かがやいており、エルバ達の姿を白く照らし出している。

「色々調べてみた結果、これは我々を運ぶためのものらしい」

　率そつ先せんして、クラヴリーが中に入っていった。

「この部屋は、搭とう乗じよう者を下に連れていく。全員入れ」

　手招きされて、一同はおずおずと室内に詰めかけた。

　全員収まったところで、クラヴリーは室内のパネルを操作する。すると扉は開いた時同様音もなく閉まって──揺ゆれた。

「……ム。下っているな」

　制御された落下感に包まれて、グレン・ダールが一言漏もらす。

　室外の様子を見ることはできない。けれども、下っているという感覚は搭乗者全員にはっきりと感じ取れた。

「おまえは既すでに下に行っているのか、クラヴリー」

　カエデの問いに、クラヴリーは胸を張った。

「まあね。どんな光景が広がっているかは、ついてからのお楽しみ」

　降下時間は長かった──けれども、ついに到とう着ちやくの時は来た。降下速度が減速し、ついに部屋は停止する。クラヴリーがパネルを操作するまでもなく、扉は自動的に開いた。

　扉の一番そばに立っていたエルバが、部屋の外へと押し出される。

　そして目まの当たりにした光景は──
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　奇き妙みような光景が、広がっていた。

　まず真っ先に気づくのは、明るいことだ──地下であるにもかかわらず。

　空そのものが光を放っているように見えた。ぼんやりとした、薄はく明めいのような黄昏たそがれのような光が、地上を照らし出している。それは太陽の光とも異なり、月の光とも異なった。字を読むには少々薄うす暗ぐらいが、しかし柔やわらかい光である。

　高い屋根の下には、幾き何か学がく的な形状をした黒い影かげが屹きつ立りつし、壁かべのようなものを作っている。

「あれは……建物なのか？」

　その形状、その並び方から、エルバはそう察する。しかしながら、ドース人の常識内にある建築物とは、はるかにかけ離はなれていた。

　まずなんと言っても、高い。ブルティエールにも高い建物は数あれど、これほどの高度を誇ほこるビルはない。そんな代しろ物ものが、道の左右にずらりとならんで壁を成なしている。

「皮肉な話なのかな──天てん井じようの下にある建物の方が、天井の上にある建物より高い、ってのは」

　首を上方に向けながら、ルナが言った。

　エルバ達の現在位置は、半円状の公園みたいなところだった。

　後背には壁。入ってきたのと同じような扉とびら以外には、何もない。

　翻ひるがえって正面を見ると──建築物の壁に挟はさまれた太い道が、まっすぐに延びている。

「これでは、迷めい宮きゆうと呼ぶにはほど遠いな」

　ベイセルが進み出て、太い道の奥をまっすぐ指さした。

「あれが、我々の目的地──議事堂直下だ」

　道をまっすぐ進んだ先に、巨きよ大だいなドーム上のオブジェクトがある。その中心部からは、一本の柱のようなものが伸のび、天てん井じようにまで到とう達たつしている。

「あの柱が、議事堂地下と直結している。我々が乗ってきたのと同じ乗り物が、通っているはずだ」

「へえ……」

　生返事を、エルバはした。

　壮そう観かんだった。今までの人生で体験してきたものから大きく外れる、あまりに異質な眺ちよう望ぼうだ。見たことのないものをどうたとえればいいのか、迷う。

「その……ここは一体、何なんだ」

　まず、おおまかな質問を投げる。

「かつての移民団達の、生活の場──街、なのだろう」

　慎しん重ちような口ぶりで、ベイセルが推測する。

「移民団はこの船に乗って、何千年というレベルで旅を続けてきたのだとか。そのためには、このような生活の場があって然しかるべき、とは思うが──」

　ベイセル自身も驚おどろきを隠かくせないようだ。大きく目を見開いて、ビルの頂上がどこにあるのか捜さがしている。

「しかし、これほどのものが地下に隠されていたとはな」

「もったいない話じゃな」

　ミカルが進み出て、言った。

「これだけの街があるならば、わざわざブルティエールなどという新たな街を作る必要などなかったろうに」

「知らないのか、ミカル」

　たしなめるような調子で、マモルが言う。

「魔ま王おう戦争の最中、この船は魔王に乗っ取られた。だから廃はい棄きせざるを得なかったのだろう」

「あー、そんな話を聞いたことがあるような。しかし、もったいないのに変わりはあるまい」

　ふらりふらりとミカルは前に出る。地下の街に繰くり出したくて仕方ないらしい。

「早く、行ってみようではないか。埋うもれていた遺産を、もっと間近で見たい」

「その意見、おおいに賛成だ」

　クラヴリーが応じて、ミカルの後に続く。

「なんにせよ、我らは行かねばならないでおじゃるよ」

　マロが、まっとうな意見を口にする。ミカルとクラヴリーを追い、他の者も歩き始めた。




　地下の道に街路樹が植えてあるというのも、奇妙な光景だった。

　街路樹は、三列に並んでいる。道の中央と、両サイドに。

　街路樹は、青々とした葉を茂しげらせている。ともすればこれは人じん為い的に作られた造花の類たぐいではないのか、とエルバは疑ったが、落ち葉を一枚拾った途と端たんにその疑いは晴れた。その葉は手て触ざわり、見た目、ともに木の枝から生えてきた有機的物質としか思えなかった。

　つまり──この樹群は、移民船埋まい葬そうの後も、地下で生き続けている。

「誰だれも見ることのない場所で繁はん茂もし続けていたとは──なんとも、不思議な話だな」

　カエデがしみじみと所感を述べる。

「この木は、ブルティエールでも街路樹としてよく使われている。ということは、地上の木々もこの移民船によって持ち込まれたものなのかもしれん」

　木の幹を撫なでながら、ベイセルは語った。

「なるほどな……」

　エルバも、だんだん納なつ得とくしてきた──たしかにここは街、生活の場として作られた場所なのだ、と。あまりに異質な光景に目を奪うばわれるが、この「街」に並んでいるものの持つ機能は、ブルティエールのそれと大して変わりはない。外観と規模が少々異なるだけであって、本質的な違ちがいはない──そう思えてきた。

　しかしそういう理解をしてみると、また別の印象が頭をもたげてくる。

「驚くほどに誰もいないな」

　エルバは呟つぶやいた。ここもまた「街」であるというのに、人っ子一人いない。二百年前に放ほう棄きされた街なのだから、人がいたらむしろ驚きだが──整然とした人工的な光景の中に人ひと影かげが一つもないというのは、極きわめて不自然な感がある。

「いわゆる『死の街』ってやつだからね」

　言いつつ、ルナも視線をあちらこちらにさまよわせている。

「どこかに人がいたら面おも白しろいなー、と思って、さっきからずっと捜しているんだけど──やっぱり、いないね」

「いるとすれば、ブラナについた連中だろう」

　カエデが口を挟むと、ボルも応じる。

「敵は連れん邦ぽう総そう督とくとマーレボルジュの王っていうスーパータッグだからなあ！　部下を連れ込んでいるとしても不思議じゃねえぜ」

「こんなものすごい秘密を不特定多数にホイホイ漏もらすとは思えないが──協力者を連れ込むってことはあるかもな」

　エルバが指し摘てきする。

「そんときゃ俺と大将の出番よ。さすがに魔神の相手は無理だが、素人しろうと相手ならいくらでも戦えるぜ……」

　自負の言葉をリデルが口にした、その時。

「……おや」

　先頭を行くミカルが、足を止めた。

　すぐに気づいて、他の面々も立ち止まる。

　人っ子一人いない死の街で、とうとう他の人影に出くわした。

　太い通り同士が直角に交わる辻つじが、広場になっていた。周囲はビル群によって円形に囲まれている。ビルとビルの間には細い道が何本も延のびている。放射線状に延びる大小の道路の、中心点だった。

　広場の中心には円形の階段があり、一段低くなった場が存在した。円形劇場を思わせる構造だ。エルバ達の立ち位置との段差は三、四メートルほど。かつてはこの場でストリートパフォーマーなどが芸を行い、観客達は階段に腰こし掛かけてそれを観かん賞しようしていたのだろう、と思われた。

　今、ミカルは円形階段の手前側のへりにいる。

　そのちょうど反対側のへりに、六つの人影があった。

　正確には、二人組の人影が三組、というべきか。

「やあ……こんにちは」

　代表して、中央に立つ人物──ルシアン・パラドールが挨あい拶さつする。

「と言っても、こんな空模様では今が昼なのか夜なのか、さっぱり判断つきませんけどね」

　と言って、ごく穏おだやかな笑えみを浮うかべた。客を迎むかえた家主のように。

「……さっそくお出ましか、パラドール！」

　大きく進み出て、マモルが嚙かみつく。

「やあ、デュバリエ。……西部内乱で争った相手と肩かたを並べるとは、なかなか面白いですね」

　視線を滑すべらせて、ルシアンはクラヴリーを見やる。

「フフン」

　クラヴリーは余よ裕ゆうの笑みで応じた。

「私は連邦から見捨てられた身ですのでね、忠誠を誓ちかう義務などないのですよ、総督閣下！」

「連邦に払はらう敬意はなくとも、私は別じゃないのかね」

　と声を投げたのは、アンテノラである。

「そもそも、君が何故なぜここにいる？　君はしばらく前に八眼デイアボリツク争覇パーテイから脱だつ落らくした身、関係者ではないだろうに」

「たしかにその通りですが、行きがかりというものもありましてね」

　言って、クラヴリーはエルバの肩をポンと叩たたく。

「言われてみれば……」エルバは小声で言った。「いつの間にやら、あんたを巻き込んでたな。ごく自然に」

「いいってことさ。魔ま王おうの復活は全人類の問題だし、──フィールディングをあのような運命に追いやった者達をのさばらせておくのは、気分が悪い」

　クラヴリーはルシアンとセブンデイを視線で刺さした。

「そうだ、一つ確かく認にんしておきたいことがある」

　と、エルバはルシアンに呼ばわった。

「ジョナサン・フィールディングという男を知っているか？　おまえが暗殺指令を下した男だ」

「……フィールディング？」

　問われて、ルシアンは顎あごに手を当て考え込んだ。さんざんに首をひねった後──

「いやあ。軍警察の意向に従わず好き勝手をして災難に遭あった男なんて、存じませんよ」

　と答えた。

「え？　あいつ、君の関係者だったの？」

　セブンデイが横を向いて問う。

「いや、別にないですよ」ルシアンは肩をすくめた。「ただ……僕のような立場だと、発した命令が多方面に多重的に影えい響きようを及およぼしますのでね」

「ふーん。……役に立ちそうだと思っていたけど、結局失敗したんだよねー、あいつ。あいつ自身が死ぬだけならまだしも、鬼き神しんの円盤レンズをばらまいてくれちゃって。ほんと、僕の身にもなってほしいよ」

　呆あきれた口調で、セブンデイも呟つぶやく。

「……あいつらは、八眼争覇云うん々ぬん以前の問題で、ブッ倒たおさなきゃなんねえようだな」

　低い声に、エルバは怒いかりをこめる。

　おまえらのせいでフィールディングがどれだけ苦しみ抜ぬいたか、わかっているのか──そう叫さけびたいところだった。だが、連中にはわからないだろう──人の命を屁へとも思っていない連中には。

　そんな奴やつらに対する方法は、ただ一つ。

　叩き潰つぶすのみ。

「ともかく……ここに出てきたということは、この場所に屍しかばねを埋うめて欲しいということじゃな？　三人とも」

　ミカルは既すでに準備体操を始めていた。片かた腕うでずつぐるぐる回し、筋肉を伸ばす。

「さて……屍になるのは、僕らだとは限りませんよ」

　答えつつ、ルシアンはヤミを伴ともない、円形劇場の中へと降りていく。

「ただ……決着をつけるのは、手っ取り早い方がいい。そうではありませんか？」

「戦う場所など、どこでも構わない。ただ、十分なスペースさえあれば」

　ルシアンに続いてアンテノラも階段を降り、

「どこで戦おうが、僕達の勝ちは見えているんだからねー」

　セブンデイも二人に従って歩を進める。

「……そこを戦場にしようというのか」

　グレン・ダールが身を乗り出して、円形劇場をのぞき込む。

　契けい約やく者八人と魔神八柱、入り乱れて戦うには少々狭せまい気もするが、劇場自体は真っ平ら、障害物は何もない。本当に平へい坦たんな広い場所だ。

　一見問題は無さそうだ。

　それ故ゆえに、怪あやしい。

　魔神の数では三対五、単純に向こうの方が不利。不利であるが故にゲリラ戦的なものを仕し掛かけられるのではないか、とエルバ達は見通していたが──意外にも、正面切っての戦いを敵は挑いどんできた。

　彼らに騎き士し道どう精神などというものがあろうはずがない。

　つまりこの提言には、なにかしら裏があるはず。

「……マジで、どうする」

　屈くつ伸しん運動を続けつつも、ミカルは全員に伺うかがいを立てる。

「どうもこうも、連中の言うことに乗るわけにはいかない」

　マモルの即そく断だんに、ベイセルも賛成する。

「ここまで露ろ骨こつに罠わなを仕掛けてくるとは、我々も見くびられたものだな。あるいは、案外向こうの状じよう況きようが苦しいのか……」

「罠ってのは同感だが」エルバが口を挟はさむ。「じゃあ、どうする？　無視していくか？」

「そうすべき」とグレン・ダール。「円形劇場を迂う回かいして、まずは当初の予定通りにまっすぐ中心部へ向かう。連中が追いかけてきたら、戦う。この場所自体になんらかの罠が仕掛けてあるのではないか、という気がする」

「そうだな……」

　エルバは頷うなずいた。ここは魔王のテリトリーなのだ。たとえ目には見えないとしても、どんなトラップが潜ひそんでいるか、知れたものではない。

「どうしたんです？　降りてこないのですか？」

　手招きをするルシアン。

「我々は正々堂々、あなた方と雌し雄ゆうを決したいと思っているのですよ」

「何を噓うそくさいことを」エルバは言い返した。「どんな手で俺達をハメようとしているんだ」

「ハメる？　何を言っているのか、さっぱりわかりませんね」

「わからないってんなら、構わない。俺達はおまえらを無視して、封ふう印いんの間へ向かう」

　階段のふちを回り込むようにエルバは進み、他の一同もその後をついていく──劇場に降りた面々をじっと監かん視ししながら。

「……やれやれ」

　ルシアンは息をついて、肩かたをすくめた。

「そうですか。なら仕方がありませんね」

　ポケットから紙かみ筒づつのようなものを持ち出す。高く掲かかげ、下部から生えた紐ひもを引っ張ると──パン、と炸さく裂れつ音おんがした。

「…………!?」

　鳴り響ひびいた音に、エルバ達は身構える。

　が──何の変化も起きない。

「……なんだ、今のは」

「最後の戦いの始まりを告げるラッパの音ですよ」

　エルバの問いにルシアンが答えた時──

「……ん」

　地面が揺ゆれるのを、エルバは感じた。こんな地中でも地じ震しんが来れば揺れるのか──などと考えている内に、震動はどんどん大きくなっていく。

「これは……おかしいぞ……!?」

　危険を感じたミカルが、腰こしを落として地に手をついた。

　地面の揺れ方が、普ふ通つうの地震とはどこかしら違ちがう。

　ほどなくして、エルバは違い和わ感かんの正体を悟さとった。通常の地震は縦か横に揺れる。

　だが今、地面はまるで円を描えがくように揺れていた。

「貴様らのやったことか、ルシアン……！」

　投げかけられたマモルの問いに答えるより早く──ルシアン達が、沈しずみ始めた。

「決けつ闘とうに応じて頂けないのなら、僕達は一いつ旦たん引き下がりますよ……」

　契約者と魔神の立ち位置が長方形に切り取られ、大きな穴となっていた。床ゆかは音もなく下降していく──舞ぶ台たいの奈な落らくのように。

「逃にがすかよ──」

　マモルが飛び出し、ルシアンらを追おうとする。

　けれどもそれより早く、階段のへりの部分から、劇場を覆おおう蓋ふたのようなものがせり出し始めた。降りる道を塞ふさがれては、追いようがない。

「……あなた方をこの空間に閉じこめられたら最高だったんですけどね！　仕方ありません、瓦が礫れきの下した敷じきになって下さいね！」

　最後にそう言い残して、ルシアンの姿は完全に消える。直後蓋が閉とざされ、円形劇場そのものが見えなくなってしまった。

「瓦礫の下敷き……!?」

　揺れる地面に翻ほん弄ろうされながら、エルバはルシアンの言葉の意味を考える。

　すると──

　再び、炸裂音が響いた。

　今度は先さき程ほどのチャチなものではない。

　広場の周囲を囲うビル群の入口が、ほぼ同時に爆ばく発はつを起こしていた。

「ぬおおお!?」

　耳を聾ろうする凄すさまじい爆音と同時に、土つち煙けむり、飛礫つぶてが舞まい上がる。

　爆発は、ビルの根本を豪ごう快かいにえぐったようだ。地面の揺れに伴ともなって、ビルの高層部がぐらんぐらんと揺れ始める。

「ちょ……なんじゃあの揺れは！　あり得んじゃろ！」

　空を見上げて、ミカルが叫さけぶ。

　地上の埃ほこりに包まれてはいたが、揺れ動くビルの影かげははっきりと見通せた。

　言う通り、あり得ない揺れだった。

　ほどなくして、ビルは豪快に傾かたむいて、沈み始めた。

　はっきり言えることは一つ──この場に留とどまっていれば、瓦礫の下敷きとなる。ルシアンの言う通り。

「逃げろ！　逃げるんだ……！」

　誰だれともなく叫び、全員がバタバタと逃げ始める。この状況にあっては整然とした退たい却きやくなど望むべくもなく、一同はバラバラになるよりなかった。







　揺れは、地上にも届いていた。

「おっと……？」

　揺れを感じて、テッキは車くるま椅い子すにしがみつく。

「大だい丈じよう夫ぶでありますか」

　別の仕事をしていたデイジーが慌あわてて飛んできて、車椅子を両手で固定した。

「これは……強いですね」

　ラウンジでのんびりしていたランコとバーミッサは腰を浮うかして、経過を見守る。

　揺れは小さくはなかったが、しかし地下でのそれよりは弱かった。ラウンジの椅子、テーブルは揺れに従って右へ左へと滑すべったが、転てん倒とうまでには至らない。

　一分強続いた後、地震は収まっていった。

　揺れが収まった後も、テッキはすぐには緊きん張ちようを解かなかった。

「こう……身体からだの自由が利きかない時に揺られると、かなり怖こわいですね……」

　安全確かく認にんに揺れていたのと同じくらいの時間をかけてから、やっと車椅子にしがみついていた手を離はなす。

「そういえばこの建物、築二百年くらいしてるんだよね。耐たい震しんとか大丈夫なのか」

　バーミッサが、テッキに問う。

　テッキはしばらく考え込んだ後、一言で答えた。

「……さあ？」

「今の揺れより、その一言が怖いです」

　ランコが身を震ふるわせた。

「きっと大丈夫ですよ」テッキは笑え顔がおを取り繕つくろった。「二百年間、倒とう壊かいすることなく残り続けているということは、十分な耐震強度があるという証明に違いありませんよ」

「なんで不自然なまでに明るく言うんだ」

　バーミッサはむしろ警けい戒かいの度を強めた。

「形あるものはいつか滅ほろびる。二百年もったからといって、二百一年目ももつとは限らないよ」

「そうかもしれませんけどね」テッキは自分の頰ほおを撫なでる。「耐震補強できるお金があったら、こんな苦労はしていないって話ですよ」

「結局たどり着くのはお金の話ですか。世せ知ち辛がらいですねえ」

　しみじみと呟つぶやくランコ。

「金で命を買えることもある、というのが現実でありますよ」

　デイジーは苦笑いを浮かべた。







「これでよし……と」

　コンソールパネルを操作し、ブラナは揺れを収めた。

　地震の正体は、移民船の浮ふ上じよう機能の試運転による震動だった。

　もちろん、いきなりすぐに船を空に向かわせるつもりはない。移民船上部に乗っかるブルティエールという都市そのものの重さが、移民船の出力に対してどれほどの負担となるか、見み極きわめながら動かしてやる必要がある。

　だが少なくとも、一つの事実は判明した。

　操船室からの命令に応こたえ、移民船は動いた。

　操縦系統が、ちゃんと生きているのだ。

「これならば、再び空に浮かばせることも夢ではなさそうだ」

　だが、本格的に移民船を動かすのは、後の話だ。その前に、反乱者どもを始末しなければならない。

「残念だが、問題は然しかるべき順番で片づけなければならない。一いつ旦たん、上に戻もどるか……」

　さらにパネルを操作して、操船室そのものをスリープモードにする。計器類から光が消え、室内の照明も薄うす暗ぐらい、穏おだやかなものとなった。

「続きはまた後で、だ」

　ブラナは部屋後方の扉とびらを開けて、外に出て行った。







「……生きているかね、カエデ……」

　クラヴリーの問いかけに、カエデは咳せき込みながら答えた。

「粉ふん塵じんが肺に詰つまって、窒ちつ息そくしそうだ……」

　舞まい上がった粉塵は、まだまだおさまる気配を見せない。だがその向こう側には、ビル倒壊の惨さん禍かがありありと見える。

　つい先さき程ほどまで整然としていた景色は、「混こん沌とん」という言葉を形にしたかのような変容を見せていた。

　高所から崩ほう落らくしてきたビルは、半ばその形を留とどめていた。まるで地面から斜ななめに生え伸のびているかのような姿と化している。

　一方で、直じかに地面と激げき突とつした面は、完全に崩ほう壊かいし、内部構造──鉄筋や、内装のための材質など──が瓦が礫れきの山を形作っている。

　まるで、内臓をはみ出させて伏ふせている死体のようだった。

　少し奇き妙みようなのは、瓦礫のうちに少なからぬ倒木、たった今へし折られたばかりという生木の倒木が多く含ふくまれていることだ。街路樹を巻き込んだ、と考えるにはあまりに多すぎる。もとより、ビルの内側で森が育てられていたらしい。

　そんな光景が、広場全すべてを覆おおっている。無む惨ざんな倒木と瓦礫の山はあまりにも大きく、高く、クラヴリーの目の高さでは向こうを見通すことはできない。

「ものの見事に、バラバラになってしまったな」

　クラヴリーは苦い顔を見せる。

「こうしてカエデと離はなれずにいられたのは、僥ぎよう倖こうだったようだ」

「五体満足で逃にげ出せたのも、幸運だ」

　周囲を見み渡わたしながら、カエデは付け加えた。

「他ほかの連中は、どうなってしまったんだ？」

「うまく逃げられたことを祈いのるしかないよ。我々に、この瓦礫を片づける手段などない──」

　答えている最中、クラヴリーは身体からだをひねった。瓦礫の向こうに視線を通そうとして。

「どうした」

「いや……あそこに人ひと影かげが見えたような……」

　呟きながら、クラヴリーはふらふらと進み出す。

「行ってみよう」

　カエデもその背中を追いかける。

　瓦礫の山を、足あし下もとを確かく認にんしながら進んでいくと──ほどなくして、人影の正体が知れた。

「……クラヴリー……」

　虚こ空くうの魔ま神じん、ミナが、瓦礫のそばにしゃがみ込んでいた。

「やあ、ミナか──」

　再会を喜ぶクラヴリーの言葉は、すぐに途と切ぎれる。

　ミナの膝ひざ元もとに、ベイセルがいたからだ──下半身を瓦礫に埋うもれさせ、かろうじて頭を出しているベイセルが。

「ちょ……大だい丈じよう夫ぶか!?」

　カエデが飛び出し、瓦礫の除去を試みる。しかし──瓦礫は複雑に絡からみ合ってベイセルにのしかかっていた。持ち上げるには、あまりに重い。

「必要ない……」

　ベイセルの声には、死の気配が重くのしかかっていた。苦く悶もんの表情を浮うかべる顔は、既すでに土気色だ。

「もう、下半身の感覚がないようだ……」

「……なんということだ」

　もはや、処置のしようがない。クラヴリーには、嘆なげくことしかできなかった。

「最さい期ごに君と会えたのはラッキーだった……」

　それでも、ベイセルは何事かを伝えようとする。

　クラヴリーは耳を寄せた。

「私の目の中の円盤レンズを、持って行け……」

　ベイセルはそうささやいた。

「ミナを、連れていくんだ……」

　わずかに身を引き、クラヴリーはベイセルと、ミナを見やる。

　ベイセルもミナも、クラヴリーに頷うなずき返した。

「ミナと、再契けい約やくしろ──と？」

「できるはずだ」ベイセルは言う。「もう、魔神達は自分の意志を持ったのだ。契約者となるために、魔王に選ばれる必要は……ない」

　自由に動かせる右みぎ腕うでで、ベイセルは自分の目の中から虚空の円盤を取りだした。一時的に、ミナの姿は消しよう滅めつする。

「……わかりました」

　クラヴリーは円盤を受け取ってすぐに目にはめ、

「召喚コンタクト」

　宣言を行った。応じて、ミナの姿が復活する。

「……結構」

　最期の息を吐はきながら、ベイセルはニヤリと笑った。

「今の地じ震しんは、おそらくブラナが移民船を動かそうとしたんだ……時間がない、行け。私のことは放ほうっておけ」

「それは、しかし……」

　ベイセルを放っていくのは、さすがにためらわれた。クラヴリーもカエデも、言い淀よどむ。

「いいんだ。これは罰ばつだろうよ……魔王の甘かん言げんに乗った愚おろか者ものに対する、な。こうやってゆっくり死んでいくのが、愚か者にはふさわしい……フフ」

　わずかに口元を吊つり上げ、ベイセルは笑った。

「百年前、あれだけ死ぬことを恐おそれていたというのに……いざ直面してみると、不思議と悔くいはないものだ」

「…………」

　どう答えたものか、クラヴリーは迷っていたが──

「『それはあんたが長生きしすぎたからだ』っていうツッコミ待ちなんだがね」

「え？　ああ……はあ」

　クラヴリーもカエデも、思わず吹ふきだしてしまった。

　死を直前にして、ベイセルの意思ははっきりとしていた。自分の死と向き合おうとする、強きよう靭じんな精神を、クラヴリーはベイセルの瞳ひとみの中に見み出いだした。

　ならば──その意向を、無む下げにはできない。

　クラヴリーは立ち上がった。

「……ことが済んだら、必ず地上に連れて帰りますよ」

「頼たのむ。このような薄うす暗ぐらい場所で永遠の眠ねむりをむさぼるのは、少々気分が悪い……」

　ベイセルの言葉が途切れる。

　改めてミナがベイセルのもとにひざまずくと──ベイセルの頰ほおに手を当てたのだ。

「ミナ……？」

　ベイセルが見上げたミナの顔は、相変わらず無表情だった。だが──

「──そうか。悼いたむ心も、人格のうち……。最期にいいものが見られた……」

　表情をゆるめて、ベイセルは目を閉じた。そして、そのまま動かなくなる。

　わずかな間、黙もく禱とうした後──
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「行こうか、ミナ」

　クラヴリーはミナを促うながした。

　少しの間名残なごり惜おしげにしていたが、ミナは言葉に従い、立ち上がった。







　青い光が激げき突とつして──派手に瓦が礫れきが爆ばく発はつする。

「あーもう、面めん倒どうさねえ！　邪じや魔ま邪魔！」

　青い光を放つ大たい砲ほうを抱かかえているのは、獄ごく炎えんの魔ま神じんネア・ネアだ。

「強ごう引いんにやりすぎるなよ。そっちはいいだろうが、俺が怪け我がをする」

　その後背についているグレン・ダールが苦言を呈ていする。彼は剣けんを鞘さやに入れたまま持ち、飛んでくる瓦礫のかけらを右へ左へはじき飛ばしていた。

「こんな程度で怪我するタマかよ。あんたの腕を信じてるから、ネアさんはこういう風にやってんの！」

　なんら自省する様子も見せず、ネアは眼前の瓦礫掃そう除じを続けていく。

　グレン・ダールとネアは、どうにか瓦礫の下した敷じきから逃のがれることができた。だが、封ふう印いんの間から離はなれるように逃にげたため、眼前のルートを塞ふさがれるという憂うき目めを見た。

　瓦礫の山は、歩いて越こえるには高すぎる。迂う回かいすべきか、それともネアの力で瓦礫を薙なぎ払はらい進むか──グレン・ダールは二つの選せん択たく肢しを天てん秤びんにかけようとしたのだが、それより先にネアが掃そう討とうを始めてしまった。

「あんたのために仕事してやってんだ、ちったぁ感謝してほしいねえェ！」

　ネアの働きように、グレン・ダールは苦く笑しようするしかなかった。

　大きな塊かたまりをネアの炎ほのおが粉ふん砕さいすると、瓦礫の山が大おお幅はばに崩ほう落らくして、やっと越えられそうな程度の高さになった。二次的崩落が起きないことを確かく認にんしてから、グレン・ダールは歩を進める。

「一言くらい、感謝の言葉をくれてもいいと思うけど？」

　大砲型の塵器ストライカーを引っ込めて、ネアは黒衣の男のあとについていく。

「……助かった」

　短く言って、グレン・ダールは瓦礫を越える。

　その先には、道が延のびていた。先さき程ほどまで歩いていた広い道ではないが、中心部分に向かって延びているのは間ま違ちがいない。

「これで、進めるか──」

　わずかな安あん堵どを覚えた、その時。

「…………？」

　何か、動くものがグレン・ダールの視界の隅すみをかすめる。

　ひらりと舞まうように飛ぶのは──蝶ちよう。

　生命の気配一つ感じられない死の街の中にあって、あまりに異質な存在。

「どうするよ」

　ネアがうかがいを立てる。

「年とし甲が斐いもなく、ちょうちょを追いかけてみる？」

「……逃げても、逆に俺達が追いかけられるだけだろう」

　そう答えて、グレン・ダールは蝶に近づいていく。

　まるでグレン・ダール達を待っていたかのように、蝶は動き始めた。横手の道に、するりと滑すべり込む。

　グレン・ダールとネアは、警けい戒かいしながら蝶を追う。

　細い道の奥は、別の広場へとつながっているようだった。蝶はその広場へと向かっていく。建物の間にかいま見える空間には、さらに別の蝶が舞っていた。それも、二匹ひき三匹びきと。

「やっぱり、逃げるわけにはいかないようだな──」

　呟つぶやきながら、グレン・ダールは路地を出る。

　細長い空間だった。幅は通ってきた道の約三倍程度だが、左右の高層建築の圧あつ迫ぱく感かんのせいか、実際以上に狭せまい場所に感じられる。

　その空間に、何匹もの蝶が舞っていた。そして、その渦か中ちゆうにいるのは──

「さっきのアレで死ななかったのか。残念だねー」

　ジーニー・セブンデイ・ルンホルムと、

「逃げ足が速いというのは……得よネ」

　幻げん影えいの魔神ベル・ベムだった。

「おまえらが、まともな勝負をするとは思っていなかったからな」

　ゆっくりと、グレン・ダールは腰こしの剣を抜ぬいた。

「おやおや、こいつは懐なつかしい顔だねえ！」

　ネアも腰のサーベルを抜いて、構える。

　九度目の八眼デイアボリツク争覇パーテイでは、顔を合わせなかった魔神同士だが──ベルの力の危険性は、グレン・ダールもネアも十分に知ち悉しつしている。

「ベルベルゥゥゥ」

　ネアが、ベルに呼びかける。

「あんた、ブラナに従う気なの？　少しでもものを考える頭があったら、ネアさん達がブラナに従う義務なんてない、ってわかると思うけどねェ！」

「そうカシラ？」

　ベルは首を傾かしげた。

「私達は、ブラナとともにあるべき存在よ？　むしろ私は、ブラナに勝てると思っちゃうアナタ達の方が哀あわれだワ」

「勝てるかどうかは、やってみなけりゃわからないよ」

　ひょいひょいとネアはサーベルを振ふり始める。

「ネアさん達の邪じや魔まをするってんなら、この場で灰になってもらう。覚かく悟ごはいい？」

「覚悟を決めるのは、あなた方の方だと思うワヨ？」

　ベルが頭をもたげる。

　舞っていた蝶達が紫むらさき色いろの光を放った。周囲の塵ちりが、その光の中に吸い込まれていき──蝶はその輪りん郭かくを失って、巨きよ大だい化する。

　幻影の能力逆流スピンオフ──円盤レンズ無しに悪魔を召しよう喚かんする力を、ベルとセブンデイが同時に使用しているのだ。

　ほどなくして、狭い空間は悪魔の群れで満たされた。キマイラ、ケルベロス、デュラハン、サンダーランドアヌビスモドキ、レッドワーライオン……高段に属する悪魔が、所狭しと詰つめている。その数は二十を超こえるか超えないか──

「この子達を、全部相手にできるかなー？」

　さも愉ゆ快かいそうに、セブンデイが挑ちよう発はつする。

「僕だったら、泣いて謝って許しを乞こうけどねー」

「泣いて許しを乞う……？」

　にぃ、とグレン・ダールは逆に笑った。

「面おも白しろい、その言葉。……今からおまえを、泣いて謝らせてやる」

「へえ。でっきるかなー？……やっちゃって、我がしもべ諸君！」

　セブンデイが大きく手を振ると、悪魔達は一いつ斉せいにグレン・ダールのもとへと押し寄せる。

　だが、慌あわてず騒さわがずに、ネアは塵器ストライカー──大たい砲ほうを顕けん現げんさせて、

「ぶっ飛びなあ──ッ!!」

　砲口から青いビームをぶっ放した。

　いや、光線を放ったというより、砲口が爆ばく発はつしたかのようだった。青い光が爆風のように飛び散って、押し寄せる悪魔達を片かたっ端ぱしからなめ尽つくす。直ちよく撃げきを受けた悪魔達は、青い炎ほのおに包まれた。四し肢しをバラバラにされて、派手に吹ふき飛ぶ。

　一撃で、ベル達が揃そろえた悪魔の半分は壊かい滅めつした──かに思われたが。

「ム……」

　地面に叩たたきつけられた悪魔の手足、胴どう、首は──固形のまま、姿を留とどめていた。普ふ通つう、切り飛ばされた虚きよ体たいはすぐに塵に還かえるものだが──

　それら、悪魔の破は片へんが、もぞもぞと動き始める。

　四つ五つの山に再集合すると──パーツは、無む秩ちつ序じよな合体を開始した。

「これは……!?」

　みるみるうちにできあがったのは、五体の奇き怪かい極きわまりないケダモノの姿。手、足、胴、頭が無原則にくっついたその姿は、外見の醜しゆう怪かいさで有名な悪魔ヘカトンケイルの、十倍はおぞましい。

「なんなのよ、こいつらは。さすがのネアさんも引くんだけど」

　あまりの姿に気け圧おされて、ネアは一歩退いた。

「フフ……こいつも、僕の研究の産物さ」

　セブンデイは、自分の目を横からつついた。

「幻げん影えいの鬼き神しんの試作品を、発動している。……作ってみたはいいものの、あまりに見た目が不気味なんで、放置していたものさ。こんなの見てたら、食事も喉のどを通らなくなるもの。でも、背に腹は代えられないよねー？」

「飯が食えなくなる、という点には同意する」

　と答えつつ、グレン・ダールは剣けんを握にぎり直す。十体の悪魔が五体の悪魔に再編成されたのだ、一体一体が単純にでかい。それに不気味すぎるその姿から、いかなる攻こう撃げきを繰くり出してくるのかも不明だ。

「はい、もう一回攻撃開始だよ、パッチワーカー！」

　パッチワーカーと呼ばれた悪魔達は、セブンデイの号令の下もと、再びグレン・ダール達に襲おそいかかる。

「何度来ようが、ネアさんの餌え食じきだよ！」

　大砲を構えて、ネアは再び青い光を炸さく裂れつさせる。

　青い炎が、パッチワーカーを焼き払はらい、手足を吹き飛ばす。だが、バラバラになった身体からだのパーツは空中で結合を行い、再着地する頃にはまたもや新しい身体を手に入れていた。新生したパッチワーカーは、他の悪魔とともに、もう一度グレン・ダールに襲いかかる。

「これは……さすがに簡単ではないか……！」

　剣を掲かかげて、グレン・ダールは応戦を開始する。が、その顔には既すでに、冷ひや汗あせが一ひと滴しずく滑すべり落ち、長い線を描えがいていた。







　瓦が礫れきの隙すき間まから、緑色の形を持たない物体が、ぬるりと滑すべり出て、地面にしたたり落ちる。

「やれやれ……少なくともこの近くには、瓦礫の下した敷じきになった者はおらぬようじゃな」

　不定形物が、声を漏もらす。と、それは姿を変え、人の形となっていき──しまいには、ボルを身体に巻き付けたミカルとなる。

「誰だれもいやせんでしたか」

　と言ったのは、すぐそばで待機していたリデルである。

　瓦礫の倒とう壊かいから逃のがれきった時、いつの間にやらただ二人だけになっていると気づいたミカルは、無形の魔ま神じんの能力逆流スピンオフを使用した。自分の身体を形を持たぬ軟なん体たいと化して瓦礫の内側に滑り込ませ、行ける範はん囲いで捜してみたのである。

「ここいらには、な」ミカルは答えた。「全員いずこかに逃にげ切った──と思いたいところじゃが、はてさて」

　倒壊による瓦礫は、広範囲に見通しを塞ふさいでいた。どこまで瓦礫の山が続いているのか、見当もつかない。

　周囲に呼びかけて生き残りを捜すべきか、ともミカルは思ったが──

「いや……しかし、さっさと封ふう印いんの間へ向かうべきかな？」

　とも、迷った。

　瓦礫の反対側を見やれば、大きな道路の続きが中心部へと延びており、その先には天てん井じようと柱でつながったドーム状の建物が見える。まっすぐ進んで、ドーム近辺で合流を試みる、というのも一つの手である。

「俺はそれに賛成だぜ」

　ミカルの胸に張り付いたまま、ボルが提言した。

「この辺をあてなく歩くよりは、さっさとゴール地点に行っちまった方が手っ取り早いって」

「ボルもそう思うか。ならばそうすべきじゃよな」

　ミカルは確かく認にんの言葉をリデルに投げたが、

「……いや、すぐには行けそうもありませんぜ」

　リデルは首を横に振ふって答え、顎あごで道の向こう側を示した。

　道は、無人ではなかった。

　二つの人ひと影かげが、ミカル達を目指してまっすぐに向かってくる。

「あれは……」

　ミカルは目を細める。

　一人は、一見したところ、冴さえない中年男性。

　もう一人は、顔の上半分を布で覆おおって隠かくした紳しん士し。

　アンテノラと、アギ・アダだ。

「やあ……下した敷じきにならずに、済んだのかね」

　十メートルほどの距きよ離りを開けて足を止めると、アンテノラはそう挨あい拶さつした。

「おかげさまでのう」

　歯をむき出しにして、ミカルは言い返す。

「簡単には思い通りにはいかせんよ。わしらの思おも惑わくも思い通りにはいかなかったんじゃ、同じ悔くやしさくらいは味わってもらおうか」

「思惑……？」

　少し考えるアンテノラ。

「死者の辻つじで魔王封ふうじを行おうとしたことではありませんかな」

　アギに指し摘てきされて、アンテノラは「ああ」と得心の声を上げた。

「……あれは残念だったね。私も結晶クリスタル連鎖法チエインのことは知っていたんだ……エルバ君から写本をいただいたので」

　言いつつ、目の下を撫なでる。今も結晶連鎖法の円盤レンズを目に入れている、という主張だ。

「ここで結晶連鎖法を発動しても無む駄だじゃぞ？　わしもベイセルから預かっておるでな」

　対たい抗こうして、ミカルも自分の目の横をつつく。

「ほう？……それは、好都合かもしれないな」

「というと」

「前に言ってあったはずだ。是ぜ非ひともチキュウ空手のお相手をしたい、と」

　アンテノラは、上着を脱ぬぎだした。ジャケットを、シャツを捨てて、裸はだかの上半身を露ろ出しゆつする。

　現れたのは、逞たくましい筋肉だった。肉のふくらみによって生まれた凹おう凸とつが、天てん井じようからの光を受けて影を生み出し、それがより身体からだを立派に見せている。体格はリデルより一回り小さいので、さすがに迫はく力りよくはやや欠けるが、それでもその皮ひ膚ふの下には鍛きたえられた力が潜ひそんでいるであろうことを想像させる。

「これは……意外な」

　ミカルは目を瞠みはった。このような立派な体つきをしているとは、思ってもみなかった。

「こう見えても、着やせするタイプでね」

　ニコリともせずに、アンテノラは言った。

「私の格かく闘とう術は我流だ。様々な流派のいいとこどりをした、節操のない格闘術ではある。だが、私はこれで八眼デイアボリツク争覇パーテイを勝ち抜ぬいたし、それ以降も研けん鑽さんを積み重ねてきた。裏社会という、命のやりとりが野菜市場のように行われている場所でね」

　両りよう腕うでを軽く掲げて、腰こしを落とす。

「ははあ……どうやら、口先だけじゃなさそうですぜ」

　アンテノラの構えにリデルは警けい戒かい感かんを抱いだき、ミカルに忠言する。

「言われるまでもないわ」

　ミカルはアンテノラの隙すきを見み出いだそうとした──が、見えない。どう仕し掛かけても、返し技わざを叩たたき込まれるような気がしてならない。なるほど、その両りよう拳こぶしは存分に場数を踏ふんでいるようだ。

　だが、こちらから仕掛けるばかりが戦いではない。チキュウ空手の真しん髄ずいは受け、返し、攻せめるという切り返しにある。隙がないというのなら、作ってやればいいだけのこと。

「一対一での決けつ闘とうを申し込みたい」

　アンテノラはミカルに宣言し、

「おまえには、立会人の役をやってもらう」

　アギにはそう言って下がらせる。

「あなたの命令ならばイヤとは言いませんが……よろしいのですかな」

　アギに問い返されて、アンテノラは頷うなずく。

「決闘とは尊いものだ。何なん人ぴとにも割り込ませるわけにはいかん……たとえ、おまえでもな」

　納なつ得とくして、アギは引き下がった。

「よかろ」

　答えて、ミカルは前に進み出た。

「強者と戦うこと、これに勝まさる喜びはなし。命のやりとりとあらば、なおさらじゃ」

　胸の前で指を組み、手首をこねまわしながら、首を後方にひねる。

「よいか、リデル。万が一、わしが倒たおれるようなことがあれば、無形の円盤と結晶連鎖法の円盤を持って封ふう印いんの間へ行け」

「なんですって……」

　色めき立つリデルに、ミカルは笑え顔がおを見せる。

「なに、万が一の話じゃ。このわしが格闘で負けることなど、あるものか」

　そして、身体に張り付いているボルを引きはがす。

「おいおい、マジで一人でやるのかよ」

　ボルはそう言ったが、ミカルの決意は固かった。

「向こうが一対一での戦いを望んでいる。受けて立たねば、男がすたるというものじゃろ。今のわしは女じゃが」

「私としては構わないがね──無形の魔ま神じんを張り付けるくらい」

　意外にも、アンテノラは寛かん容ようさを示した。

「剛ごう力りきの魔神と契けい約やくしている以上、私には怪かい力りきを発揮できるという能力逆流スピンオフがつきまとう。これを絶対に使わない、などとは約束できない。だから君にはハンデが与あたえられるべきだ」

「ハ！」

　申し出を、しかしミカルは一いつ蹴しゆうした。

「おぬしはチキュウ空手のなんたるかをまったく分かっておらぬようじゃの」

　ボルをリデルに放ほうり投げた後、ミカルは構えた。両腕を斜ななめ下四十五度に伸のばす、天動説の構えだ。

「チキュウ空手に腕わん力りよくは必要ない。むしろ、相手に腕力があった方が、よりやりやすいというもの。……ボル！」

　アンテノラに視線を釘くぎづけにしたまま、ミカルは叫さけぶ。

「いざという時、アギが割り込んでこないよう、監かん視ししておれ。リデルもな」

「へいへい、任せてもらいやしょ」

　片手にボルをぶら下げて、リデルは横に移動した。ミカルのもとを離はなれ、アギのそばに立つ。

「それはこちらの台詞せりふですよ」

　アギもアンテノラから距きよ離りを置き、ややリデルの側に寄る。

　かくして、リングは整った。

「さあ、来てみよ」

　ミカルはちょいちょいと指先を動かし、アンテノラを挑ちよう発はつする。

「どのような手で来ようが、投げ飛ばしてくれるわ」

「フフ……ならば、私はあなたの自負をへし折って差し上げようか……」

　機を窺うかがっていたアンテノラは──一いつ瞬しゆん身を沈しずめた後、地を蹴けってミカルに襲おそいかかった。







「どこじゃ……どこにおるのじゃろうな？」

　マロは、はぐれた連れ一同の姿を、高みから捜さがし出そうとしていた。

　マロの足あし下もとには、鳥型の悪魔カラドリウス。マモルが召しよう喚かんした悪魔の背に乗り、マロは空を飛んでいる。

「なかなか厄やつ介かいだな……」

　カラドリウスの中のマモルが、呟つぶやいて苛いら立だちを表した。

　倒とう壊かいするビル群からどうにか逃にげ延びることができたマモルとマロだったが、気がついた時には他の面々の姿は消えていた。

　単身で封印の間に向かっても、意味はない。メンバーと合流する必要がある──だがどうやって？　と考えた時、マモルはカラドリウスの円盤レンズを携けい帯たいしていることを思い出した。

　マロを背に乗せて、上空から仲間を捜すことにした。だが、背の高い建築物群は、予想以上の障害となった。ビルは壁かべとなって視界を遮さえぎり、半はん端ぱな高度では道の前方後方しか見ることができない。

　ビルの頭を越こえよう、と高度を上げてみると、今度は地上から離れすぎて、人ひと影かげを見み出いだすこと自体が難しい。この空間特有の暗い照明も、邪じや魔まをする。

「見つからないか、マロ？」

「いやはや、こいつはマロの眼力でも難しいでおじゃるな」

　マロの目は口の中、長い舌に埋うもれるような形で存在する。舌を前後左右に思い切り伸ばす姿はかなり不気味だ。が、今は格好にこだわっている場合ではない。

「マモルこそ、何も見えないでおじゃるか？」

「ああ……カラドリウスは鳥目だからな。こんな明るさでは、ビルに当たらないように飛ぶのが精せい一いつ杯ぱいだ」

「役に立たんでおじゃるな。何故なぜ夜目の利きく鳥型悪魔を用意せなんだ」

「それを言われると、言い訳のしようもない」

　地下迷めい宮きゆうに向かうにあたって、夜目の利く悪魔を用意してはいた。だがそれはオウルヘッド、二足で地を歩く人型悪魔である。空を飛ぶことまでを、想定してはいなかった。

「だが、今いま更さら言ってもしょうがないだろう」

「……そうさな。ふうむ、はてさて……他の面々も生きておるなら、マロどもと同じく空を飛んでの人捜しをしていても良さそうなのだが……」

　と、マロが文句を言っていると──

「……今、前を何かが横切らなかったか」

　マモルの目が、何かを捉とらえた。

「ム？」

　素す早ばやくマロは舌を動かし、周囲を見み渡わたす。

「さて？　高度を上げてみたらどうでおじゃるか」

「そうしよう」

　カラドリウスは翼つばさをはためかせて頭をもたげ、上じよう昇しようする。

　ビルの屋上を越え、一気に視界が開ける。すると──

「あ！　おーい！」

　声が飛んできた。

　視線を向けると──飛んでいるのは、もう一羽のカラドリウス。

　その背には、氷ひよう結けつの魔神の姿があった。

「ルナにエルバでおじゃるか！」

　マロが大きく手を振ふって、応える。

「今からそっち行くよ～！」

　ルナも手を振り返した。直後、その足下のカラドリウスが身体からだを大きく傾かたむけて旋せん回かいし、ビルとビルの間に滑すべり込む。

「……やれやれ、生き残ったのは俺達だけ、なんて最悪の事態は免まぬかれたようだな」

　ほっとして、マモルは安あん堵どの言葉を口にする。

「ふうむ。ま、ベイセルとミカルに合流できぬ限り、苦しくはあるがな……」

　その二人が──正確には、その二人が持つ円盤が──揃そろわない限り、魔王封ふう印いんの目もく論ろ見みを達成することはできない。

「二人を早く見つけなければな……」

　マロの言葉にそう応じた後、マモルは首を左右に振った。

「それにしてもエルバの奴やつ、直接上がってくればいいものを」

　地上にいた時には気づかなかったが、上空では思ったよりも強い風が吹ふいていた。普ふ通つうの風ではない──高層ビルの間には妙みような気流があり、油断すると身体そのものが流されそうになる。

「大きな流れに逆らいたい年頃なんでおじゃろ」

　マロが舌を口の中に引っ込めた、その時。

　ルナを乗せたカラドリウスが、真下からマモルの眼前に、いきなりせり上がってきた。

「!?」

　真っ正面から向き合う形になった。衝しよう突とつコースだ──けれども、突とつ然ぜんのことにマモルは進路を変えることさえできない。

　一方、向こうのカラドリウスは急激に沈しずみ、マモルのすぐ直下を抜ぬけていく。

　そして、すれ違ちがいざま。

「──はァァァッ!!」

　ルナがサーベルを閃ひらめかせ──

　がら空きだったマモルの胴どう部分を、斬きりつけた。

「なァ……ッ!?」

　完全な、不意打ちだった。

　マモルは体勢を崩くずし、危あやうくマロを振り落としかける──が、なんとか制せい御ぎよを保った。すぐそばのビルの屋上に緊きん急きゆう着陸して、カラドリウスの虚きよ体たいを解放する。

「ぬぐ……ッ!!」

　思わず、マモルはその場に膝ひざをついた。胸部から腹部へと、逆流バツクワードの痛みが走る。外傷はないけれども、感覚はサーベルで斬られた痛みそのものだ。

「な……どうした、マモル!?」

　契けい約やく者の異変に、マロは泡あわを食った。マロの位置からは、斬撃は見えなかったのである。

「俺としたことが……してやられた……」

　マモルの苦い表情は、痛みを耐たえるというよりは、自分の愚おろかさを責めるもの。

　ルナを乗せたカラドリウスは空中で大きく旋回し、マモルを追って屋上に着地する。

　カラドリウスの虚体が解放される。中から出てきたのは──

「……油断大敵ですよ、マモル・デュバリエ」

　ルシアンだった。

「これは……！」

　遅おくれて、マロも事の次し第だいを理解する。ルナを見やると──

　ルナの姿は既すでにない。代わりに立っているのは、一つ目の仮面を被かぶった黒マントの人ひと影かげ。

　闇やみ照てらしの魔ま神じん、ヤミ・ヤタだ。

　ヤミがルナに化けていたのだ。

「フン……！」

　マモルは立ち上がり、敵意を露あらわにする。

「さすがやることがセコい、パラドール……！」

「マメだ、と言って欲しいですね」

　一方で、ルシアンは余よ裕ゆうの態度を崩さない。

「僕がこれまで政界で生き残ってこられたのは、このマメさのおかげですよ。危険の種は早期に見つけて、問題が顕けん在ざい化する前につみ取る──」

　そして、笑いを隠かくせないとでも言いたげに、軽く固めた拳こぶしで口元を隠す。

「僕が西部内乱をどうにか鎮しずめることができたのも、この美徳があったが故ゆえです」

「…………ッ！」

　無言で、マモルは鞭むちを取りだした。自身が八眼デイアボリツク争覇パーテイに参加していた時から使っている、得物である。

「貴様のせいで、あまりにも多くの人間が無益に死んでいった……！」

「その言われようは心外ですね」

　ルシアンは両手を広げ、首を横に振ふる。

「『西部を連れん邦ぽうから独立させたい』──そんな無茶な願いを魔王に託たくしたのは、どこの誰だれです」

「おまえの容よう喙かいさえなければ、ことは平和に進められるはずだった！」

「そうはいきませんよ。僕には、総そう督とくとしての義務があるのですから。主権国家はこの星の上にただ一つあればいいんです。二つの頭を持つ蛇へびは、お互たがいに前進しようとして、結局どこにもいけなくなる。そんな事態は避さけなきゃならない──無む駄だな騒そう乱らんの種ですよ」

「独立戦争も立派な騒乱だったろう！」

「その通り。でも、騒乱はただの一年で済みました。西部の独立を認めるというのは、今後百年に騒乱の種をまくようなものです。最小限の被ひ害がいで芽を刈かり取った僕の手しゆ腕わんを評価して欲しいくらいですよ」

「貴様……！」

　怒いかりのあまり、マモルは我知らず一歩を踏ふみ出した。

「落ち着け、マモル」

　マロがマモルをなだめにかかる。

「こいつが今いま更さら、考えを曲げるはずもなかろ」

「……まあな」

　ハッ、と短く息を吐はき出し、マモルは自分を落ち着ける。

「今更言い立てて、どうになるものでもない。……殺すより他ほかに、おまえという害悪の垂れ流しを止める方法はない」

「害悪垂れ流しとは、ひどい言われようだ」

　腰こしに下げていたサーベルを、ルシアンはすらりと抜ぬいた。

「君との因いん縁ねんも長いですね……。そろそろ、決着を着けてもいい頃ころかな」

　そして、切っ先をマモルに向ける。

「君にはここで、死んでもらいます」

「それは俺の台詞せりふだ……！」

　そう言い返して、マモルは床ゆかを蹴けった──身体からだを苛さいなむ逆流バツクワードに耐えながら。







「それにしてもなんなんだよ、ここは……」

　暗くら闇やみの中に、エルバはランタンを高く掲かかげる。

「なんなんだろうね、一体」

　浮うかび上がった光景を眺ながめながら、ルナは肩かたをすくめる。

「……真ま面じ目めに逃にげようとしなかった罰ばつか？」

　エルバは無傷だった──けれども、瓦が礫れきから逃のがれることができたとは言い難がたい。

　高層ビルが頭上を覆おおった時も、エルバは比ひ較かく的てき落ち着いていた。氷結の能力逆流スピンオフさえあれば、瓦礫がエルバを叩たたき潰つぶす寸前に、空中に固定することができる。この場で不ふ名めい誉よな死を遂とげることはない──という余裕があった。

　思おも惑わく通り、エルバは瓦礫を止めることには成功した。

　しかし、巨きよ大だいな塊かたまりが地を打ち、地面に穴を空けることまでは想定していなかった。地面に亀き裂れつが走ったかと思うと、あっという間に崩ほう壊かいし──その下の空くう洞どうがぱくりと口を開けた。

　想定外の事態に、自分を空中固定するということをエルバは怠おこたった。穴に吞のまれて、気がついたら真っ暗な空間に転落していたというわけである。

「多分、街のさらに下にある地下施し設せつなんだろうけどねえ」

　通路を歩きながら、ルナが推測を口にする。

　通路は、外周部の地下迷めい宮きゆう部分によく似ていた。人間が通行するために作られた人工物であることはあきらかで、それはすなわちどこかに出口が存在するということを意味する。地上──正確には地下街だが──に戻もどるための上り階段が、あるはずなのだ。

　おそらくはこちらが封ふう印いんの間の方向だろう、という勘かんに従って、エルバは地下通路を進む。

　やがて──通路の前方から、鈍にぶい光が届き始める。

「ありゃ……」

　不意に視界が開け──気がついたら、エルバとルナは広大な部屋の入口に立っていた。

　さして高くない天てん井じようは、地下街の天井のように淡あわい光を放っている。だが、照らされているにもかかわらず、部屋の奥までを見通すことはできない。あまりに広すぎて、どこが向こうの壁かべなのか見えないのだ。

「なんだい、この部屋……」

　ルナが目を丸くする。

　室内には、棺ひつぎを思わせるような長方形の箱が、規則的に並んでいた。隅すみ々ずみまでみっちりと並んでおり、その数は百や二百ではきかないようだ。

「霊れい園えん……じゃないよな」

　並んでいる箱の上部は透とう明めいだった。まさか死体が入っているんじゃ……と恐おそる恐おそるエルバは箱をのぞき込む。

　空っぽだった。

　人一人が楽に横たわれそうな設備だった。ともすればベッドの類たぐいかもしれない。

　蓋ふたを開けられるだろうか、と手をかけてみるが──まるで釘くぎ打うちでもされているかのように、びくともしない。

「謎なぞの施設だな」エルバは呟つぶやいた。「一体何のための部屋なんだ……？」

「……医い療りよう用ベッドだよ」

　いきなり、エルバの質問に答える声。その声の主は──

「……ブラナ!?」

　咄とつ嗟さにエルバとルナは背中を合わせ、戦せん闘とう態勢を取る。

「ハハッ」

　ブラナは短い笑い声を立てた──が、その姿はどこにも見えない。

「どこにいるんだよ、ブラナ！　ここでかくれんぼしようってのか！」

　右へ左へ、素す早ばやくエルバは視線をさまよわせる。室内は死角だらけだ──どの箱の陰かげに潜ひそんでいるともしれない。

「私は封印の間あたりにいるよ、エルバ」

　ブラナの声はそう答えた。

「こちらには、そっちの様子をモニタリングできる設備があるんでね……声だけをそちらに送っている」

「モニタリング……？」

　よくわからない単語だった。だが、察するに、ブラナは別の遠い場所からこっちを見ているということを言いたいらしい。

「質問にお答えしよう」ブラナは言った。「その部屋は、医療のための部屋だ。君達の先祖はかなり高度な医療技術を持っていたようだ──病人は全すべて、そのベッドの中に放ほうり込まれる。あとはそのベッドがなんだかんだと手を尽つくして、勝手に治してくれるってわけだ。個別に医者がつく必要はなく、ただ各ベッドが問題なく稼か働どうしていることを確かく認にんすればいいだけ……夢のような施設だね」

　改めて、エルバは箱──ベッドを見やる。側部には無数のボタンが配されたパネルのようなものがある。これをいじって、中の病人を治したりするのか──と想像してみるが、今ひとつピンとこない。

　ブラナの声は続く。

「私は時間をかけて、この施設の仕組みを把は握あくした。この部屋のベッドは病気治療用のものばかりだが、他の部屋には怪け我がの治療専門のベッドや、手術用のベッドもある。そして理解したのだよ──これらの施設と、私の知ち恵えとを駆く使しすれば、人に不老を与あたえることも可能だとね」

「……なに……」

　ブラナの言いたいことを察して、エルバは眉まゆを吊つり上げる。

「そう……そこは、八眼デイアボリツク争覇パーテイの勝者に不老処置を施ほどこすための場所さ。ついでに言うと、ミカルをあのような身体からだに作り替かえたのも、この場所があってのこと」

「そういうことかよ」エルバは感想を述べた。「あんたのことだから、魔ま法ほうの杖つえの一ひと振ふりで人を不老にするとか思っていたぜ」

「そんなことはないさ」とブラナ。「私には、そんな夢のような力はない。ただ、君達の先祖が生み出した科学技術を理解するだけの素養があったというだけだよ」

「一つ、質問」

　ルナは挙手した。

「不老を可能にする技術があったんなら、なんで第二移民団は自分達に不老処置を行わなかったのかな」

「もっともな質問だ。……技術的に可能なことと、現実的に可能なことは少々異なる。彼らの編み出した基き礎そ的な理論では、不老処置は非常に難しく、しかもコストがあまりにかかりすぎるものだったようだ。だから結局のところ、誰だれ一人ひとりとして処置を受けることはできなかった。だが、私はその理論を理解して、より容易に処置を行うための手法を編み出した。移民船内の残余資源でことを行う必要があるから、万ばん人にんに処置を施ほどこすわけにはいかないが、しかし既すでに七人以上の不老者を生んだという実績はある」

「そういうことか。……ベイセルがあんなに急に仕し掛かけなければ、俺もここに連れてこられて、不老を手にしていたってわけか」

　惜おしいことをした、とエルバはわずかに頭を落とす。

「今からでも遅おそくはないよ」

　ブラナは誘さそいをかけてきた。

「仲間を裏切り、私のために働いてくれるとこの場で誓ちかったら、すぐにでも処置を施して差し上げるがね」

「遠えん慮りよする」エルバは即そく答とうした。「今いま更さら、裏切るわけにはいかねーよ」

「そうかい、なるほど。……ま、まともな打算ができる人間ならば、そもそも私に逆らおうなどと思うはずがないからね」

　わずかに沈ちん黙もくしてから、ブラナは話を続けた。

「この施し設せつは、不老者を生み出す以外にも活用している。例えば……致ち命めい的な重傷を負った人間を療養するとか、ね」

　その言葉に、エルバはベイセルの言葉を思い出し、

「まさか……この中にサクラがいるのか!?」

　慌あわてて周囲に視線を巡めぐらせる。

「いいや」とブラナは答える。「君の大切な人は、別の場所で預かっている。……その場所は、主に死体の修復に使っているフロアさ」

「死体の修復……」

「ああ。この施設と私達の知恵があれば、死者を蘇よみがえらせることができるのではないか、と様々な試行錯さく誤ごをしているのさ」

　サクラはシローの復活を願いとしていた──その事実が、エルバの意識に浮うかぶ。

「まさか……!?」

「現状、その試みが完全に成功しているとは言えない」ブラナは続けた。「傷ついた組織を元通りにするのは簡単だ。だが、失われた魂たましいが戻もどることはない。魂というのは一体、なんなのだろうね？　しかしながら──」

　低い音を、エルバは聞き取った。

　少し離はなれた場所で、箱の蓋ふたが開いていた。

　箱の中から腕うでが伸のびて──へりをつかむ。

「円盤レンズというシステムと、闇やみ照てらしの力を駆使すれば、擬ぎ似じ的ながら死者を蘇らせることは可能だよ。これを『復活』と呼べるかどうかは、議論の余地があろうがね」

　そして、その人物は上半身を起こす。

　その顔には、エルバもルナも見覚えがあった──

「バルヒーヨかよ!?」

　サイクス・バルヒーヨ。ネアと契けい約やくしていた八眼争覇の参加者にして、前連れん邦ぽう議会議員。クラヴリーに叩たたき殺されたはずの男が、自力で起きあがろうとしていた。

「八眼争覇の参加者で、惜しくも命を失った人物の遺体は、できるだけ手元に集めることにしている。君の父親みたいに、普ふ通つうに埋まい葬そうされた者も多いがね……。バルヒーヨについては、ルシアンがどこかに埋うめようとしていたのを、私が預かったんだ。まあ、彼に関する記き憶おくはそれほど蓄ちく積せきされていないので、人格と呼べるようなものはないけれど」

　ブラナの説明を背景に、バルヒーヨは箱の中から滑すべり出る。簡素な白いローブに包まれたその身は、生前のものとさして変わりはない。

　あたりに視線をさまよわせた後、エルバを見つけると──

「……エ……ルバ……ナイトロンド……！」

　突とつ然ぜんに、襲おそいかかってきた。

「噓うそだろ!?」

　寝ね起おきであるにもかかわらず、バルヒーヨは敏びん捷しような動きで一挙に間合いを詰つめてくる。

　エルバは思わず叫さけんだ──が、対処は冷静だった。赤い霧きりを放って、バルヒーヨを拘こう束そくしようと試みる。

　ところが、

「……フハアアア──ッ！」

　バルヒーヨは、口から白い息を吐はいた。

　白い息は赤い霧とぶつかり合うと、ともに消しよう滅めつする。対象をその場に拘束するという力は失われ──

「殺……す……！」

　霧の残ざん滓しを突つき抜ぬけて、バルヒーヨはエルバを捕とらえようと手を伸ばす。

　エルバは逃にげた。大きく後退して、一いつ旦たん間合いを取ろうとするが──

「ん……!?」

　視界の端はしを、別の人ひと影かげがよぎる。足を止めて見やると、そこにも別の復活者が立っている。見たことのない顔ではあるが──

「…………！」

　エルバの姿を見るや、バルヒーヨ同様に襲いかかってきた。

「私達のところまで来たければ、彼ら十八人を打ち倒たおしてからにしてくれ。君の能力逆流スピンオフが効かないように、処置を施ほどこしてある。十九人目にならないよう、せいぜい頑がん張ばってくれたまえ」

　その言葉を最後に、ブラナの声は止やんだ。

「死者と戦えだなんて……俺はエクソシストじゃねえんだぞ！」
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　エルバが毒づく間にも、次々と人々は眠ねむりから目覚めていく。

　その中には知っている顔もあった。

　シロー。

　ホタル。

　バガテル。

　みんなうつろな表情をしていたが、エルバの姿を見つけた途と端たん、生前の恨うらみを晴らさんばかりの勢いで飛びかかってきた。

　エルバは絶ぜつ叫きようした。
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「ふんッ」

　グレン・ダールの斬きり下ろしが、伸びてきた悪あく魔まの手を二つに裂さく。

　悪魔は悲鳴を上げず、ただひるんだ。

　たたらを踏ふんだ隙すきに、グレン・ダールはもう一いち撃げき斬りつける。

　肩かた口ぐちから腰こしまで、見事な袈け裟さ切りにされると、悪魔の虚きよ体たいは二つになった。上半身が滑り落ち──虚体がぱっと塵ちりと化して、流れていく。

　だが──流れた塵は、蝶ちようの形へと成り変わる。蝶は少しの間空を飛んだ後、あるものは新たなる悪魔となり、あるものは既すでにいる悪魔の身体からだにくっついて、異い形ぎようの虚体を作り出す。

　新たなる悪魔は、消えた悪魔の背後から次々と押し寄せる。一体斬れば二体がやってくる、という勢いだ。

　きりがない。

「こういうやり方、ネアさんは好かないねェ！」

　グレン・ダールの背を守ってサーベルとカタナ、二刀流を振ふるうネアも、状じよう況きようは同じだった。大量の悪魔を迎げい撃げきするため、細い路地に入り込んではみたが、おかげで塵器ストライカーの大たい砲ほうが使いにくいことこの上ない。

「生き残るためにはどんな手段も使う……八眼デイアボリツク争覇パーテイの基本だと思うワ？」

　どこからか、ベルの声が飛んできた。

　ベルとセブンデイは常にグレン・ダールらの視界からは隠かくれ、しかしすぐ近くに潜ひそんで、次々と蝶を送り込んでくる。グレン・ダールの剣けん術じゆつとまともにやりあったら、ひとたまりもないという読みがあっての、戦術だろう。

「昔を思い出すじゃないか……！」

　苦戦に顔を歪ゆがめつつも、グレン・ダールはこの状況を楽しんでいた。

　八眼争覇に参加していた時代、グレン・ダールは名うての剣の使い手として有名だった。故ゆえに、グレン・ダールと対戦するほとんどの人間は、いかに実力を発揮させないかというテーマで策を仕し掛かけてきたものである。

　だが、グレン・ダールはその策をことごとく破ってきた。だから今こうして、この場所に立っている。

　久しぶりの殺し合いでも、結局敵の考えることは変わらない。そう思うと、少し愉ゆ快かいにもなってくる。

「その通りだけど、こんなのネアさんの好みじゃないの。今も昔もねえ！」

　言い捨てながら、目の前の悪魔を切り捨てるネア。

「どっちにいる？　セブンデイの奴やつはさあ！」

「おまえの右側──このビルの向こう側の路地だろうな」

　問われて、グレン・ダールは即そく答とうする。

　近くにいる人間の気配を察する──グレン・ダールの強さを支える、特技である。相手の行動の気配を読み切り、推察して、対処する──それこそが、彼を今まで生きながらえさせてきた技わざだ。

「そうかい……！」

　ネアは剣を振りながら辻つじまで進み出た。右手に延のびる狭せまい道の奥に注意を払はらいつつ、悪魔と斬り結ぶ。

　やがて──道を渡わたって別のビルに隠れようと、セブンデイが顔を出した。

　次の瞬しゆん間かん、

「そこォォ──ッ!!」

　ネアは瞬時に塵器を発生させて、真横に青いビームを放った。

「のあッ……!?」

　青い光を認めた瞬間、セブンデイは全力で前に飛び出した。

　直後、ビームはセブンデイの隠れていた角に直撃、壁かべを粉ふん砕さいして貫かん通つう、向こう側のビルにまで到とう達たつした。

「危ない……じゃないかッ！」

　安全圏けんに身を投じたセブンデイは、小爆ばく発はつから身を守りながら、恐きよう怖ふの声を上げる。

「どうだ、セブンデイ……！」

　グレン・ダールが大きな声で呼びかける。

「貴様の居場所など、どこに隠れていようがお見通しだ……！　一瞬でも油断すれば、死ぬのはそっちだぞ……！」

　敵の恐怖を煽あおり、焦じらせることでミスを誘さそい、つけこむ。持久戦の戦い方は、自身の八眼争覇の時に十分に理解していた。

「なるほど……さすがはそっちも八眼争覇の勝者、簡単にはいかないみたいだねー！」

　言い返すセブンデイの声は、落ち着きを取り戻もどしている。

「だったら奥の手、使わせてもらおうか」

「奥の手だと……」

　グレン・ダールが訝いぶかると──

　不意に、押し寄せる悪魔達が動きを止める。

　先頭に立っていたオオツノミノタウロスの表面が、さらさらと崩くずれ始める。

　ここで結晶クリスタル連鎖法チエイン？　とグレン・ダールは思ったが──違ちがった。

　崩ほう落らくが終わった時──オオツノミノタウロスは、人の姿に変わっていた。

「────ッ!!」

　初めて、グレン・ダールが動どう揺ようを露あらわにする。

　それに気づいてネアも振り向き、目を剝むいた。

「なに……クレア……!?」

　グレン・ダールは天を向き、吠ほえた。

「貴様……俺の記き憶おくを読んだのか!?」

「その通り～」

　かえってきたのは、場にそぐわない脳天気な声。

「闇やみ照てらしの鬼き神しんの試作版を持ってきてるんで、使わせてもらったよー。作製に試行錯さく誤ごしていた時のやつなんで、本当の鬼神の円盤レンズとは少し機能が異なるけど……どうかな？　君のお姉さん、似てる？」

　全身真っ白な体色ではあったが、その姿はグレン・ダールの記憶の中の姿と同一だった。

　グレン・ダールの足はぴたりと止まる。

「君の来歴については、ブラナから聞いているよ……」

　そのグレン・ダールを嘲あざ笑わらうように、セブンデイは言い立てる。

「その子の名はクレア・キングスリー、君の姉で、君と同じく最強の召しよう喚かん士を目指した娘むすめ。君が最強の証明を得んがために八眼デイアボリツク争覇パーテイに参加したのと同様、彼女もまた八眼争覇に身を投じた──ヤミと契けい約やくすることで、その正体を隠かくしながら。その正体に気づかず、君は彼女を斬きり殺した……」

「…………」

　セブンデイの語る言葉は、全すべて真実。グレン・ダールは、黙だまってにらみ返すより他ほかにない。

　あの時、闇照の魔ま神じんの契約者の正体に最後まで気づかなかった──それは、グレン・ダールの人生における最大の痛つう恨こん事じだった。彼は九十九戦負け知らず、という一族最強の召喚士だったが、百人目に姉を斬ってしまった、という事実は彼の心を砕くだいた。ただひたすらに最強を求め続けるという一族のテーゼを呪のろって、グレン・ダールは失しつ踪そうした。以来、そのテーゼを滅ほろぼすために、一族の人間が悪魔百体斬りを達成するたびに現れては勝負を挑いどみ、斬り倒たおすという行こう為いを繰くり返してきたのだった。

「でも、ブラナはその子の復活を約束してくれたそうじゃない。最終八眼争覇に勝ち抜ぬけば、って条件で。どうして自分からチャンスを捨てるような真似まねをしたのか、僕にはさっぱり理解できないねー」

「貴様には、何を言ってもわかるまい」

　短く、グレン・ダールは答える。

　永遠の若さを手に入れたにもかかわらず、彼はほとんど生きる目的を見失っていた。一族に「復ふく讐しゆう」を果たし続けるのは、グレン・ダールの義務だった──が、そこに生きる悦よろこびを見み出いだすことは難しい。何のために生き、何のために死すべきか──悩なやんでいる時に現れたのが、ベイセル・アードレーだった。

　ベイセルもまた、背負った罪故ゆえに生の苦く悩のうを抱かかえた人物だった。似たような境きよう遇ぐうにあった二人が意気投合するのは時間の問題だった──そして、魔王は救いの天使などではなく、悪そのものだ、という意見で一いつ致ちを見るのも。

　ベイセルとの出会いによって、グレン・ダールは生きる目的を再発見した。以来、彼は八眼争覇が行われるたびに監かん視し員いんの役を務めるようになった──魔王を打だ倒とうするためのメンバーを探す、という目的のために。

「死んだ人間に再び会いたいと思うことは、別にいい。だが、蘇よみがえってほしいと願うのは、人としてあってはならないことだ。俺はそう悟さとった」

「はあん？　だったら、ブラナのもとで生かされているかもしれない君のお姉さんを見殺しにしても良い、とそうおっしゃる？」

「クレアは俺が殺した。どうして生きているはずがある！」

　力強く踏ふみ込んで、グレン・ダールは大上段から切り下ろした。

　一いつ拍ぱく遅おくれて、クレアの身体からだは引き裂さかれた。二分されて、消え去る。

「やるねー」セブンデイは軽く拍はく手しゆした。「姉を斬るのに、何のためらいもないとはね」

「こんなもの、姉であるものか」

「フフ……でも、どこまで強がってられるかなー」

　両手を広げるセブンデイ。

　それに合わせて、その場に居合わせた全ての悪魔が変容を始めた──クレア・キングスリーの姿に。

「…………ッ!!」

　さしものグレン・ダールも、動揺を隠しきることはできない。

　ある意味、滑こつ稽けいな状じよう況きようではあった。同一の顔、同一の背格好をした人間がたくさん揃そろい、押し寄せようとしているのだから。

　全てのクレアが、笑えみを顔に張りつけている。グレン・ダールが子供の頃ころから見慣れていた、慈じ愛あいの笑顔だ。

「ちょっとこいつは趣しゆ味みが悪いんじゃないの、セブンデイさんよォ！」

　迫せまり来るクレアを剣けん先さきで牽けん制せいしながら、ネアが叫さけぶ。

「趣味が悪いのは認めるよ」

　セブンデイはニヤニヤと笑っている。

「実験的に作った円盤だからねー。設計思想通りの現象を起こせたのは良かったけど、実際に発現させてみると気持ち悪くてねー。だからお蔵入りにして、闇やみ照てらしの鬼き神しん製品バージョンを作る時には、設計思想そのものを変えたんだ。……でもまあ、これはこれで、なにかしら使い道はあるものだよ。今みたいな時とかね」

「物持ちのいいことだ……！」

　グレン・ダールは剣を振ふり、右のクレアを斬り、左のクレアをなぎ倒す。しかし、クレア達の行進は止まらない。

　それだけではない──刻まれたクレアの身体の断だん片ぺんは、形状を保ったまま、あとから押し寄せてくるクレアの虚きよ体たいにくっついた。

　斬れば斬るほど、クレアは巨きよ大だい化し、異形と化していく。

「ぬうう……！」

　グロテスクな光景が、グレン・ダールの動きを鈍にぶらせ始めた。いくつものクレアの顔、手、足──無む秩ちつ序じよに組み合わされたレリーフが、壁かべとなって迫ってくるのである。

　壁は左右に広がって、道そのものを塞ふさぎ、セブンデイとベルの姿を覆おおい隠してしまった。高さも三メートル、四メートルと伸のびていき、頭上から圧あつ迫ぱく感かんをかけてくる。

「こいつは……どうなってやがるのさ！」

　ネアの側も、状況は同じだった。クレアに対するためらいがなくとも、関係ない。醜しゆう怪かい極きわまりない壁が、道を塞いで前進してくる。

　気がつけば、グレン・ダールとネアは、二枚の壁に押し包まれていた。加えて、左右にはビルの壁。狭せまい部屋の中に閉じこめられたようなものだった。

　グレン・ダールは壁に切りつける。手て応ごたえとともに壁は裂けるが、向こう側に穴を空けるまでには至らない。二撃目を繰くり出そうとしても、それより早く塵ちりが裂けた部分を補修して、元の状態に戻もどしてしまう。

「切ってもきりがないか……！」

「だったら、ネアさんの大たい砲ほうで……！」

　壁に向けて、ネアが青いビームをぶっ放す。

「ぬんッ」

　狭い空間の中で風が巻き起こり、その余波をグレン・ダールはもろに浴びた。手を上げて目を防護する。

　その手を下ろした時──壁に、穴は空いていなかった。ネアの光線は、立木にぶつかった雪玉のように砕くだけ、四散するばかりだった。

「チッ！」ネアは舌打ちする。「塵が中和されてるのか……！」

「まあ、そんなところネ」

　ベルの声は、頭上から降ってきた。

　見上げれば、天てん井じよう部分には穴があった。ただしその高さは六メートルか七メートルか、浮ふ遊ゆう能力を持つ魔ま神じんであれば越こえるのはたやすいが、グレン・ダールが単身で乗り越えるのは不可能。

　壁は腕うで、足、顔を積み上げながら内側へ内側へと湾わん曲きよくしており、最上部では四十五度くらいの傾けい斜しやになっていた。その傾斜に張り付く格好で、セブンデイとベルが顔を覗のぞかせている。

「てめえ……！」

　即そく座ざに、ネアは青いビームを打ち込んだ。

「ははッ」

　セブンデイとベルは素す早ばやく顔を壁の陰かげに引っ込める。ビームはむなしく空に消えていった。

「無む駄だだよ、無駄無駄！　その壁は、君の能力逆流スピンオフじゃあ貫つらぬけない。ある程度耐たい性せいを持たせているからねー！　物理的な攻こう撃げきには弱いけど、もはや剣一本くらいじゃ話にならないくらい壁は厚くなっている。つまり、僕がこいつを解放しない限り、君達は一生ここから出られない、ってことさ」

　壁の向こうで、セブンデイが言う。

「ほお……」

　グレン・ダールは切っ先を下ろした。

「ここに俺を閉じこめて、餓が死しするのを待つという作戦か。……八眼デイアボリツク争覇パーテイの時には様々な策と対決したものだが、こんな手は初めてだ」

「それは褒ほめ言葉と受け取っていいのかな？　でも、餓死を待つのは気長に過ぎる。こうしている間にも、君のお仲間がブラナのもとに行っているかもしれないんだから。そこで──」

　セブンデイは再び姿を現した。その手には奇き妙みような物体がある。

「……剣の柄つか？」

　その形をよく見み極きわめようと、ネアが開いている目を細める。

「ご名答。正確にはこいつ、獄ごく炎えんの鬼神と言ってねー」

「ネアさん対応の鬼神ってわけかい。随ずい分ぶん地味な代しろ物ものに見えるけど」

「それは、こいつの真の姿を見てから判断してよねー。……それッ」

　かけ声とともに、剣身が姿を現した。

　炎ほのおに包まれた、刃は渡わたり二メートルの大剣だ。

　ごう、と音を立てて炎を噴ふく。

「ム……！」

　舌のように伸びた炎の熱気が、グレン・ダールの顔を叩たたいた。

「こいつは暴れ馬みたいなものでねー」セブンデイが説明する。「扱あつかいがとても難しいんだ。炎の剣を振り回す、というコンセプトで開発して、作り上げたはいいものの、実際に握にぎってみると熱くて仕方がない。火力全開にすると五分で全身水ぶくれだし、さりとて火力を弱くするとただの大剣になりさがる。調整がうまくできなくて困っていたんだけど……」

　身を乗り出して、セブンデイは底をのぞき込む。

「さっき言った通り、欠けつ陥かん品もなにかしら使い道はある。これなら、例えば陶とう器きを作りたい時とか。……ところで、君達のその状じよう況きよう、まるで窯かまの中の陶器みたいだよね？」

「冗じよう談だん！　ネアさんは、人を焼くのは好きだけど焼かれるのは好きじゃないんだよ！」

　もう一発、ネアは頭上にビームを放つ。

　しかし一いつ瞬しゆん早く、セブンデイは頭を引っ込めつつ燃える大剣から手を離はなす。

　ビームは大剣を直撃した──けれども、粉ふん砕さいすることもできず、爆ばく風ふうで炎を消すこともできず──回転しながら大剣は落下し、切っ先を地面に突つき立てる。

「火力全開ー！」

　壁かべの向こうでセブンデイが叫さけんだ。

　途と端たん、大剣は油を浴びたかのように、激しく燃え上がった。

「ぐああ……！」

　凄すさまじい熱気に、思わずグレン・ダールは顔を覆おおった。

　手の平を直接焼かれているような、激しさだった。

　荒あれ狂くるう灰色の炎は周囲に散り、壁に飛び移って燃え広がる。焦こげる臭においが、鼻をついた。

「だから、冗談じゃないって……！」

　果か敢かんにも、ネアは大剣を両手でつかみにかかった。

　ネアを構成する虚きよ体たいに、炎は容よう赦しやなく襲おそいかかる。

「ネア……！」

「大だい丈じよう夫ぶ、ネアさんがこの程度で死ぬもんか……！」

　熱気に耐たえながら、ネアは強ごう引いんに大剣を引っこ抜ぬく。

　地面にひびが入って、表面を覆っていた厚さ二センチほどの層が浮うき上がる。浮いた板を踏ふみ割りながら、ネアは真上に大剣を投げた。

「そっちに返す！」

　しかし、投なげ槍やりのようにうまく投げることはできなかった。切っ先はぶれ、頭上の穴を囲う壁にぶつかり、跳はね返されて落ちてくる。

「うあっと！」

　咄とつ嗟さに身を引き、ネアは直撃を避さける。炎の大剣は地面に落ち、再びグレン・ダールの身体からだを焼く。

「おのれ……！」

　完全に追いつめられた──グレン・ダールはそう悟さとらざるを得なかった。




「知ってるかなー？　火か刑けいってのは、人を焼き殺すんじゃなくて、煙けむりでいぶして窒ちつ息そく死しさせる処刑方法だってのはさあー」

　壁から少し離れて、セブンデイは涼すずしい顔をしていた。

「でも、獄炎の鬼き神しんは煙は出さない。君は文字通り焼かれて死ぬことになる。この壁を解放したら、きっとでっかい黒くろ焦こげ七面鳥のようなものが転がっているんだろうねー！」

　まともに聞いてはいないだろう、と思いつつも、セブンデイは語り続ける。

　壁の内部ではドスンドスンという音が響ひびいていた。きっと、壁を破るというむなしい努力を繰くり返しているのだろう。

「その壁は、本物の大たい砲ほうで砲ほう弾だんでも叩き込まない限り、破れないよー！……戦う前に言ったよね、僕を泣いて謝らせるってさー！　残念だったね？　もし君が今から、泣いて謝って許しを乞こうのなら、命だけは助けてあげてもいいけど？」

　一応の降こう伏ふく勧かん告こくを、呼びかける。

　壁を叩く音は、不意にやんだ。内部で炎が渦うず巻まいている低い音だけが、聞こえてくる。

「聞いてる？　もしもし？」

　セブンデイは耳をそばだてた。しかし、反応らしきものは聞こえない。

「あ、もう死んじゃったかな？　意外と早いね……」

　天てん井じようから中をのぞき込もうと一歩踏みだし──

「ぬあああァァァ────ッッ!!」

　何の前まえ触ぶれもなく、壁が裂さけた。

　次の瞬間、セブンデイは、裂け目から飛び出してきたグレン・ダールの体当たりを食くらった。

「な…………!?」

　気がついた時、グレン・ダールの顔が、眼前に迫せまっていた──炎ほのおに焼かれ、半ば赤く腫はれた顔が。

　強きよう烈れつな動的エネルギーを背負ったグレン・ダールが、セブンデイを捕つかまえて一直線に飛び──突き当たりの壁に激げき突とつする。

「……んふゥッ!?」

　尋じん常じようならざる衝しよう撃げきだった。ただ背中を叩たたきつけられただけなら、ここまでの激痛は発生しない──とセブンデイは自分の身体を見下ろして、

「……うわあッ!?」

　グレン・ダールの剣が自分の鳩尾みぞおちに突き立っていることに気がついた。

　ぱっと手を離して、グレン・ダールはふらりとよろけ──少し離れた場所に膝ひざをつく。

「一体、何が……！」

　自分の身に起きていることが信じられず、セブンデイはただグレン・ダールを見つめる。

　グレン・ダールは自分の背中に手を突っ込んで、板を取りだし、投げ捨てた。

「床ゆかから抉えぐり出した板だ……！」

　息も絶え絶えに、グレン・ダールは吐はき捨てる。

「そいつを盾たてにして──」

　ネアの声が、続きの説明をする。

　壁かべは解放され、塵ちりに戻もどっていく。向こう側から、炎をまとったままのネアが進み出てきた。

「ネアさんが、ビームを撃うった。簡単に言うと、グレン・ダールの身体そのものを砲弾代わりにしたってこと。砲弾なら壁を貫つらぬける、って言ったのはあんただよ？」

「セブンデイ……！」

　ベルがセブンデイを助けようと飛び込んできたが、

「てめえの相手はこっちだァァ──ッ!!」

　即そく座ざにネアがビームを叩き込んだ。

　セブンデイの姿に動転したベルは、直撃を受けて吹ふき飛ばされた。

「…………!!」

　ベルの身体から削けずり取られた塵が、ネアの塵器ストライカーに吸い込まれていき、大砲の砲身そのものが青い光を放ち始める。

「紋様解析クリプトアナライズ終しゆう了りよう！　このまま紋様アンチクリプト破壊ストライクを……！」

「その必要はない」

　グレン・ダールがネアを制して──立ち上がる。

　三歩進んで、セブンデイの胴どうを貫く剣けんの柄つかに手をかけた。

「た……助けて……！」

　最後の力を振ふり絞しぼり、セブンデイが手を伸のばし、グレン・ダールの肩かたを捕まえる。

「宣言した通りだったろう……泣いて謝るのはおまえだってな……」

　凄せい惨さんな笑えみを浮うかべると、

「だが、許す気はさらさら無い……！」

　グレン・ダールは剣を一挙に引き抜ぬき、返す刀で袈け裟さ切りにした。

「……ッ……！」

　一いつ瞬しゆん遅おくれて、セブンデイの身体からだから血しぶきが噴き上がる。

　うつろな目を空に向け──セブンデイは、うつぶせに倒たおれた。

　彼女の身体から命が失われていくと同時に、セブンデイの喚よんでいたものが全すべて姿を消していく。ベルはむろんのこと、獄ごく炎えんの鬼神も塵となり、さらには──

「ヌ……」

　セブンデイの身にまとう衣服──無む形けいの鬼神までもが、塵と化して消えていった。

　彼女の命が完全に失われた時、セブンデイは全ぜん裸らになっていた。

「…………」

　そんな姿を前に、グレン・ダールは無言で立ち尽つくす。

「おい、グレン・ダール」ネアがグレン・ダールを肘ひじでつつく。「たしかにこいつがスタイルいいのは認めるけど、死体を力ちから一いつ杯ぱい見つめるのはあまりいい趣しゆ味みじゃ──」

　次の瞬間。

　グレン・ダールは盛せい大だいに吐と血けつして──倒れた。

「おい!?」

　咄とつ嗟さにネアは抱だき留めて、グレン・ダールの転てん倒とうを防いだ。

「無茶だったか……」グレン・ダールは呟つぶやいた。「板を背負ったことで背中に穴が開くのは防げたが、やはり身体の中身が耐たえられなかった……」

「待てよ、グレン・ダール！」

　ネアは、グレン・ダールの顔に死相を認めていた。

「この程度では死なない、って言ったのはあんただろ!?」

「……すまん……」

　目だけを動かし、グレン・ダールはネアを見つめた。

「だが、やらなければ、どうせあの中で焼き殺されていた……」

　片手を持ち上げ、顔を覆おおう。

「……これでやっと、クレアに会いに行ける。俺から会いに行くべきだったんだ……」

　それが、最さい期ごの言葉だった。

「……そうかい」ネアは呟いた。「それがあんたの願いだったか。なら、しゃーねえな……」

　そして、グレン・ダールの身体を抱きしめる。
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　契けい約やく者の死に伴ともない、ネアも虚きよ体たいを維い持じできなくなる。彼女の身体も塵となって消えていった。







　かつて、マモル・デュバリエは「西部の虐しいたげられる民たみ」だった。

　マモルの家族は、大地主のもとで働く小作農だった。西部の貧ひん農のうを、東部からやって来た大資本家が従える、という当時の典型的な枠わく組ぐみの中に、彼の生おい立ちは組み入れられていた。

　当時の小作農の扱あつかいは、ひどいものだった。最小限の賃金しか与あたえられず、一日十四時間の重労働を強しいられ、ボロ小屋の中に一家全員が押し込められる。その程度の扱いが、当時の西部では常識だったのである。

　このような待たい遇ぐうでは、労働者が反乱を起こすのは当然の話だ。人生に絶望した農民達は農地を捨てて森に隠かくれ、反乱軍を結成し、待遇改善を求めての武力闘とう争そうを行う。あちらこちらに潜ひそむ暴徒の存在は、西部がかかえる慢まん性せい的な問題であり、半ば当たり前の風景ともなっていた。

　マモルの家族は過労、あるいははやり病に倒れていき、十四歳の頃には家族最後の生き残りとなってしまっていた。このままでは自分も殺される、と思ったマモルは農場を逃にげ出し、反乱軍に身を投じた。彼には戦士、指揮官としての天てん与よの才能があり、あっという間に一反乱軍の頭目の座に収まった。

　マモルはたびたび農民達を虐げる豪ごう農のうを襲おそい、蓄たくわえられた食料を略りやく奪だつしては、他の農民達に配って回った。彼の一団は義ぎ賊ぞくとしての名を高めていくが──すぐに、マモルはこのやり方では根本的な解決にならないことを悟さとる。そんなものは所しよ詮せん対処療りよう法ほう、全ての農民を救うことなどできやしない。

　マモルは見識を広げ、西部とドース連れん邦ぽうの現状について分ぶん析せきし、やがて一つの結論を得るに至った。根本的な問題は、西部の諸権利が東部の連中に握にぎられていることだ、と。東部の連中は、東部で作った法律を押しつけてきて、合法的に西部の富を略奪する。西部を搾さく取しゆの対象としか見ていない。この仕組みを打ち砕くだかなければ、西部人の幸せはやってこない──

「西部を東部から独立させなければならない」

　マモルは、それを自分の人生のテーマとした。八眼デイアボリツク争覇パーテイに参加しようとした時にも、彼は真っ先にその願いをブラナに語ったものである。

　マモルは八眼争覇を戦い抜き、ついに最後の一人までをも倒した。これで西部は独立できる、と喜ぶ彼の前に現れたブラナの言葉は、

「君の願いだが、完全に叶かなえるわけにはいかないかもしれない」

　無情なものだった。

「今の連邦総そう督とくは知ってるかい？　ホアキン・パラドール……彼もかつて八眼争覇に勝ち抜いた人間でね。西部に独立されたら困る、って言うんだ。私としては、彼の意見を無視するわけにもいかないんでね……」

「どういうことだ」マモルは嚙かみついた。「願いを叶える、と言うから俺は、命をかけて戦い抜ぬいたってのに──それを反ほ故ごにするというのか！」

「それも、いいことじゃない。だから妥だ協きよう案あんを出そう。独立戦争が起きるよう、西部全体の機運を高めてあげる」

「……独立戦争……か」

「ああ。さすがに政治体制にかかわる願いを叶えるのは、棒を一ひと振ふり、というわけにはいかないのでね。……各方面に工作して、十年以内に独立戦争が起きるようにしてあげる。君はそれに参加して、力で独立を勝ち取ればいい。どうかな」

　マモルは妥協した。「力で独立を勝ち取る」という言葉に魅み了りようされて。

　ブラナの予言通り、九年後に独立戦争は始まった。連邦政府が「一定数以上の円盤レンズを持つ者に税金をかける」という改正円盤税法案を強ごう引いんに可決したからだ。暴ぼう虐ぎやくな豪農が西部諸指導者の施し策さくにより減り、徐じよ々じよに西部の生産力が上がり始めていた矢先の法改正だった。

　第一次産業に従事するが故ゆえ、目的別に大量の悪あく魔まの円盤を揃そろえておかなければならない、西部の人間を狙ねらい撃うちにした法案だった。豪農の撤てつ退たいにより減った税収入を補ほ塡てんするという意味合いがあった。西部出身の議員は皆みな反対したが、法改正を可決するには東部出身議員が全員賛成するだけで良かったのである。

　これを連邦議会の根本的欠けつ陥かんと見なした西部出身議員は議会を離り脱だつ、地元に戻もどって西部連合議会を発足させた。東部と西部の対立は危険水域を越こえて決けつ壊かいし、かくして独立戦争──西部内乱は始まったのである。

　マモルは西部連合政府と組み、西部軍に身を投じた。東部の圧あつ倒とう的てき兵力に対たい抗こうするためには、お尋たずね者ものだろうがなんだろうが、戦う気のある者は仲間に呼び込む必要があったのである。加えてマモルは東部資本の支配を拒きよ絶ぜつする者として有名であり、彼を戦列に加えることは、士気を高めることにもつながった。

　マモルは独立小隊を率いて山野を駆かけめぐり、西部に侵しん入にゆうしてきた東部軍を翻ほん弄ろうした。デュバリエ亡ぼう霊れい小隊と呼ばれ、おおいに恐おそれられた。全体戦せん況きようも西部が予想外の善戦をして、ともすればこのまま勝利するのではないかという予測が広がり始めていた。マモルにとっては、この時こそ人生の最高潮だった。

　だが、潮は二つの事件によって一挙に退潮する。一つはバルミダの戦い──サイクス・バルヒーヨ率いる東部軍が反転攻こう勢せいに出た西部軍を防ぎきり打ち砕いた、戦争の大勢を決した戦い──であり、もう一つはオーラン人虐ぎやく殺さつ事件だ。

　ある日、マモルは山中に銀色の竜りゆうの姿を見み出いだした。なにかとんでもないことが起きている、と踏ふんでマモルは隊を率いて駆けつけたが、たどり着いた時には何もかもが終わっていた。

　凄せい惨さんな光景だった──屍し山ざん血けつ河がが、集落全てを覆おおっていた。

　そして、東部軍と西部軍、両方の小隊が協力して、死体の後かたづけを行っていた。

　醜しゆう悪あくにして奇き妙みような光景に、マモルは武装を解いて接近し、軍人らに事情説明を求めた。しかし、彼らも何が起きたのか、正確には把は握あくしていないようだった。しろがねの悪竜が突とつ然ぜん現れ、オーラン人リの一族の人々を皆みな殺ごろしにした。生き残りは数人しかいない──それが、はっきりしている事実だった。

　マモルは、小隊を率いて後始末に参加した。この時、倒たおすべき敵であるはずのクラヴリー・ガーディアンらとともに肩かたを並べての作業に従事することとなる──顔を合わせる機会はなかったが。

　やがて西部軍は打ち倒され、西部独立の夢は果たされずに終わった。成果は、ただ改正円盤税法案が廃案になっただけだった。

　マモルは打ちのめされた。西部の虐しいたげられた人々全てを救う、という願いを叶えるつもりで、戦い続けたというのに、願いは叶えられず、ただ山のような死者と、それに数倍する傷きず跡あとばかりが残る結果となったのだ。

　自分がやってきたことはなんだったのか──むなしき疑問に、彼の心は苛さいなまれた。

　デュバリエ隊初期からともに行動していたミカルとともに、マモルは虐殺跡地に住み着いた。自分の行こう為いを一時も忘れないようにするために、そして殺された人々の冥めい福ふくを祈いのるために、この人里離はなれた土地に墓はか守もりとして居座ることが、己が負うべき罰ばつにして償つぐないだ、と思えたからだ。

　そして──この地でベイセルとグレン・ダールの訪問を受け、マモルは自分の為なすべきことを見出すこととなる。




「おまえのせいだ……！」

　変身したヤミが、鉄てつ鞭べんを両手に持ってマモルに迫せまり来る。

　その人物の名前を、マモルは覚えていない。だがその顔にははっきりとした覚えがある。独立戦争の最中、デュバリエ隊のために協力してくれた村人の一人である。食料や情報の提供など、たびたび世話になったものだ──が、隊が別地域を転戦している間に、その村は東部軍の蹂じゆう躙りんを受けて、彼は殺されたという。

「おまえが独立を願いさえしなければ、俺は死なずに済んだんだ……！」

　マモルの頭を割らんものと鉄鞭を振ふり下ろす。

「くッ……！」

　マモルは大きく退きつつ、鞭むちをしならせた。鞭はヤミの手首に巻き付き、がっちり捕とらえる。

　ぐい、と鞭を引っ張って、ヤミにたたらを踏ませた後──

「それよッ」

　脇わき腹ばらに前まえ蹴げりを叩たたき込んだ。

　ヤミの吹ふき飛んだ先にはマロが待機して、

「フホホ！」

　カウンター気味に鉄鞭を叩き込む。

　ヤミは咄とつ嗟さに鉄鞭で受けようとする。が、マロの鉄鞭はヤミの腕うでにクリーンヒットした。

「…………！」

　ヤミは反はん撃げきせず、逃のがれた。マロの追撃に空を切らせて、ルシアンのもとに引き下がる。

「なかなか、やりますね」

　ルシアンに、慌あわてた様子はない。マモルの戦いぶりを、じっくり観察している。

「恩人に容よう赦しやなく攻こう撃げきを加えるとは、恩知らずな方だ」

「そいつは俺の知っている人間じゃない！　カエデみたいに、俺が幻まぼろしに翻弄されると思うなよ」

「そうですか。……ならば、僕が本気を出して戦うよりないようですね」

　手に持つサーベルを、ルシアンは軽く振り回した。

「総そう督とく閣下が、直々に剣けんを取るのか」

　フン、とマモルは鼻を鳴らす。

「何十年も総督の座を尻しりで磨みがき続けてきた男に、どれほどのことができる？」

「さて、そこは僕自身も不安ですね」ルシアンは答えた。「でも、あなただって本調子じゃない。さっきの不意打ちは、思った以上に効いているみたいですね」

「…………」

　無反応を、マモルは装よそおった。

　指し摘てき通り、ついさっきヤミに食くらった不意打ちの逆流バツクワードダメージが残っていた。身体からだを動かすと、意外に響ひびく。ルシアンに悟さとられないよう振る舞まっていたつもりだったが──

　サーベルを構えると、ルシアンは攻撃のタイミングを探さぐり始めた。

　マモルは鞭を両手で構え、ルシアンを牽けん制せいする。

　にらみ合いが十秒ほど続き──

　不意に、ルシアンの姿が消える。

「!?」

　次の瞬しゆん間かん、マモルの死角から突つきが飛んできた。

　鞭を立てて、咄嗟に切っ先を受け流した。が、刃はの部分がマモルの肩を滑すべり、浅く切り傷を作る。

「この……！」

　即そく座ざに手首をしならせて、マモルは逆ぎやく襲しゆうに転じる。パン！　と乾かわいた音が響いたが、むなしく床ゆかを打っただけだった。

　もう逃にげられたか、とマモルはルシアンの姿を捜して──

「…………!?」

　左顔面に、衝しよう撃げき。

　すさりながら見ないままに鞭を左手に打つが、手て応ごたえはない。

「ちょっと、浅かったですかね」

　少し離はなれた場所からの、ルシアンの声。

　すぐには見えず──首を大きくひねって、初めてマモルはルシアンの姿を認める。

「なに……」

　左目の視界が塞ふさがっていることに、マモルは気づいた。手を当てると、鈍にぶい痛みとともに、ぬるりとした感覚。

　微び量りようの血が流れ出している。

　ルシアンの手、親指にわずかに血がこびりついている。

　あの一瞬で、ルシアンは目つぶしを仕し掛かけてきたのだ。

「眼球を潰つぶすつもりだったんですけど、さすが歴戦の勇者、反応がよろしいようで。でも、その目は向こう三日は使い物になりませんよ」

　血のついた手をぷらぷらと振りながら、ルシアンは笑う。

　マモルは心底ぞっとした。ルシアンの動きを、まったくと言っていいほど捉とらえられなかった。

　これでは、対応のしようがない。

「貴様、一体……!?」

　さすがに、動どう揺ようを隠かくしきれなかった。

「驚おどろきましたか？　不本意ですねえ……僕だって、八眼デイアボリツク争覇パーテイ優勝者なんですよ。ヤミの力ばかりに頼たよって勝ち抜ぬいてきたのではない、ってことです……！」

　言い終えた瞬間、またルシアンの姿が消える。

　死角から迫せまる気か、とマモルが左を向くと──眼前に、斬ざん撃げきを繰くり出すルシアンの姿。

「はああッ！」

　二連の突き、そして斬撃が、マモルを襲おそう。

　肩かた口ぐちと腿ももに切っ先が突き刺ささり、斬撃は正確に逆流が発生したあとをなぞる。

「むうッ……！」

　血を噴き出しながら、それでも反撃しようと鞭むちを振ふるうマモル。

　しかしルシアンは背を低くして回り込み、背中で体当たりを仕掛ける。

　マモルの身体はいいように吹き飛ばされた。

　不意に、下から吹き上げる風に煽あおられる。

「…………！」

　危機を感じて、咄嗟に踏ふみとどまる──屋上のへりに。

　屋上に転落防止用の柵さくはない。一歩踏み外せば、転落死あるのみ。

　寸前の位置で、マモルはどうにか踏みとどまった。

「おっと、惜おしい」

　手前で足を止めて、ルシアンはパチンと指を鳴らした。

「そのまま落ちてくれれば、と思ったんですけど……もう一回、ですね」

　口調には緊きん張ちよう感かんのかけらもないが、その立ち振ふる舞いには一点の隙すきもない。マモルが左右いずれかに回り込もうとしてもすぐ対応できるよう、待ちかまえている。

「正直、あなた一人だけにかまけている暇ひまはないんですよね……セブンデイとアンテノラも迎げい撃げきに出ているはずだけど、誰だれかがブラナのもとにたどり着いているとも限りませんし」

「おまえ……何故なぜ、魔ま王おうに忠誠を誓ちかう」

　質問を、マモルは投げた。

「そこまでして、おまえは魔王になりたいのか」

　わずかに、ルシアンは黙だまり込んだ。マモルの真意を確かめるかのように、

「……何故そんなことを？」

「純じゆん粋すいな興味からだ。ブラナは人類を支配しようとしている。そんな奴やつに何故加担する？」

「簡単な話ですよ」ルシアンは肩をすくめた。「僕は、それこそがこの星の真のあるべき姿だと思っているからです。この星では、人類とは外からやってきた不純物そのものですよ。むしろ、人類という種を滅ほろぼして、この星を昔あった姿に戻もどすべきなんです」

「……正気で言っているのか」

　マモルは、耳を疑った。

「正気ですけど？　僕は環かん境きよう保ほ護ご論者でしてね……我々が生み出す文明は、時間をかけて星を滅ぼしていく。星を傷つけることでしか生きていけない種は、滅めつ亡ぼうすべきなんですよ」

「……総そう督とく閣下が環境保全の狂きよう信しん者だったとは、興ざめだな」

「なんですか、今いま更さら知ったなんて顔をして。僕の政治スタンスは昔からこれっぽっちも変わっていませんよ……内乱の直接のきっかけとなった円盤レンズ税も、悪魔による乱開発を防ぐのが目的だったのですからね。しかし……」

　す、とルシアンが表情を改め、初めて怒いかりの気配を見せる。

「狂信者呼ばわりは心外ですね……！」

　正面からの素す早ばやい突つきを、繰り出した。

「ええい……！」

　マモルは、飛んだ。

　と同時に、マロが塵器ストライカーを塵ちりへと還す。

　へりを蹴けって、マモルは空中へと飛び出し──

「召喚コンタクト！」

　カラドリウスを喚よび出す。虚きよ体たいの翼つばさをはためかせ、空を滑すべるが──

「そう来ると思ってましたよ！　ヤミ！」

　ルシアンの声を受け、ヤミも塵器を塵に還す。

「召喚！」

　ルシアンはデスドレッドデーモンを召しよう喚かんして、屋上を蹴って飛び出した。驚きよう異い的な跳ちよう躍やく力でカラドリウスの背に取りつくや否いなや、

「はああああッ」

　カラドリウスの片かた翼よくに両手をかけ、引きちぎった。

「ぬぐうッ!?」

　途と端たん、マモルの背に幻肢逆流フアントムペインが走る。

　ルシアンはカラドリウスの顔面に手をねじ込み、マモルの目の中のカラドリウス円盤を引っこ抜いた。

　カラドリウスの虚体は解放され、マモルの姿が露あらわになる。

　マモル自身に飛行能力はない──言うまでもないことだが。

「これでお別れです！」

　ルシアンは、マモルを全力で蹴け飛とばした。

「…………!!」

　マモルは凄すさまじい勢いで落下していき──途と中ちゆうでビルの壁へき面めんに激げき突とつした。ガラスを砕くだき、派手な音を立てる。

　一方、ルシアンは慌あわてず、まずデスドレッドデーモンを解放、円盤を入れ替かえ、

「召喚！」

　マモルの円盤でカラドリウスを喚びだした。自由落下中に翼を広げ、逆にふわりと急きゆう上じよう昇しよう、ビルの屋上よりも高く舞まい上がる。

「これで……まずは、一人ですか」

　旋せん空くうしながら、ルシアンはビル屋上を見下ろす。素手となったヤミとマロが相対していたが──マロの姿が、塵となってかき消えていく。

「あの世で、自分が死に追いやった人々に頭を下げることですね、マモル君……」

　そう呟つぶやいた後、ヤミと合流するため、ルシアンは高度を落としていった。







「ぬうう……やるな、貴様……」

　頰ほおを伝う汗あせを拭ぬぐいながら、ミカルはアンテノラを睨にらみつける。

「その言葉は、君にそっくりお返しするよ」

　一方のアンテノラは、ミカルよりは表情にまだ余よ裕ゆうがある。

「さすがはチキュウ空手師し範はん、話に聞いた以上の手て強ごわさだ……！」

　地面を蹴って、一飛びに間合いを詰つめ、回し蹴りを放つ。

「このッ」

　ミカルは天動説の構えから、アンテノラの蹴りを流しつつ、捕つかまえた。

　勢いを利用して、くるりと身体からだを回転。巻き込むようにアンテノラを投げ飛ばすが──

「…………！」

　アンテノラは足首をぐっと曲げ、甲こうの部分をミカルの脇わきの下に引っかけていた。おかげで投げの勢いは減殺され、遠くまで飛ばせない。

　地面に手をつきながら、アンテノラは体勢を立て直し、地をなめるようなキックを飛ばす。

「ぬぐ……！」

　反応が遅おくれ、ミカルは足を刈かられた。バランスを崩くずして転てん倒とうしかけ──

　そこへ、アンテノラが肩かた口ぐちからの体当たりを仕し掛かける。

「やらせぬわ！」

　ミカルはアンテノラは受け止めて、流した。だが元の体勢が悪いため、アンテノラを綺き麗れいに投げ飛ばすとまではいかない。二人は離はなれた位置で、ともに転倒する。

「……はああ──ッ」

　苛いら立だちのこもるため息を吐はき出しながら、ミカルは立ち上がる。

「おいこらミカル！　なにしてんだよ！」

「師し匠しよう！　大だい丈じよう夫ぶですかい……!?」

　ギャラリーのボルとリデルが声をかける。

「うるさいわ！　黙だまって見ておれい！」

　思わず怒ど鳴なり返すミカル。

　苦戦を強しいられていた。

　アンテノラの攻せめを、うまく受け流せない。正確には、投げ飛ばすことができない。投げを試みるたび、アンテノラは手足をどこかにひっかけ、あるいは直接ミカルの身体を握にぎり止め、防ぐ。

　自分の腕うでに目をやる。肌はだに痣あざが浮うかんでいた──アンテノラに握られたため、できた痣だ。

　お互たがい有効打を奪うばえていないが、体力の消しよう耗もう度という点ではアンテノラの方が有利だろう。

「貴様、チキュウ空手を研究しておるな……!?」

　問いかけに、アンテノラは自分の身体の埃ほこりを払はらう。

「敵を知り、己おのれを知れば百戦危あやうからず、と言ってね……」

　そして、改めて構え直した。

　アンテノラの戦せん闘とうスタイルは、蹴けり主体。通常、大おお振ぶりな蹴りはチキュウ空手のいいターゲットなのだが、アンテノラの蹴りは素す早ばやく、捕まえることが難しい。捕まえることができたとしても、うまい身のこなしで投げを防いでくる。

　馬ば鹿か力ぢからを持っていながら、決してむやみに振ふるうことなく、テクニカルに立ち回り、ここぞというタイミングでパワーを存分に振るって、ミカルの体力を削けずり取っていく。

　会ったことのない強敵だった。

　このままでは、埒らちが明かない。消耗を強いられ、ジリ貧ひんで敗北に追い込まれる。スタミナという点でも、アンテノラの方が上だ。

　ただの一度の隙すきを見つけて、そこに致ち命めい的な一いち撃げきを叩たたきこむより他ほかにない。

　となれば──

「…………」

　ミカルは両手を掲かかげて、地動説の構えに変えた。

　ゆったりとした足取りで、無造作に間合いを詰めて──

「ふんッ」

　大きく踏ふみ出し、掌しよう底ていを放つ。

　鳩尾みぞおちを狙ねらった攻こう撃げきを、アンテノラは膝ひざを持ち上げて受け止める。

　その足で前蹴りを放つが──

「そこ！」

　ミカルはスウェーして蹴りに空を切らせ、その真下に潜もぐり込んだ。アンテノラが足を引こうとする勢いを利用して、一気に肩口で押し上げる。

「ヌ!?」

　アンテノラの重心が崩れた。

「ほりゃ！」

　身体をバネのように伸のばして、ミカルはアンテノラの身体を浮かせた。

「……入った！」

　リデルが身を乗り出した。

　小さな放物線を描えがいて、アンテノラは吹ふき飛ぶ──が、着地するより早くミカルがその場所に先回りしている。

　飛んできたアンテノラを、ミカルは受け止めると同時にもう一度放ほうり投げる。

「あれは……チキュウ空手天動説奥おう義ぎ、アルマゲストバスターだぜ！」

　師匠の勝利を確信して、リデルは叫さけぶ。

　アルマゲストバスター。対象を、地に足を着かせることなく何度も投げ飛ばし、平へい衡こう感覚を完全に失わせたのち、受け身が取れないよう手足を取って地面に叩きつける、必殺技わざだ。

「これで決まりだ！　アギ、ご主人がやられるからって割り込みをかけるんじゃねえぜ？」

　割り込みでミカルの邪じや魔まをされてはたまらない、とボルが触しよく手しゆを伸ばす。

「割り込み？」

　アギは戦いの場に顔を向けたまま答えた。両手を背後に回して直立しており、飛び出そうという気配はない。

「そんなことは考えていない。勝負が決まったと思うのはまだ早計ではないかね？」

　三度、四度とミカルはアンテノラを投げる。投げては走り、着地点に先回りしてアンテノラを受け止め、また投げる。

　投げられるたびに、アンテノラの回転にはねじれが加わっていく。回転方向をより不規則にすることで、平衡感覚を削り取るのだ。

　アンテノラは強敵、念入りに仕上げてやる必要がある──ミカルは普ふ段だんよりも多く、そして速くアンテノラを回す。通常の人間であれば、もはや失神しているところだが──

　六度目に、アンテノラを受け止めた時。

「!?」

　アンテノラが、ミカルに笑い顔を向けていた──「この程度か」と言いたそうな顔を。

　果たして──斜ななめに回転していたアンテノラの身体からだが、空中でより激しい旋せん動どうを始めた。

　アンテノラが自分の意志で、回転を加速させたのだ。

「なに……!?」

　タイミングに乱れが生じる。七度目のキャッチをミカルは試みるが、──

　接せつ触しよくした途と端たん、ミカルがねじれた。

「なにぃ!?」

　リデルとボルが目を剝むく。

　ミカルは、まるで自身がアルマゲストバスターにかけられたかのごとく、吹き飛んだ。

「アルマゲストバスター破れたり、だ！」

　アンテノラもミカル同様吹き飛んだ──が、その回転は減速していた。くるくると回りながら着地して、すぐさまミカルを追いかける。

「この……ッ！」

　ミカルも着地を試みる──が、既すでにアンテノラが追いついており、

「こうかッ!?」

　見よう見まねのチキュウ空手式投げ飛ばしを試みる。

「うぬうッ!?」

　ぐいん、と回転は加速する。その勢いのままにミカルは壁へき面めんに激げき突とつ。

「はああ──ッ！」

　アンテノラは壁かべに張り付いたミカルに、肘ひじを叩き込む。

「かはあ……ッ！」

　壁とアンテノラに挟はさみ込まれた衝しよう撃げきで、ミカルは奇き妙みような悲鳴を上げた。

　アンテノラが身を引くと、どちゃり、とミカルは受け身も取らずに崩くずれ落ちる。

「師し匠しよう!?」

　ボルを引き連れ、リデルがミカルのもとに駆かけ寄る。

　ミカルは目を見開いていた──が、半ば気絶していた。リデルの姿が見えているはずなのに、反応を示さない。

「フフ……！」

　アンテノラはゆっくりと数歩引き下がる。さすがに高速回転させられたのがこたえたようで、足はふらふらしていた。

「てめえ、一体何をした!?」

　リデルの怒ど声せいに、アンテノラは苦しげながらも笑え顔がおを作る。

「簡単なこと……アルマゲストバスターの回転の加速を、速めてやった。速度が予想を超こえたから、ミカルは制せい御ぎよできなかった。その上で私は、私の回転を彼女の身体に伝えてやった、ということだ」

　やや猫ねこ背ぜ気味だった姿勢を、アンテノラは正した。

「敵の勢いを利用するのがチキュウ空手の基本なのだろう？　私もそれを真似まねしてみた、というだけのこと」

「ぬうう……」

　リデルは、言葉に窮きゆうした。

　たしかに、少々の勘かんがあれば、チキュウ空手の真似ごとは可能だ。テッキなども、見よう見まねでチキュウ空手を使ったりしたものである。だがまさか、少し戦っただけで、アルマゲストバスター破りまでやってしまうとは──規格外すぎる。

「さて……」

　アンテノラは、手を差し伸のべた。円盤レンズをよこせ、と。

「彼女の命までを取ろうとは思わない。ただ、ブラナに恭きよう順じゆんする意志さえ示してくれれば、それで十分」

「おいこら！」

　ボルが触しよく手しゆでミカルの顔をひっぱたく。

　やっと、ミカルは目を動かして、ボルの姿を捉とらえた。

　だが、これ以上戦うのはもう無理だ──リデルの目には、そう映った。

「そいつは吞めねえな、アンテノラさんよ……！」

　リデルは立ち上がり、肩かたをぐるぐると回し始めた。

「師匠が目の前で倒たおされたんだ。見過ごすわけにはいかねえだろ」

「ふむ……師匠思いなことを言うね。だが、それは時間の無む駄だというものだ」

　戦う構えを、アンテノラは見せない。

「君では、私には勝てないよ」

「そいつは、やってみなきゃわからねえだろ……！」

　リデルは天動説の構えを取る。が──

「……いいや、奴やつの言う通りだ。おまえじゃ勝てんよ、リデル」

　ミカルが、リデルの手を摑つかんだ。

「師匠!?」すぐさまリデルは振ふり向く。「大だい丈じよう夫ぶですかい!?」

「大丈夫。この程度、どうともないわ」

　リデルの腕うでにつかまって、ミカルは立ち上がる。そして、リデルを押しのけた。

「勝負はまだ終わっておらんぞ、アンテノラ……！」

　戦せん闘とう続行の意志を示す。さきのアルマゲストバスター返しによるダメージで、立つことすらおぼつかない様子だというのに。

「半分死にかけている相手を叩たたくのは、私の趣しゆ味みではないのだがね」

　アンテノラが眉まゆをひそめるほどに、ミカルは弱っていた。

　それでも──

「リデル」ミカルは前を向いたまま、言う。「今からおまえに奥おう義ぎを伝授する」

「はあ？　何を突とつ然ぜん？　それに天動説奥義も地動説奥義も既に伝授してもらって──」

「最終奥義、軌道オービタル共鳴レゾナンス」

　ぽつり、とミカルは言い──踏ふみ出していった。

「……ほう」

　アンテノラも、考えを改めた。ミカルの目に宿る光──それは、面子メンツのために勝敗にこだわる人間の目でも、瀕ひん死しの人間の目でもない。

　覚かく悟ごを決めた者の目だ。

「……撤てつ回かいしよう。全力をもって殺しにかかるのが、君に対する礼れい儀ぎのようだ」

　両手を軽く突つき出して、アンテノラは再度構える。

「感謝する──」

　答えたミカルは、腕をだらりと垂らしたまま、アンテノラと相対する。

　一いつ瞬しゆん、アンテノラは妙みような顔をした。が、すぐに踵かかとを上げて、

「せやッ！」

　回し蹴げりを放った。

「…………」

　ふらり、と身を動かして、ミカルはキックをよける。

　蹴り足を軸じくとし、アンテノラはもう一発蹴りを放つ。

　ふらり、とまたも身を揺ゆらして、ミカルは回かい避ひする。

　決して素す早ばやい動きではない。最小限の動きで、敵の攻こう撃げきを紙かみ一ひと重えでかわしている。

「……なんだありゃ？」

　ボルがリデルに問いかける。

「まるで糸でぶらさげた人形みてぇじゃねえか。あれが最終奥義？」

「ああ……」

　一方、リデルは一瞬たりとまばたきしてはならぬとばかり、じっとミカルの動きを凝ぎよう視ししている。

「軌道共鳴ってのは、直接相手にダメージを与あたえる技わざじゃねえんだ」

「…………？」

　妙だ、とアンテノラが訝いぶかり始めた。

　どんなに攻撃を繰くり出しても、ミカルにかすりもしない。まるで細い紙切れを蹴っているかのようだった。触ふれようとしても、足が起こす風圧で煽あおられ、届かない──という感じに似ている。

「チキュウ空手の基本は、相手の攻撃を受け流すことだ」

　リデルはボルに説明する。

「練習時は、基き礎そ系を頭の中に叩き込めばいい。だが実戦となれば、応用力が必要になる。敵の攻撃はどこから飛んでくるかもわからねえんだ、そいつに対応するには基礎の技をアレンジする必要がある。チキュウ空手の上手うまい下手は、その対応の速度にかかってるわけよ。ラグがゼロに近ければ近いほど、相手のエネルギーをより効率的に変へん換かんできる」

　時折パンチを交えながら、アンテノラは蹴りを次々と繰り出す。華か麗れいなコンビネーションは、しかしミカルを捕つかまえられない。

　何故か、ミカルはひたすら避さけるばかり、反撃には出てこない。

　アンテノラは徐じよ々じよに焦あせり始めた。

「軌道共鳴ってのは、そのラグを、ゼロを通り越こしてマイナスにしようってえ技だ」

「マイナス？」

　ボルはリデルの顔を見る。

「それって、どういうことでえ」

「簡単に言えば、相手の行動の一歩先を呼んで、先回りした対応を行うってこった。はたから見ると、まるで二人の思考が共鳴して、示し合わせているかのような動きになるから、軌道共鳴というらしい──んだが」

「んだが？」

「異常な集中力がいる。それこそ、死の淵ふちに立たされて初めて発揮できるやつがな……」

　亡ぼう霊れいのごときふわふわとした動きでありながら、ミカルの目はかっと見開かれていた。

　その目でアンテノラの動きを凝視し、対応して、攻撃を受け流す。

　完全集中しているため、一言もしゃべらない。

「徐々に反応速度を上げていく」リデルは言う。「そして、ラグがマイナスになった時に、反撃に転じる」

　それは、突然だった。

　ふわり、とアンテノラの足が、ミカルの肩かたに乗っかったように見えた。

「な……!?」

　アンテノラは、動どう揺ようした。

　あまりにも、自然な動きだった。ミカルにキックを入れようとしたはずなのに、ほんのわずかな手て応ごたえしかない。

　焦らず騒さわがず、ミカルはその足を回す。

「…………！」

　アンテノラの視界が反転した。

　ミカルはアンテノラの身体からだを跳はね上げる。

　アンテノラは着地して体勢を立て直そうとするが──

　着地点には、ミカルが先回りしている。

　立ち直った──アンテノラがそう思った時、彼の身体は再び宙に浮ういていた。

「なんだと……!?」

　肝きもが冷えるのを、アンテノラは感じた。

　再びの、アルマゲストバスターへの予備動作だ。だが、先さき程ほどまでとはまるで違ちがう。

　さっきの場合は、投げに多少なりと強ごう引いんなところがあった。故ゆえにつけいる隙すきもあったのだが──今度は、受けも投げもなめらかだった。

　ならば、とアンテノラは身をよじった。ミカルにかけられた回転を、さらに加速させる。

　先程同様、ミカルはタイミングをずらされて、崩くずれるはず──それがアンテノラの目もく論ろ見みだったが、

「…………」

　ミカルは難なくアンテノラを受け、投げ、さらに回転を加速させた。

「…………!!」

　自ら仕し掛かけた加速が仇あだとなった。どうにか保ち続けていた平へい衡こう感覚が吹ふき飛び、アンテノラはパニックに陥おちいる。

　そこを見計らい、ミカルは地を蹴けってアンテノラを追い──

　空中でアンテノラを捕まえた。逆さになったアンテノラの両りよう膝ひざ裏うらを押さえ込んで丸め、自身の膝をアンテノラの首の裏側に押しつける。

　このまま着地すれば、背骨を砕くだかれるのは必至。

「まだだ……！」

　だがそれは、この体勢で着地できれば、の話。

　横転を狙ねらって、アンテノラは身体を全力で揺ゆさぶった。

　狙い通り、ぐらりとアンテノラの視界が回転する。

　これならば大だい丈じよう夫ぶ、致ち命めい的なダメージには至らない──とアンテノラが安心したのも、つかの間。

　視界は予想以上に回転した。ぐるりぐるりと回転し続け、止とどまるところを知らない。

「…………!!」

　何が起きているのか、アンテノラは正確に悟さとった。

　ミカル自身が、ねじれ回転を加えているのだ──アンテノラを拘こう束そくしたまま。

「バカな!?」

　アンテノラは叫さけぶ。こんな回転を続けながら、うまいこと地上に着地できるはずがない。一歩間違えば、自分の方が頭から地面に激げき突とつするというのに──

　だが、もはや回転も落下も止まらない。

　地面と空が同時に迫せまり──




　ゴキン、と太い骨が折れる音が轟とどろいた。

　からみあった二人の影かげは──やがて二つに分かれ、両者ともに身体を地に投げ打つ。

　わずかに巻き上がった土つち煙けむりが引き──

　その向こうに現れたのは、ともに大の字になって寝ね転ころがっている、アンテノラとミカルの姿。

　双そう方ほうともに、ぴくりとも動かない。

「師し匠しよう!?」

　弾はじかれたように、リデルが駆かけ寄る。

　ミカルは顔面蒼そう白はくになって目を剝むき、凄すさまじい量の汗あせを流していた。激しく胸を上下させ、声も出ないというありさまだ。

　だが、生きている。

　一方アンテノラは──ぴくりとも動かない。

「どうやら、あなたの勝ちのようだ……」

　アギの声に、リデルは頭を持ち上げる。

　アギの姿は、徐じよ々じよに塵ちりと化しつつあった。

「八眼デイアボリツク争覇パーテイは、ただ勝者のみが生き残る容よう赦しやのない戦い。ま、これも運命ですかな」

　最さい期ごにそう言い残して、アギは消えていく。

「……うぬう……」

　うなり声を、ミカルは上げた。

　まだ呼気は激しいが、表情はやや穏おだやかになっていた。

「これ、だから……この、技わざは、使いたく、ないんじゃ……」

　どうにか声を絞しぼりだす。

「大丈夫ですか、師匠！」

　リデルの声に、ミカルは目だけ動かした。

「死にやせん……じゃが、指一本動かせん。それよか、しっかり目に焼き付けたか……？」

「もちろんです。チキュウ空手最終奥おう義ぎ、しかとこの目に……！」

「なら結構。今ので奥義皆かい伝でんじゃ。もう一回やれと言われてもやらんからな……」

「なんか、適当な伝授でさあね」

「仕方なかろ。今は別にやるべきことがある……わしを背負って、封ふう印いんの間まで連れて行け。結晶クリスタル連鎖チエイン円盤レンズを持っていかねばならんが、休きゆう憩けいがいる。……あ、あと」

　ミカルは視線をアンテノラの方に向けた。

「アンテノラから円盤を回収しておけ……」

「へい、了りよう解かいでさあ」

　リデルはアンテノラのもとにしゃがみこんだ。

　アンテノラの首は、あり得ない方向に折れ曲がっていた。
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「……ふあっ」

　自分がうたた寝ねしていたことに気づいて、テッキは妙みような声を上げた。

　声は思いの外大きく、ラウンジ中に響ひびいた。

「……館長殿どの」

　デイジーが、テッキの顔を見ながら自分の顎あごを叩たたく。

「……ム」

　指し摘てきされて、顎の冷たさを感じる。

　テッキは慌あわててハンカチを捜そうとしたが、

「こっち向いて下さいね」

　それより早くランコがハンカチを取りだし、テッキの顎を拭ぬぐった。

「……申し訳ありません」

　顔を赤くしながら、テッキはされるがままになる。

「お疲つかれでありましょう」

　もちろん、デイジーはよだれを垂らしたテッキを笑うことはしなかった。むしろ心配そうな目で、テッキの様子を探さぐる。

「自室でお休みになっていた方が良いのではありませんか？」

「いいえ、そうはいきませんよ」テッキは首を横に振った。「エルバ達が今も命を懸かけて戦っているであろうのに、このワタクシが一人寝ているなど、許されると思いますか」

　本心からの言葉だった。

　でき得うることならば、自ら万まん力りきを担かついで最後の戦いに赴おもむきたかった。身体からださえ万ばん全ぜんならば、テッキは間ま違ちがいなくそうしたことだろう。

　だが現実は、こうして博物館に留とどまり、ついうっかりうたた寝をしてしまうという体ていたらくである。

「ワタクシは、自分が情けなくて仕方ありません。こんな風に、人の帰りを待つなど、性しように合いませんよ」

　エルバが無事帰ってくるのかどうか──それを考えるだけで、テッキは心細くなる。

　自分は剛ごう胆たんな心の持ち主である、とテッキは信じていた。けれどもその信念は、ここしばらくのゴタゴタでひどく揺ゆらいでいる。

　待たされる身は、こんなにもつらいのか。エルバが昏こん睡すい状態から目覚めるのを待ち続けている時も、そうだった。自分は無力で、状じよう況きようの改善になんら寄き与よすることができない──そんな立場に立たされた時、テッキの心は狂くるおしいほどにうろたえ、まともな思考すらできなくなる。

　エルバがそばにいないというだけで、テッキは不安になる。

　──いつから、こんな風になってしまったのか。

「……まったく、情けないったらないですよ……本当に！」

　苛いら立だたしげに吐はき捨てて、テッキは改めて車くるま椅い子すに身を委ゆだねた。

　なんにせよ、今は待つしかないのだ──エルバが魔王を封ふうじ込めて、そしてサクラを引き連れて、無事に再び博物館に戻もどってくることを。







「追いかけてくるんじゃねェ──ッ！」

　全力で逃にげながら、エルバは追いすがる手にサーベルを叩きつける。

　刃は先さきは、バルヒーヨの手首を捉とらえた。骨を叩く鈍にぶい手て応ごたえを、エルバは感じた。

　死者の身体は、生者のそれとおおむね違わないようだった。皮ひ膚ふは裂さけたが、その下の骨は頑がん丈じようだ。斬きることはもちろん、叩き折ることも難しい。

「ふざけんなよ、まったくもう……！」

　バルヒーヨは一いつ切さい痛みを感じていないようだった。サーベルに叩かれてわずかにバランスを崩くずしたけれども、表情も変えず悲鳴も漏もらさず、すぐさまエルバの追走を続行する。

　追いかけてくるのはバルヒーヨだけではない。見たことのある顔、ない顔、総計約二十名が、エルバの命を奪うばわんと右から左から迫せまり来る。

　悪夢のような光景だった。

「走って走って！　まともに相手しちゃいけないよ！」

　エルバのすぐ後方を走るルナが、エルバを急せきたてる。能力逆流スピンオフによる固定も効かないとあれば、もはやひたすら逃げるより他ほかになかった。

「ああ……そうだよな……！」

　エルバはサーベルをルナに手て渡わたした後、ホルダーから円盤レンズを取りだした。

「召喚コンタクト！」

　円盤を目に入れて悪あく魔まを喚よぶ。次の瞬しゆん間かん、エルバの姿はヘルハウンド──赤黒い体色の犬と化している。

「逃げる！」

　四本の足で地を踏ふみしめて、エルバは加速する。

　痛みを知らない死者達とて、さすがに身体の構造上の限界速度を超こえることはできない。あっという間に差がついた。

「はいはい、皆みなさんは障害物競走して下さいね～！」

　壁かべに立てかけてあった数十本のカーテンレールのようなものを、ルナはサーベルを引っかけて盛せい大だいになぎ倒たおす。

　そして、空中で赤い霧きりに包み、固定した。簡単な柵さくができて、行き止まりを形作る。

　フロアの横よこ幅はばは広く、この程度で道を完全に塞ふさぐのは不可能だ──が、死者達は迂う回かいを強しいられる。迂回のタイムロスを作る程度で、十分だった。

　エルバの前方に、フロアの外へと向かう出口が現れる。扉とびらは室外の側に広がっていた。

「ぬおおおお──っ」

　最後の加速をかけた後、エルバはヘルハウンドの虚きよ体たいを解放する。

　慣性で速度は保たれるが、エルバの二本の足をその速度で回転させることはかなわない。

「うぬあッ。あぐッ!?」

　豪ごう快かいにバランスを崩して、エルバは横転した。砂じや利り道みちの坂を転がるボールのように跳はねながら、しかし出口に綺き麗れいに滑すべり込み、扉のそばでぴたりと止まる。

「ルナ！」

　目を回しながらもすぐに立ち直り、魔神の名を呼ぶ。

「今行くよ！」

　死者達の群れを五秒ほど引き離はなしたルナが、全力で駆かけつける。

　ルナが出口をくぐった瞬間、エルバは扉を閉じ、赤い霧で封をした。

　ドガン！　と死者達が激げき突とつする音が聞こえたが、扉は破れない。

「扉を塞げ！」

　室外すぐの場所には、棚たなやら箱やらが雑然と積み重ねられていた。エルバとルナは手当たり次し第だいに引っ張り出して扉の前に積つみ、ふさぐ。

　ドスンガスンと死者達はひたすらに扉を叩たたく。しかし、破れる気配はない。

「……ふいー……」

　とりあえず危機から逃のがれた、とエルバはその場に腰こしを下ろし、額を拭ぬぐった。

「我ながら、いい判断だったようだ」

「そうだね……こうして生き残っているんだから」

　ルナは扉の反対側に視線を投げた。

「問題は、ここから先、本当に地上に出られるかどうかなんだけれど……」

　太い廊ろう下かの奥は、ほんのわずかながら明るくなっていた。

「地上の光か」

　気づいて、エルバは顔を輝かがやかせた。

「こりゃついてる。こんな薄うす暗ぐらいところなんて、さっさと出ようぜ」

　立ち上がろうとして──びくりと身を震ふるわせる。

「痛ッ」

　びりっとした痛みが背に走る。前日、ヤミに斬きられた傷だ。

「……大だい丈じよう夫ぶ？」

　声をかけるルナを、エルバは手で制する。

「……問題ない。傷のことをすっかり忘れていたな」

　全力で走ったせいで、傷が開いたらしい。つい昨日斬られたばかりだから、塞がっていたのかどうかも怪あやしいが。

「行くぜ、ルナ。早くみんなと合流しなくちゃ」

　エルバは歩き始めた。傷に響ひびかないよう、だましだまし。

「……それは、そうだね」

　おとなしくルナは従い、その後についていく。

　長い廊下はやがて、階段につながった。オーケストラの一団が全員着席してもなお余るであろう幅の広い階段は、階上の別フロア──そっちもかなり広そうだ──へと直結しているようだ。白い光は、そのフロアから地下通路へと差し込んできている。

「…………」

　そんな光景に、エルバはふと足を止める。

「どうかした？　傷が痛む？」

「いや、背中は大丈夫だ。ただ、この階段──」

　ルナの問いに、エルバは前ぜん途とを見上げた。

「やたらと壮そう麗れいだよな。……すごくイヤな予感がするんだが」

「…………」

　同様にルナも階段の上を見やる。階上には、かなり広大な空間が広がっているのが窺うかがえる。しかしそれは、地下街そのものの天てん井じようではない。なんらかの人工建築物の天てん蓋がいが、存在するようだ。

「ああ……わかる。これは、なにかが待ち構えていそうな雰ふん囲い気きが、すごいする」

　と発言してから、ルナは言い直す。

「いや、『なにか』じゃなくて、──」

「それ以上言うな。行けばわかる」

　エルバは階段を上り始めた。

　階段の上には、広大な緑の空間が広がっていた。

「これは……」

　感かん嘆たんの声が、思わず漏もれる。

「森だと……？」

　森だった。

　四メートルから五メートルはあろうかという木が林立して、エルバの視界を塞いでいる。地面は芝しば生ふに覆おおわれ、小こ径みちが網あみの目のように延のびていた。よく見れば、蝶ちようや蜂はちなど、昆こん虫ちゆうも飛び交かっている。森林以外の何物でもない。

「まさか、地上に出てきてしまったんじゃねえだろうな」

　エルバは疑った。しかし空を見上げれば、天井がある。地下街の天井よりも明るい光を放って、森を明るく照らし出していた。

　周囲を見やれば、白い外がい壁へきがゆるやかなカーブを縦横双そう方ほうに描えがいている。縦方向のカーブはやがて天に届き、天井そのものとなっている。

「平べったい壺……かな？」

　形状を喩たとえて、ルナは言った。

「僕達はその壺の中にいるらしい」

「平べったい壺か。どこかで見かけたような形だな」

　エルバは即そく答とうした。

　外から眺ながめた封ふう印いんの間──あれは、さながら平べったい壺のような形ではなかったか。

「……緑に包まれた墓所、か。随ずい分ぶん贅ぜい沢たくな墓を与あたえられたもんだな、魔ま王おう様は……」

　呟つぶやきながら、エルバは前進を開始した。

　足が芝生を踏ふみしめる感かん触しよく、木々の手て触ざわり──どこを取ってみても、自然の森となんら遜そん色しよくはない。ここが何故なぜ地上でないのか、不思議で仕方がなかった。先祖達は、こんなものを作りあげる技術も持っていたらしい。

　森は永遠に続くかとも思われたが──不意に、視界が開け、芝生が途と切ぎれる。その向こうに待っていたのは、白い空間──白い天井と、白い床ゆかだ。

「君達の先祖達は、船のところどころに森を作った──」

　突とつ然ぜん、よく通る女性の声。

　すぐさま、エルバとルナはフロア中央に視線を投げる。

「寄り道してこなかったかね？　していれば、ビルの内側に生えている林、という奇き妙みような光景を見ることができたはずだがね」

　透とう明めいな巨きよ岩がんに、一人の女性が腰こし掛かけていた。

　金きん髪ぱつの、見たことのない女性だった。

「…………？」

　既き視し感かんを、エルバは覚えた。どこかで見たことのあるような顔だった──が、思い出せない。

　だが、その奇妙な衣服、なにか架か空くうの宗教の僧そう服ふくを思わせるような着衣には、見覚えがある。

「──ブラナか」

　静かに、エルバはその名を呼ぶ。

　ブラナはにっこりと笑ってみせた。

「母なる星の自然環かん境きようを船内に作り出すことで、気休めとしたのだろう。昔の私であれば、なんとも愚おろかな行こう為いだと罵ののしったところだが──今では、彼らの気持ちもよくわかる。数千年も船の中に押し込められていたら、気き詰づまりしないわけがない。そう考えると、彼らが私をここに封印したというのは、私に対する一種の敬意だったのか──とも思えてくる」
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「ああ。俺も死ぬ時はこんな場所に葬ほうむられたいもんだな」

　警けい戒かい心しんを露あらわにしつつ、エルバは答えた。

「ハハッ！　そいつは、遺言と捉とらえていいのかな」

「フン。俺はここで死ぬつもりはねえぜ」

「君の意志など関係ないよ。……私がこの場で君を葬るのだから」

　す、とブラナは立ち上がった。

「それにしても、意外と早かったじゃないか、君。他ほかのお仲間はどうしたんだい？」

「ほどなく到とう着ちやくするはずだ。おまえを封印するためにな」

　平静を装よそおってすらすらと噓うそを並べ立てつつ、エルバは肝きもが縮み上がる思いをしていた。

　ブラナの言う通りだ──エルバとルナの他に、封印の間へたどり着いている者はいない。

　エルバとルナが、最初の到とう達たつ者だった。

　なんてこった、とエルバは内心悔くやんだが、もう遅おそい。あの大きな階段を見た段階で、移民船の最深部に近づいているであろうことは予測できたが、まさかブラナがこんなにもあっさり姿を現すとは思ってもみなかった。

「それはどうかな？」ブラナは首を振ふる。「ルシアン達の出で迎むかえを受けたんじゃないのかね？　今頃、彼らが君のお仲間の相手をしているんじゃないのかな」

「…………」

　あり得うる話だ。封印の間直結の地下道に運良く──運悪く、と言ってもいいかもしれないが──転がり込んだのはエルバとルナだけ。他の面々は、ビルの下した敷じきにならなかったとしても、ルシアン達に捕つかまったことだろう。

　何人がここまで来られるか──知れたものではない。

　それどころか、ルシアン達がここに戻もどってくる可能性もある。

　虚こ空くうの魔神の円盤レンズと、結晶クリスタル連鎖法チエインの円盤──どちらかが敵の手に落ちていれば、事態は絶望的になる。

「ルシアン、セブンデイ、アンテノラ──三人とも一いつ騎き当千の強つわ者ものだ。むろん、君のお仲間の実力を低く見積もるつもりはないけれど、彼らと戦って、ただでは済むまいよ。五体満足でここにたどり着けたら、かなりの僥ぎよう倖こうだ」

　言葉を重ねて、ブラナはエルバを揺ゆさぶりにかかる。

「こうなることは最初からわかっていたはずだよ、君。私に逆らおうという試みが、いかに無む謀ぼうなものか……」

　そして、すっと目を細め──ブラナは殺気を放つ。

「愚ぐ行こうの報むくいは、命をもって支し払はらってもらうよ」

「……エルバ」

　ルナが、エルバを見やる。

　ブラナの視線を正面から受け止めて、エルバは頭をもたげた。

「俺は、みんなを信じる。ルシアン達を叩たたきのめして、ここに来てくれることをな」

　力強く宣言し、ブラナを指さす。

「ま、……それまでに俺が単身でおまえを倒たおしてしまうかもしれないけどね」

「あくまでも戦う、というわけか」

　失望するふりを見せるブラナ。

「この場で頭を下げれば、許してあげないこともないんだが」

「こっちから願い下げだ。俺の進む道を曲げたいというのなら、力ずくでやってみせろ！」

　エルバはサーベルを抜ぬいた。

「……こちらに人ひと質じちがいる、とわかっていても？」

　にやり、とブラナは口元を吊つり上げる。

　もちろんそうくるよな、とエルバは思った。

　努めてエルバはサクラの名前を出さないようにしていた──ひょっとしたらブラナがその存在を忘れているかもしれない、という可能性に賭かけて。だが、そうは問屋が卸おろさないようだ。

　けれども──弱みを見せるわけにはいかない。

「わかっているとも」

　動どう揺ようを表さないよう気を付けながら、エルバは言い返す。

「魔ま王おうを封ふうじる、という大目的のためには、サクラの犠ぎ牲せいもやむを得ない」

　本心ではないが、今はこう言うしかない。

　ところが──

「おや？　気づいてない？」

　ブラナは妙みような表情を閃ひらめかせた。

「……どういう意味だよ」

「サクラもそうだが……この肉体も、君に対する立派な人質じゃないか」

「……なに？」

　エルバは目を瞬またたかせた。

　もう一度、ブラナの依より代しろとなっている女性を観察する。

　金きん髪ぱつセミロングの、少女だった。年ねん齢れいは十八歳程度と見えるが──ブラナがかりそめの復活のためにおいておいた身体からだだというのならば、実年齢はもっと上なのだろう。地下の医い療りよう施し設せつから引っ張り出してきた、過去の八眼デイアボリツク争覇パーテイ参加者なのだろうが──

「人質だと？　どういう意味だ……？」

　依代の人物を、以前どこかで見かけたことがあるような気がする。

　しかし、どんなに記き憶おくを掘ほり返してみても、わからない。

「おいルナ──」

　まさか自分の脳内に、まだ記憶を封じられた部分があるんじゃないか──エルバは視線でルナに問いかける。

「いやいや、知らないよ？」

　ルナは首を横に振った。そこには、何かを隠かくしているような態度はまったくない。

　少し考えて、エルバは結論を得た──わからないなら、ブラナに聞くのが手っ取り早い。

「何か勘かん違ちがいしてるんじゃないか、魔王様よ？　俺はそんな女性、知らないぜ」

「ちょ……本当かね？」

　ブラナは軽い驚おどろきの表情を見せた。

「君は……自分の母親の顔も覚えてないのか？」

「…………」

　正確に十秒間沈ちん黙もくしたのち、

「……おまえ、今何つった」

　エルバは問いかけた。

「この肉体の持ち主の名はマグノリア・エリクセンという」

　ブラナは説明する。

「マグノリア……！」

　その名前には、聞き覚えがあった。

　かつてルナによって封ふう印いんされた記憶──父チェビアトが殺される情景の中だ。

　その中でヤミは、エルバの母、チェビアトの妻に変身していた。

　その姿を見て、チェビアトは妻の名を呼んだ──マグノリア、と。

　やっとエルバは既き視し感かんの正体に思い至った。

　当時十二歳のエルバに、父を刺さし殺すためのナイフを与あたえた女性。

　ヤミが化けた母の姿に、今のブラナはそっくりなのだ。

「エリクセンというのは旧きゆう姓せい」ブラナは語り続ける。「結けつ婚こんしてナイトロンド姓になったはずだが、彼女はエリクセン姓を公こう称しようしていた。何故かと言えば──」

「エリクセン？」ルナが言った。「エリクセンと言ったら──魔王の瞳ひとみを封じた守護者八家の一つじゃないか」

「なんだと」エルバはルナに顔を向ける。「というかルナ、おまえも何も知らなかったのか」

「知らなかったよ。以前にも言ったと思うけど、チェビアトは過去のこと──というか、奥さんの話を僕に一言も教えてくれなかったもの」

「なら教えようじゃないか。マグノリアは、先祖代々の義務──魔王封印を果たすために、七回目の八眼争覇に参加していた。約二十年──十九年前のことかな？　たしか、君を生んだ直後だったはずだ」

　ブラナは、エルバを指さした。

「八眼争覇に参加していた、だと……？　しかも、俺を生んだ直後に？」

「ああ。彼女にしてみれば、跡あと継つぎが欲しかったんだろう。自分が義務を果たせなかった時に、遺志を継ついでくれる人間がね。だが、彼女は勝つことができなかった」

「第七回……というと、勝者はマモルか」

「そういうことになる。マグノリアを倒たおしたのはマモルじゃないがね……ともかく、彼女は敗北して、瀕ひん死しの状態となった。そのまま放置されていたら、野垂れ死にしていたところだったろうが、それはあまりにも哀あわれだと思ったので、拾って地下施設で治療してあげたんだ。いざという時の依代としてなかなか具合が良さそうだ、とも感じたしね。その見立ては間違ってなかった、と実感しているところだよ、今」

　両りよう腕うでを、ブラナは大きく動かしてみせる。

「君に、実の母親と戦うことができるかな……？」

「……いやいやいや」

　頭の中が真っ白になるのを、エルバは感じた。

「いきなり出てきて母親とか……どういうことだよ」

　あまりにも突とつ然ぜんすぎる話で、理解が追いつかない。

　そんなエルバを、ブラナは見み逃のがさない。

「フフ……」

　ブラナの右目が、青い光をたたえた。

　と同時に、右手に青い炎ほのおが宿る。

「それは──獄ごく炎えんか」

　ネアの力との共通点を、ルナは見み抜ぬいた。

「私は君達の父であり母だ。使えないはずがないだろう？」

　ブラナは手をぐっと握にぎって、突つき出す。

　途と端たん、青い炎の柱が[image: 迸]ほとばしった。

「エルバ！」

　突き倒すような格好で、ルナはエルバに体当たりをかける。

　放心状態から抜ぬけ出ていなかったエルバは、いいようになぎ倒された。

　直後、青い炎がエルバのいた場所を通り抜け、後背の森を直ちよく撃げきする。枝葉は青い炎に包まれ、燃え上がると見えたが、すぐに消える。

「突っ立ってたらやられるよ、エルバ！」

　ルナは強ごう引いんにエルバを引き起こした。

「……お、おう」

　我に返って、エルバは立ち直る。

　魔ま王おうの眼前で放心するなど、自殺行こう為いだ。

　今は、戦わなければならない──心中の混乱を強引に抑おさえ込み、気持ちを切り替かえる。

「そこ！」

　再度、ブラナは炎を放つ。

「くそ──！」

　エルバとルナは、左右に分かれて跳んだ。青い炎は、床ゆかをなめるだけで終わる。

「おまえのいいようにやらせるかよ！」

　跳んだ先で体勢を立て直し、サーベルを構え、エルバはタンカを切った。

　だが──どうするか？

　ブラナの言う通り、依より代しろの人物が母親だというのなら──そしてその魂たましいが生きているというのなら──傷つけることなどできはしない。

「虚きよ勢せいがどこまで続くか、見せてもらおうか！」

　今度は、ブラナの左目が紫むらさき色いろの光を放った。

　ブラナの背後から、三匹びきの蝶ちようがひらひらと舞まい出る。

「……ベルの蝶か!?」

　正体を見抜いて、エルバが叫さけぶ。

　蝶はブラナとエルバらの間に進み出ると、光を放ち、悪魔の姿をなす。

　ワータイガー。

　アスラベア。

　フォークスワローワー。

　七段級から八段級の悪魔が、同時に三体姿を現していた。

　ワータイガーはエルバを、アスラベアとフォークスワローワーはルナをターゲットとし、襲おそいかかる。

「また、とんでもないのばかりを出してくる！」

　エルバはサーベルを突き出し、ワータイガーの突とつ進しんを受けようとした。

　だが、押し寄せるワータイガーの姿は、エルバの死を恐おそれる本能を惹じやつ起きするに十分な迫はく力りよくを持っていた。

「やっぱ無理！」

　きびすを返し、エルバは逃にげ出した。







「これは……何があった？」

　奇き妙みような光景に、クラヴリーとカエデは思わず足を止めていた。

　グレン・ダールとセブンデイが、ともに傷つき、倒たおれていた。

　事切れて、既すでに時間が経たっているのだろう。いずれの身体からだも、冷たくなっている。

「グレン・ダール……」

　カエデは、グレン・ダールの下もとにひざまずく。グレン・ダールの表情は、心なしか穏おだやかに見えた。

「仕事は果たした、ということか……？」

　呟つぶやいて、目を閉じ、祈いのりを捧ささげる。

「問題は、こっちだ」

　セブンデイの遺い骸がいの前で、クラヴリーは腕うでを組む。

　セブンデイは全ぜん裸らだった。

「謎なぞすぎる。グレン・ダールがこいつの服を剝はいだとは思えないし……きれいさっぱり全裸だなあ」

　うつぶせのセブンデイの身体に手を伸のばすが、

「おまえ、まさか裸はだかをじっくり見たいとか言い出すんじゃないだろうな」

　鋭するどい声で、カエデが制した。

「まっさかあ」

　裏声で、クラヴリーは答えた。

「……魔神の円盤レンズを回収しておこうと思っただけさ」

　セブンデイの頭に手をかけ、ベルの円盤を目から取り出そうとする。

「うむ？……なんか、色々はめてあるな」

　セブンデイの目にはまっていたのは、ベルの円盤だけではなかった。ついでとばかり、鬼き神しんの円盤も全部回収する。

「ああ……こちらも回収しておいた方がいいか」

　カエデも、グレン・ダールの目からネアの円盤を取り上げた。

「できれば葬ほうむってから行きたいところだが、残念なことに時間がない」

　クラヴリーは立ち上がった。

「しかし、野ざらしというのは哀あわれすぎる……」

　なにか、シーツのようなものはないかとカエデは周囲を見み渡わたす。だが、二百年放置された街に、そんなものがあるわけがない。

「哀れだが、仕方ないさ。事が済んだら、地上に連れ帰って葬る──そう約するしかない」

「冷たい話だが──たしかに仕方ない」

　カエデも認めるしかなかった。

「ここは首都直下だから、まだマシさ。戦場では、死体を連れ帰ることすらままならなかった」

　西部内乱時の記き憶おくが、一いつ瞬しゆんクラヴリーの脳のう裏りをよぎった。が、頭かぶりを振ふってすぐに振り払はらう。

「行こう。急いだ方がいい」

「……ああ……」

　グレン・ダールを見捨てていくのに、まだカエデには抵てい抗こうがあった。

　けれども、クラヴリーは後ろを振り返らず、封ふう印いんの間を目指していく。

「……すまん。あんたとは、一度手合わせしたかったんだがな……」

　短く謝ってから、カエデはクラヴリーの後を追った。







「逃げてばかりでどうしようというんだ!?　エルバ！」

　青い炎ほのおを球状に丸め、ブラナは次から次へとエルバ目がけて発射する。

　弾だん速そくこそ速いものの、狙ねらいは適当だ。ある弾たまははるか彼方かなたを通り抜ぬけていき、ある弾はエルバを襲うワータイガーに命中、ワータイガーを燃え上がらせる。

　だが、幻げん影えいの力で喚よび出された悪魔に召しよう喚かん主はいない。全身燃え上がろうと、逆流バツクワードで苦しむ人間はいないのだ。全身炎えん上じようしているのをまったく意に介かいさず、その爪つめを振るう。

「うるせえよ……！」

　炎に燃える爪を、エルバは大きく引いてかわす。

　逃にげながら、戦せん闘とう方針を組み立てる。

　最大の問題は、ブラナが実体を持っているということだ。虚きよ体たいではない以上、紋様アンチクリプト破壊ストライクどころか解かい析せきすることすら不可能だ。

　ということは、勝ち手は二つ。依より代しろを殺すか、魔ま王おうの円盤をマグノリアの目から奪うばい取るか。

　だが、ブラナは八柱の魔神の力全すべてを使いこなす。悪魔を統すべる王だけあって、隙すきはない。虚こ空くうの魔神、結晶クリスタル連鎖法チエイン、どちらもない現状は、圧あつ倒とう的てきに不利。

　ひたすら自分の身を守り続けて戦いを引き延ばし、仲間の到とう着ちやくを待つ──それがもっとも手て堅がたい戦い方なのだろうが、守ってばかりではつけ込まれ続けるだけだ。

　エルバは左の腕から、隠かくし持つ鎖くさりを投げた。

　先せん端たんの錘おもりはワータイガーを逸それて、あらぬ方向に飛ぶ──と見えたが、ワータイガーの後背でありえない方向に曲がる。赤い霧きりをパイプ状にして鎖をくぐらせる、エルバの常じよう套とうの戦法だ。

「…………!?」

　ワータイガーの反応は遅おくれた。鎖はワータイガーの身体に巻き付いて、両腕を封じる。

「せッ！」

　大きく踏ふみ出して、エルバはワータイガーの足を薙ないだ。

　召喚主という内ない軸じくを持たない悪魔の足は、あっさりと切り落とされた。バランスを崩くずしてワータイガーは転てん倒とうしかけ──

「それよッ！」

　ぐい、とエルバは鎖を引っ張って、ワータイガーを放ほうり投げた。

　空中で鎖を離はなし、虚体を投とう擲てきする。低い軌き道どうを描えがく先にいるのは、ブラナだ。

「フフ……！」

　ブラナの青い目が、藍あい色いろにその輝かがやきを変えた。

　大きく踏み出すとともに固めた右掌しよう底ていを突つき出し、

「ふんッ！」

　ワータイガーを叩たたいた。

　ワータイガーの虚体は炸さく裂れつした。塵ちりと化して飛び散り──その中から、新たな蝶ちようの群れが生まれる。

「この程度で、私に傷をつけられると思うのかね……」

　舞まう蝶の向こうには、ブラナの余よ裕ゆうの表情。

　蝶は再び集合して、ワータイガーの姿に戻もどる。半人半はん獣じゆうの悪魔は再び二本の足で床ゆかを蹴けり、エルバに向かって突とつ撃げきしてきた。

「……埒らちが明かねえ……！」

　エルバは吐はき捨てた。

　ちらり、とルナに視線を投げる。ルナはルナで、二体の悪魔を相手に塵器ストライカーを振るい、どうにか持ちこたえているという風だ。助けを求めることすらままならない。

「ああ、畜ちく生しよう！」

　エルバは鎖を放り投げ、ワータイガーを捕つかまえにかかった。

　先さき程ほどのことで学習したのか、ワータイガーは必要以上に大きく動き、避さけようとした。

　そこへ、エルバが一気に踏み込む。

「それよッ」

　急に迫せまられて、ワータイガーは反応が遅れた。慌あわてて爪を構え、突きを放とうとする──が、それより早くエルバのサーベルがワータイガーの右みぎ腕うでを切り落とした。

「ゴアアアアッ」

　吹ふき飛ぶ腕を払いのけて、ワータイガーは左の爪を繰くり出す。

　エルバはこれをしゃがんでかわし、立ち上がると同時に腕を叩き斬きった。

「グゴオッ!?」

　ワータイガーを無力化しつつ、エルバの目はその向こうの魔王の姿を捉とらえる。ブラナが右側へ走り、エルバとの間合いを詰つめようとしているのがかいま見えた。

　動きを完全に見通すには、ワータイガーの身体からだが邪じや魔まだ。回り込むべくエルバはダッシュして──

「……なにッ!?」

　木の根か何かにつま先をぶつけたような感覚。

　足を取られて、エルバの上体が前のめる。

　転倒は免まぬかれ得ない、と両腕を伸のばす──が、その先にいるのは、拳こぶしを固めたブラナだった。

「ふぬんッ！」

　渾こん身しんのアッパーが、エルバの顔面に炸裂する。

「…………!?」

　クリーンヒットを受けて、エルバの身体──そして視界が、ねじれた。

　そこへもう一発、ブラナはストレートを叩き込む。

「ぐはうッ」

　肺から空気を絞しぼり出される音が、エルバの口から漏もれる。

　エルバの身体は軽く吹き飛び、数メートル飛んで、地面に激げき突とつした。

「エルバ君!?」

　異常に気づいてルナは声をかけた。が、二体の悪魔の抑おさえに精せい一いつ杯ぱいで、駆かけ寄る余裕はない。

「……クソ……ッ！」

　エルバはすぐさま立ち上がって、ブラナに備えた。が、殴なぐられたあたりが異様に痛み、思わず身体を曲げる。

　ブラナは剛ごう力りきの能力を駆く使ししていた。威い力りよくは抜ばつ群ぐんだ。骨が折れている気配がなく、脳しんとうにもならなかったのは、僥ぎよう倖こうとしか言いようがない。

　だが、足を取られてさえいなければ、クリーンヒットを被こうむることはなかったはずだ。足を引っかけたのは一体何だったんだ、とエルバは顔をもたげ──

「随ずい分ぶん単純な手に引っかかったものだね」

　ブラナは、「それ」を軽く蹴け飛とばした。

　切り落とした、ワータイガーの腕だった。

　一点だけ、普ふ通つうと異なるのは、それが赤い霧きりに包まれているということだ。

　その赤い霧は、エルバが発したものではない。当然ルナの行こう為いでもない。

　ということは──

「…………！」

　気づいて、エルバはブラナを見返す。

「もちろん、私がやったことさ」

　してやったり、とブラナは軽く一礼する。

「君は氷結の逆流能力スピンオフでいろんな相手をハメてきた。やり返されても仕方がないだろう」

「…………」

　エルバは何も言い返せなかった。

　こんなシンプルな手を使ってくるとは、思っていなかった。氷結の力によるトラップにまさか自分が引っかかるとは──少しだけ笑いたくなったが、今はそんな場合ではない。

　殴られたところに加えて、背中もまた痛み始めた。さっきの衝しよう撃げきで、傷口が大きく開いたらしい。

「こたえているようだ」ブラナは言う。「そうだろう……今のは、かなりいい手て応ごたえがあったからね。よく立ち上がれるものだ、とむしろ感かん嘆たんするよ」

　自分が猫ねこ背ぜになっていることに、エルバは気づいた。胸を張ろうとすると、背中が鋭するどい痛みを発する。

　背を伸ばせない。

「どうやら、君の母親を連れてくるまでもなかったようだ。所しよ詮せん、君一人じゃ私には勝てないのだよ。……どうだね、これでもまだ、私の軍門に降る気はないのか？」

　エルバの正面に立って、ブラナは降こう伏ふく勧かん告こくを行う。

　もう一発、さっきみたいなパンチを叩たたき込まれたら、もう立ち直れないだろう。

　さりとて、状じよう況きようを逆転させるためのアイデアなど、ない。

　絶望的だ。

「賢けん明めいな人間であれば、無む駄だに命を投げ出すような行為は慎つつしむものだ」

　が──ブラナの言葉が、エルバの記き憶おくを揺ゆり起こす。

「……その台詞せりふ、前に聞いたことがあるぜ」

　苦しみの表情は隠かくせない。それでもエルバは虚きよ勢せいを張る。

「そう……バルヒーヨだ。バルヒーヨが、同じことを言っていた……」

　三ヶ月前、東番外地でバルヒーヨと戦った時のことを、思い出す。

「あいつは、『この世には二種類の人間がいる』と言っていた。バルヒーヨの力を認めて従う賢明な人間と、力を認めず抗あらがってひどい目に遭あう愚おろかな人間の二種類、とか言ってたかな……。だがあの野や郎ろうは、結局のところ俺達に倒たおされた。ついさっき地下で会ってきたが、快適な生活を送っている風ではなかったな」

「……何が言いたい？」

「バルヒーヨと同じことを言うあんたは、バルヒーヨの同類──つまり、小物ってこった」

「……ハッ！」

　侮ぶ蔑べつの言葉を、ブラナは笑って受け流した。

「では、小物に抹まつ殺さつされる君は小物以下だな……！」

　左目を藍あい色いろに輝かがやかせ、拳こぶしを固める。

　ただでは死ぬかよ、とエルバは身構える。命と引き替かえにしてでも、魔ま王おうの円盤レンズを引っ張り出してやる、と決意を固め──

「はあああ──ッ」

「ぬううううッ」

　二人は雄お叫たけびを上げて、身体からだを突つっ込ませた。

　しかし──

「待てえィッ！」

　二つの人ひと影かげが、唐とう突とつに割り込んできた。

「のお……ッ!?」

　ブラナとエルバ、ともに視界が回転する。

　エルバの身体は一回転した。が、綺き麗れいに着地する。

　一方、ブラナは天高く投げ飛ばされていた。

　投げ飛ばしたのは──細身の少女。

「ミカルか……！」

　エルバがその名を呼ぶと、

「おおよ！」

　ミカルは答え、親指を突き立てた。

「なんで勝手に始めてんだよ、エルバ」

　エルバを投げ飛ばしたリデルが、肩かたを叩く。

「おまえらが遅おそいんだよ」

　言い返して、エルバもリデルの腕うでを叩いた。

「ぬう……！」

　空中でバランスを取り戻もどし、ブラナは膝を折って着地した。

「おまえも来たか……ミカル・ナガサカ！」

「アンテノラは倒してきたぞ！」

　ミカルはポケットの中から剛ごう力りきの鬼き神しんの円盤を取りだし、ブラナに見せつけてやった。

「ほほう……」

　しかし、ブラナは動どう揺ようの態度を表さない。

「なるほど、そのおかげで随ずい分ぶんお疲つかれのようだ」

　ミカルは肩で息いきをしていた。その表情も険しい。体力の消しよう耗もうは、誰だれの目にも明らかだ。

「君が最高のコンディションであれば、私は受け身すら取れずに地面に激げき突とつしていただろうに、そうはならなかった。恐おそるるに足らず、だな」

「フン、そうかもしれん」ミカルは鼻で笑った。「じゃが、おまえを滅ほろぼすのはチキュウ空手ではないわ。……結晶クリスタル連鎖法チエイン、発動！」

　いきなり、ミカルは結晶連鎖法を発動した。

「巻き込まれるのは遠えん慮りよだぜ！」

　ミカルに取りついていたボルが飛んだ。水中を泳ぐタコのように触しよく手しゆを動かし、直上に浮ふ遊ゆうしていく。

「おっと、突然だね！」

　ルナも気づいて、浮遊能力を発揮した。アスラベアとフォークスワローワーを置き去りに、舞まい上がる。

「…………！」

　結晶連鎖法は、あっという間に効力範はん囲いを広げていった。

　まず、ルナを足止めしていた二体の悪魔が巻き込まれた。手先足先から虚きよ体たいがボロボロと崩くずれ、結けつ晶しよう化していき、もがきながら消しよう滅めつする。

　だが──ブラナは、慌あわてない。

「その程度、想定済みだよ」

　その言葉とともに、ブラナの右目が黄色く輝いた。

　きらきらと鈍にぶい光を放つ結晶の壁かべが、ブラナへと迫せまっていく。

　しかし、ある地点で壁の前進はぴたりと止まる。

「ぬむ……!?　何故なぜ止まる!?」

　目を剝むくミカルに、エルバが説明する。

「虚こ空くうの力だ！　あいつ、塵ちりの真空で壁を防いでいるんだよ！」

　結晶連鎖法は大気中の塵を結晶と化す技わざ。塵が存在しなければ、その力を発揮できるはずがない。

「塵の真空」を壁のように形作り、結晶の侵しん食しよくを止めているのだ。

「昨日は無力な姿を晒さらしていたが故ゆえに不覚を取ったが、八柱の魔ま神じんの力全すべてを使える今ならば、敵ではない──！」

　両手を広げて、ブラナは押し出すような仕草を見せる。

　それに伴ともなって──

「これは……!?」

　驚おどろきの声を、リデルが上げる。

　結晶連鎖法の効力範囲が、じりじりと退しりぞき始めた。

　塵の真空の壁と直接触ふれ合う結晶の壁の位置が、エルバ達に向かって近づいてきている。

　ブラナは、結晶連鎖法をすら圧殺しようとしているのだ。

「噓うそだろ……！」

　このまま完全に押し込められてしまったら、ブラナを無力化することは不可能。

「そうはさせるか！」

　宙に逃のがれていたルナが急降下、塵の真空の壁を突つき抜ぬけ、塵器ストライカーをブラナの脳天に振ふり下ろす。

「フン！」

　右手を一振りして、ブラナは青い炎ほのおを振り放った。

「ム……！」

　ルナは軌き道どうを曲げて着地、炎を避さける。塵器もむなしく空を切る。

「器用な真似まねをしなさんな、魔王さんよ！」

　ルナを追いかけて着地したボルが、六足歩行の低い姿勢で地を這はってブラナに迫る。残る二本の触手を伸のばし、ブラナの足を捕つかまえようとするが、

「遅い遅い！」

　ブラナは左目を藍あい色いろに光らせて、素す早ばやく踏ふみ込んだ。触手に捕とらえられるより早くボルを蹴け飛とばす。

「ウギャ──ッ！」

　剛力の力で蹴飛ばされ、ボルは見事に吹ふき飛んだ。

「そらッ」

　ルナがブラナの背面に回り込み、斬きりつける。

　くるりと身体からだを半回転させると、ブラナは高く足を掲かかげた。

「…………！」

　足裏で、サーベルの刃はをぴたりと受け止める。

「な……！」

　続けざまに回し蹴りを放つブラナ。ルナは身を引いて、かろうじて直ちよく撃げきを免まぬかれる。

　ルナを怯ひるませた隙すきにブラナも大きく引いて、間合いを取った。

「あやつはバケモノか……!?」

　ミカルは驚きっぱなしだった。二柱の魔神を向こうに回している間も、塵の真空の壁は──速度はやや下がったにせよ──じりじりと連れん鎖さ法の壁を押し込んでいる。

　結晶連鎖法すら防ぐとは、予想外だ。ブラナを止めるにはどうすればいいのか。そもそも、止めることが可能なのか？

　迷いに迷ったあげく──

「……おおおおお──ッ」

　エルバは雄お叫たけびを上げた。

　猛もう然ぜんと、壁の向こうへ突とつ撃げきする。

「ンだらああああ──ッ!!」

　身体の痛みをおして、一気に距きよ離りを詰つめ、全力でブラナに斬りつけた。

「できるのかね、君に……！」

　ブラナは一歩たりと引かず、脳天で刃を受けようとした。

「…………ッ!!」

　エルバはためらうことなく、そのままサーベルを振り下ろす。

「……おおッ!?」

　エルバの本気を感じ取って、ブラナは咄とつ嗟さに飛び退のいた。

「本気かね、エルバ！　この身体は君の母親のものだぞ!?」

「……なに!?」

　その他一同が一いつ斉せいに驚きの声を上げ、エルバを注視する。

「うるせ──ッ!!」

　絶ぜつ叫きようで、エルバは応こたえた。

「ンなことにこだわっている場合じゃねえ……！　ああ、たしかにおまえの円盤レンズを取りだして、その身体を傷つけずに決着つけてやろうと思ってたさ！　だがもう、おまえを殺さなきゃ、殺されるのは俺達だ……！」

　踏み出して、容よう赦しやなくブラナに斬りつける。

「なにを……貴様！」

　身をよじって、ブラナは攻こう撃げきをかわす。

「正気で言っているのか!?」

「正気に、決まっているッ！」

　と答えるエルバの声は、もはや正気とは言い難がたかった。

　エルバは胸の中心目がけ突きを放った。

　すんでのところで、ブラナは剣けん先さきに空を突かせる。

　エルバの上体がせり出して、バランスを崩くずした。

「正気じゃないな！」

　ブラナの前に首を差し出したようなものだった。

　青い炎で直接焼くべく、エルバの眼前に手を伸ばし──

「…………なに!?」

　しかし、炎が出てこない。

　手の平を捕まえて、エルバはブラナの腕うでを巻き込んだ。

　背負い投げの要領で、ブラナの身体を投げ飛ばす。

「ぬふッ!?」

　背中から落ちるブラナ。

　視界が一回転して──その隅すみに、新たな人ひと影かげを見み出いだす。

「……間に合ったと見て、よろしいか？」

　クラヴリーとカエデが、姿を現していた──ミカル達と、ブラナを挟はさんで反対の側に。

　そして、その二人に挟まれるように、ミナ──虚こ空くうの魔ま神じんが立っている。

「……間に合った……」

　ミナは額の第三の目を輝かがやかせ、虚空の能力逆流スピンオフを発動させている。

「いつの間に……!?」

　ブラナは、色をなした。

　ミナが、ブラナのいる場所からも塵ちりを奪うばい去っている。

　これでは、塵を介かいする力を振ふるうことはできない。

「どこから出てきた！」ブラナは叫さけぶ。「何故なぜ突然姿を現した!?」

「あんたが魔神の居場所を感知できるのは知っている」答えたのは、クラヴリーだった。「ついこの間、あんた自身がカエデに教えたそうだな？　なんで、円盤を外したままでここまで歩いてきた」

「……では、エルバ……！」

　ブラナはエルバに向き直る。

　と──エルバの手が、ブラナの顔面を捕つかまえる。

「まあ、そういうことだ！」

　ブラナを組み敷しきながら、エルバは答えた。

「あんたの背面にクラヴリー達が現れたのが見えたんでね。アホみたいに暴れて、あんたの注意を惹ひいたってわけだよ！」

「やれ、エルバ！」カエデが叫んだ。「そいつの目から、円盤を奪い取れ！」

「冗じよう談だんではない……！　貴様……！」

　エルバを振り払はらおうと、ブラナは剛ごう力りきの能力逆流を発揮を試みる。しかし、塵の真空の中にあっては、人間相応の力しか出すことはできない。

「無様だな！　魔王ともあろうものが一人の人間に押さえ込まれるとはよ！」

　エルバは両手首を握にぎられながらも、じわじわとブラナの顔に手を近づけていく。

「ふざけるな！」ブラナは最後の抵てい抗こうをする。「この身体からだは貴様の母親のものだぞ！　こうなれば舌を嚙かみきって、──」

　途と端たん、エルバは片腕を振り払って自由にすると、手をブラナの口の中に突つっ込んだ。

「モガッ」

　意味を成なさない言葉を、ブラナは漏もらした。

「これなら舌は嚙めないだろうが!?」

　エルバの言葉に、ブラナは歯を手に食い込ませて答える。

　痛みに、エルバは顔を歪ゆがめる。だが、決して手は引かない。

「あきらめろよ……！」

　膝ひざを使ってブラナの腕を押さえ込み、顔面に手をかけ──

「これかッ」

　右目から、円盤を抉えぐり出す。

「やめろ……！」

　ブラナの制止を、エルバは聞かない。

　ブラナの左目も光っていたことを思い出し、続けざまに左目にも指を突っ込む。

　すると──指先に、手て応ごたえがある。八枚の円盤レンズを四枚ずつ一組にして、両目に収めていたのだろう。

「こっちもよこせッ！」

　エルバは、もう一枚の円盤も奪い取った。

「……ぬうう……！」

　不気味なうなり声を、魔王は漏らした。

　急速に身体から力が抜ぬけていき──ぺたり、とその手が落ちる。

　エルバの手を嚙む歯からも、力が抜けた。エルバは手を引っこ抜く。

　静かに、エルバは立ち上がった。その肉体は、まだ鼓こ動どうを続けている。が、目を覚まして動き出す気配はない。

　手の中で、エルバは二つの円盤を近づける。

　円盤はぺたりとくっついて、一枚になった。

「やった……のか」

　おそるおそる、エルバは口にした。

「魔王を……倒たおした……？」

「いいや、まだだ」

　男の声が割り込む。

　見やると──すぐそばに、マモルが立っていた。

「うわあ」エルバは驚おどろいた。「あんたも来てたのかよ」

「フッ」マモルは肩かたをすくめる。「完全な封ふう印いんを果たさない限り、完全に勝ったとは言えない」

「その通りだな……」

　ゆったりとした足取りで、クラヴリーらも近づいてきた。

「博物館に帰るまでが、魔ま王おう討とう伐ばつツアーだ。きっちり手順を踏ふむ必要がある」

「なんなんだよ、あんたら」

　と言いつつ、エルバは笑えみをこぼした。

「遅おくれて来ておいて、どうこう言うなよ」

「済まなかったな……だが、こっちも色々あったんだ」カエデが言う。「ベイセル・アードレーは瓦が礫れきの下した敷じきになって……グレン・ダールはセブンデイと相あい討うちになっていた」

「……そうなのか」

　と答えてから、エルバは他の契けい約やく者の存在を思い出す。

「あと、アンテノラとルシアンは──」

「アンテノラは、わしが片をつけてやったぞ」とミカル。

「ルシアンは俺が始末した」とマモル。

「……なら……俺達の完全勝利ってことか？」

「そういうことだ」マモルは頷うなずいた。「ちょっと、魔王の円盤を見せてくれないか」

「ああ……どうぞ」

　エルバはマモルに円盤を差し出した。

　受け取ると、マモルは円盤の表裏を確かく認にんする。

「間ま違ちがいない、本物だ」

　満足して、マモルは笑顔を見せた。

「フッ」

　つい、エルバは安あん堵どの笑みを漏らした。

「俺が円盤を取り出すところ、見てただろ。さりげなく俺が偽にせ物ものとすり替かえた、とでも？」

「念のため、確認する必要はあるだろ。だが、問題ない──魔王の円盤で、問題ない」

　そう言うと、マモルは突とつ然ぜんサーベルを抜き放ち──

　エルバを袈け裟さ切りにした。







　その場を包み込みつつあった、祝勝の雰ふん囲い気きは、一いつ瞬しゆんで吹ふき飛んだ。

「……マモル!?」

　数瞬の沈ちん黙もくを、ミカルの叫さけびが破る。

　とどめとばかり、マモルはエルバの胸に突つきを放った。

　エルバは素す手でで刃はをつかみ、強ごう引いんに止める。

「……これは……塵器ストライカー……!?」

　にやり、とマモルは笑って答えると──その身を塵ちりのカーテンで包む。

　塵のカーテンの下から、新たに姿を現したのは──

「ヤミ、か……！」

　カエデが刀を振ふるい、割り込んだ──が、ヤミは素早く飛びすさる。

　血にまみれたエルバが、ふらりとよろけた。

「エルバ……！」

　カエデが倒れるエルバを抱だき留め、

「ま……待ちやがれ！」

　他の面々はリデルを先頭に、ヤミを追う。

　ヤミの逃とう走そう距きよ離りは、短かった。

　封印の間を囲む森の入口で、ルシアンが待機していたからだ。

「やあ、よくできました……」

　ヤミにねぎらいの言葉をかけながら、ルシアンは片手を広げる。ヤミはその手に魔王の円盤レンズを投げ込んだ。

「貴様……！」

　エルバのもとに駆かけ寄ったカエデとルナを除く面々が、ルシアンを囲い込む。

「マモルに化けて忍しのび寄るとは、なんと卑ひ劣れつな……！」

　ミカルの糾きゆう弾だんの言葉を、ルシアンは何ら意に介かいさない。

「これが闇やみ照てらしの力ですから。ちなみに、マモル・デュバリエはこの手できっちり始末してきましたので……」

「な……なんじゃと!?」

　驚きに、ミカルは目を見開く。

「ほったらかしにしてきたんで、死体は見せられないですけどね……。ま、僕の言葉を信じて下さいよ」

　ルシアンは肩かたをすくめた。

「そして、あなた方の言葉を信じるならば、アンテノラもセブンデイもやられた、と。魔王の遺志を継つごうとする者は、僕一人だけになったらしい。ならば、僕が魔王の依より代しろとなることに、何の問題もありませんよね……」

　そして、魔王の円盤を右目の中に入れた。

　ルシアンの右目が虹にじ色いろの輝かがやきを放ち──

「……ふう……。やってくれたじゃないか、諸君」
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　気配が変わった。

　見ただけでわかる──ブラナが、その姿を変えて再び顕あらわれたのだと。

「ブラナ……！　ルシアンの身体からだを乗っ取ったのか……！」

　クラヴリーがその名を呼ぶと、答えてブラナは目を動かす。

「ぶしつけな言い方ですね。一つの肉体を二人で共有している──と言ってもらいたいところです」

　その口調は、ルシアンのものだった。

「……どういうこと……」

　ミナの問いに、答えたのはブラナの口調だった。

「今言った通りさ。私が彼を一方的に乗っ取って、彼の意志を押し潰つぶすのはあまりに惜おしい」

「……二重人格、ともまた違うようさな」

　ミカルが呟つぶやく。

「ま、どうでもいいことじゃ。……わしらは、今のようなやり方で、もう一度円盤を奪うばい返す。今いま更さら新たな依代を得たところで、自由時間がちょっと延のびただけじゃぞ」

　クラヴリー、ミナ、ミカル、リデルが、ルシアン＝ブラナとヤミを囲み込む。倒たおれたエルバのもとには、ルナ、ボル、カエデが揃そろっている。多勢に無勢は、明らかだ。

　それでもルシアンは、背せ伸のびしてエルバの様子を見──

「ルナが消えていないということは、エルバは死んでいないということですね。どうやら、殺し損そこねたようで」

　まだまだ、余よ裕ゆうの態度を見せている。

「まあ……死出の旅路へ向かう時間が、ちょっと延びただけですけどね」

「おいおい、あんた、状じよう況きようをわきまえてんのか──」

　リデルがツッコミを入れようとした、その時。

　ズゴゴ……と鈍にぶい重低音が、どこかから響ひびき始める。

　まるで地じ震しんの前兆のような音だが──揺ゆれ具合は、先さき程ほどの地震とも違う。

「僕は、お先に失礼させて頂きますよ──」

　素早くルシアンは身を翻ひるがえし、森の中へと突っ込んでいく。

「待ちやがれ、この──」

　リデルが追いかけようとしたが、

「──いや、待て！」

　ミカルがシャツをつかんで引き留める。

「これは──まずいぞ！」

　音は、頭上から聞こえてきていた。

　ほどなくして一同は悟さとった──何かとんでもない力が、天てん井じようを崩ほう落らくさせようとしている、と。

「何が来るの、これは……!?」

　頭上を見上げるルナ。天井から、粉のようなものがぼろぼろと落ち始めている。

「見てる場合じゃねえぜ！」ボルも叫さけんだ。「おまえ、エルバを運ぶの手伝えよ！」

　カエデは既すでにエルバの肩を抱だき上げていた。ルナは反対側に入ろうとするが──

「……あの人を……」

　苦しげな声で呟きながら、エルバはブラナの依代──マグノリアの身体を指さした。

「連れてってくれ……頼たのむ……」

「……わかった」

　ルナは即そく答とうして、マグノリアのもとに駆け寄った。

　その間にも、天井の音おん響きようは勢いを増していく。

　やがてメリメリと何かが千切れ、砕くだける音がして、天井にヒビが入る。

　蜘蛛くもの巣すはあっという間に広がり──崩ほう壊かいした。

「逃にげろ……！」

　クラヴリー以下一同、封ふう印いんの間の出口に向かって全力で駆かけ出す。

　崩壊した天井の割れ目から、なにか巨きよ大だいなものが姿を現した。

　それは天井をかき分け、せり出してくる。

　逃げながらミカルは後背を振ふり返り、その巨大なものを視界に捉とらえる。

「あれは……」

　その正体を見み抜ぬくのに、ミカルは五秒という長い時間を要した。

　形状自体は決して見慣れないものではない。だが、それがあまりに巨大すぎるが故ゆえに、それをそれとして認にん識しきできなかったのだ。

「足の裏……だと……!?」

　足の裏、だった。

「あれは……『しろがねの悪あく竜りゆう』ではないか……!?」

　白く輝く鱗うろこに包まれた巨大な足が、封印の間の天井を砕いてぶち抜ぬき、ついに地面に到とう達たつする。

　途と端たんに、凄すさまじい風が巻き起こり、逃げるミカル達の身体を吹ふき飛ばした──
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　しろがねの悪竜は、封印の間の天てん蓋がいに足をかけ、押し潰つぶそうとしていた。

　その背せ丈たけは周囲の高層ビルと肩かたを並べ、その足裏は広場一つに収まらないほど大きい。

　そのような巨体に体重をかけられては、たとえ旧世代の科学力で構築された建築物とて、ひとたまりもない。

　頑がん丈じような抵てい抗こうはあったものの、ついに天蓋はひび割れて崩くずれ、悪竜の足はドームの中へとめり込んでいく。

　巨大な足が空気を一挙に押し出して、足と屋根の隙すき間まから風が勢いよく吹き上がり、破は片へん類を舞まい飛ばす。

　その風を浴びながら、しろがねの悪竜は全身の鱗を輝かがやかせる。

　死の街の薄うす暗ぐらい照明の下もとにあっても、銀色の輝きは失うせることを知らない。







「……悪竜……！」

　封印の間正面の太い道路を走りながら、クラヴリーは背を振り仰あおぐ。

「三ヶ月ぶりの再会か……二度と会うまいと思ってたんだがね！」

　その姿形、独特の威い容よう、三ヶ月前のそれと変わりない──一点を除いては。

「前の時より、大きくねえですかい!?」

　リデルが指し摘てきする。

　東番外地に現れた時の悪竜よりも、はるかに巨大だった。

「いかにも……」ミカルは焦あせりを隠かくさない。「三ヶ月でずいぶん育ったようじゃな、悪あく魔まの分際で……！」

　悪竜は封印の間から足を引き抜き、道路の側に戻もどした。ズシン、と低く響ひびく着地の音が、その質量の大きさを物語る。

「最後の最後で、とんでもない敵が出てきてくれたな……！」

　頭を高くもたげて、カエデが呟つぶやく。

　悪竜の顔が、クラヴリーらの姿を捉える。

　ブレスを吐はいてくるつもりか、とクラヴリーらは身構えたが──

　意外にも、悪竜は両りよう腕うでを伸のばすと、その手を地につけた。

　四つんばいになって、その顎あごが地に着くほどに頭を下げる。

「フフフ……」

　どこからともなく現れたブラナが、ヤミとともに悪竜の頭上に飛び乗った。

「さすがルシアン、万ばん事じぬかりない。なるほど、彼こそが私達の依より代しろとしてふさわしい人物だったようだ」

「……ブラナ！」

　息も絶え絶えながら、エルバが怒ど鳴なる。

「やあ、惜おしかったね……」

　ねぎらいの言葉を、ブラナは返した。

「もう一息で、私達を再さい封ふう印いんできたところだったのに。実に惜しかった」

「うるせえよ……」

　ブラナの嘲ちよう弄ろうを、エルバは怒いかりをもって受け止める。

「もう一回だ……もう一回てめえを捕つかまえて、円盤レンズを奪うばい取るだけだ……！」

「威い勢せいはよろしい」

　ブラナは軽く片手を上げる。

「だが、この悪竜がいる限り、そいつは非現実的な望みというものだ」

「非現実的だと？　おまえ、俺達が悪竜と戦って勝ったこと、もう忘れたのか──」

　とまで言って、エルバは大事なことを思い出した。

　たしかに、エルバ達は三ヶ月前、悪竜を滅ほろぼすことに成功した。

　悪竜の依代となった、エイジ・タツミヤを直接殺すことによって。

　それは逆に言うと、依代が死なない限り、悪竜を滅ぼすことはかなわないということ。

「だ……誰だれだ……？」

　エルバは問いかけた。

「おまえ……誰を依代にした!?」

「いい質問ですね」

　答えたのは、ルシアンの口調だった。

「気になるだろうと思っていました。というわけで、特別に見せて差し上げようと思います」

　悪竜が、腕に力をこめて上体を起こした。

　悪竜の胸部が、ちょうどいい高さで固定される。

　悪竜の頭部からヤミがすっと降りてきて、胸部のそばで静止する。

　ヤミが手をかけると、胸部を覆おおう虚きよ体たいが左右に分かれ、えぐれていく。

　その奥に現れたのは──

「…………!!」

　エルバを始め、一同、絶句する。

　しかしそれは、誰もが予期していた人物でもあった。
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「サクラ……!!」

　目を閉とざしたサクラが、しろがねの悪竜の胸部に埋うもれていた──かつてのエイジ・タツミヤのように。




「心配することはない……」

　悪竜の頭上から、ブラナはエルバを見下ろして語る。

「彼女の身体からだは完治している。だから、悪竜の力をフルに発揮することができるだろう──」

「待て！」

　エルバの隣となりで、カエデが言い返す。

「悪竜召しよう喚かんは、竜りゆう人じんでなければできないんじゃなかったのか!?」

「そんなことは、ありませんよ」

　ルシアンの口調が、問いに答えた。

「十年前と三ヶ月前、二度悪竜を喚よび出して、データを集めたんです。悪竜の力を効率的に発揮するためには、いかなる改造を加えればいいのか、という目的の下にね。その結果が、これですよ」

　悪竜の胸に開いた穴が塞ふさがり、サクラの姿が埋もれていく。

「サクラ……！」

　エルバはサクラに手を伸のばしたが、その手はあまりにも短い。

　頭をもたげた悪竜は、胸きよう郭かくをふくらませていく。

「……ブレスの予備動作だ！」

　クラヴリーの声と同時に、全員が横に散って、ビルの陰かげに隠かくれる。

　一いつ瞬しゆんの呼吸停止の後、悪竜は巨きよ大だいな口から息を思いきり吐はき出した。

　銀色のきらめきを伴ともなった暴風が、大通りを突つき抜ぬけていく。

「ぬうう……!!」

　ビルという遮しや蔽へい物を得ていてもなお、ブレスの勢いは強きよう烈れつに過ぎた。轟ごう音おんが耳を聾ろうし、油断すると吹ふき飛ばされそうになる。

　道路の中央に並び立っていた街路樹が揺ゆらぎ、きしんだ。根本が抉えぐれ、舗ほ装そうの下から木の根が露あらわになり、そのまま吹き飛ばされていく。文字通り、根こそぎもっていかれた。

　ブレスの勢いはゆうに一分続いた後、やっとのことでおさまる。

「相変わらず、壮そう絶ぜつな威い力りよくだ……！」

　ブレスが続いている間閉じていた目を開けて、クラヴリーは驚きよう愕がくする。自分達が立っていた場所は、完全に様変わりしていた。大災害に襲おそわれた直後のような光景だ──つい先程までは、整然とした街角だったというのに。

　しろがねの悪あく竜りゆうは、その重い足を動かして、前進を始めた。

「……一いつ旦たん引くぞ！」

　クラヴリーは一同に呼びかけた。

「どこかに隠れて、体勢を立て直すんだ！」

　その提案に反対する者はいなかった。

　悪竜に背を向けて、全員全力で逃にげ出した。




「おや……」

　逃げ出したクラヴリー達の姿を見て、ブラナは微笑ほほえんだ。

「簡単に逃がしはしないよ」

　と言いつつ、悪竜に直接には追わせない。

　悪竜は横へ動いて、ビルとビルの間に身体を割り込ませる。

　そして、肩かた口ぐちからビルに体当たりをかけた。

　ビルを覆う窓のガラスが砕くだけ、バラバラと地上にこぼれ落ちていく。

　二度、三度とぶち当たる内に、ビルはぐらぐらと揺れ──四度目で、ついに根本部分に亀き裂れつが入った。

　ゆっくりとビルは傾かしいで──隣のビルに激げき突とつする。

　あとはドミノ倒たおしだ。隣りん接せつするビルは、順番に体当たりを受けて、順番に倒とう壊かいしていった。




「俺に任せろ……！」

　歯を食いしばって頭をもたげ、エルバは赤い霧きりを頭上に放った。

　崩ほう落らくするビルの破は片へんが、次から次へと降ってくる。人を容易に叩たたきつぶせるサイズの塊かたまりも、決して少なくはない。

　赤い霧は、エルバ達の行く道の頭上をネットのように覆おおった。落ちてくる瓦が礫れきは赤いネットに包まれて静止、決して地面にまでは落ちてこない。

「急いで……！」

　しんがりを行くルナが一同を急せきたてる。ネットを最後にくぐった後、赤い霧を順次消していく。支えを失った瓦礫は、次から次へと落下して道を塞いでいった。

「エルバ、無理はするなよ！」

　エルバの肩かたを担かつぐカエデが声をかける。身体前面からの出血で、エルバもカエデも血まみれになっていた。

「まだ大だい丈じよう夫ぶだ……！」

　と言い返すエルバの顔色は、決して良くはない。表情も苦しげだ。

「どこか、休める場所を探さなきゃ、だな……」

　カエデの呟つぶやきに、先頭を行くミカルが頷うなずいた。

「こっちじゃ！　こっち行くぞ！」

　急に進路を変えて、右の曲がり角に飛び込む。あとを追う一同も、それに続いた。







　地上、連れん邦ぽう議事堂付近。

　連邦議会は休会中ながら、何故かものものしい雰ふん囲い気きに包まれていた。警察官が多数、議事堂を守るように配置されているのである。

　警官達は「テロリストが議事堂を爆ばく破はする、という予告が入ったので、不ふ審しん人物を発見次し第だい捕つかまえられたし」との命令を受けていた。

　その実は──エルバ達が議事堂に攻こう撃げきを仕し掛かけてくる可能性に備え、ルシアンが総そう督とく権限でもって警官を手配したのだった。

　朝から厳重な警備態勢は続いていたが──昼前に、異変は発生した。

　官庁街は、もっとも馬車の行き交かう量が多い街区の一つである。馬車といっても、車を牽ひくのは馬ではなく、馬型悪あく魔まだ。御ぎよ者しやは自ら悪魔となって馬車を牽き、客を乗せて走る。

　その馬型悪魔達が、一いつ斉せいに苦しみだした。

「……なんだ!?」

　馬車に乗っていたとある官かん僚りようが、突とつ然ぜんの衝しよう撃げきに頭をしたたかに打ち付ける。

「おい、一体どうなっている──」

　馬車から出るが早いか怒ど鳴なりつけようとするが、

「ぐぬおおおおおッ」

　馬型悪魔は、官僚の姿を見るやいきなり襲おそいかかり、地面に引き倒した。

「おい、何をしている──」

　警備に就ついていた警官が数名、機き敏びんな歩調で近づいてきた。暴漢を迅じん速そくに拘こう束そくすべく、悪魔を喚よび出すが──

「……ぬう……おおおアアア……!?」

　悪魔を喚んだ警官はことごとくおかしくなり、暴漢とともに暴れ始めた。

　そんな光景が、議事堂周辺、官庁街で一挙に発生した。平へい穏おんだった街は、突然の地じ獄ごく絵え図と成り代わる。

「な、なんだ……!?」

「何が起きている!?」

　通行人達もわけがわからず、ただ目を剝むくばかりだった。

　まず、聡さとい人間は危機を感じ取って全力で逃げだした。他の大多数の人間は、それを見て初めて逃とう走そうに移る。だが、一部の運の悪い人間は悪魔に捕まり、故なき暴力をその身に受けた。

　また、警官達は自ら悪魔を喚んで事態の収拾にかかったが──

「召喚コンタクト！……んん……おおお……ッ!?」

　悪魔の虚きよ体たいに包まれた途と端たんに苦しみ出し、理性を失ったかのような振ふる舞まいを始める。

「これは……三ヶ月前のアレと同じことが起きているのか……!?」

　ただ一人、たまたまこの場に居合わせた人物──私立探たん偵ていのタバラスが、三ヶ月前に東番外地で起きた現象との共通点に気がついた。

　同調現象。

　東番外地で悪あく竜りゆうが目覚めた時、悪魔を喚んでいた人間は皆みな悪魔に精神を乗っ取られ、大暴れを始めた。悪竜の復活が、周囲にいる悪魔達の精神活動の賦ふ活かつを促うながしたが故ゆえの結果だった。

　同じことが発生している、とタバラスは悟さとったが、すぐに次の大きな疑問にぶち当たる。

「だが、悪竜なんてどこにもいないぞ……!?」

　必死になって周囲をぐるりと見み渡わたすが、しろがねの悪竜の姿はどこにもない。

　彼には到とう底てい想像し得ないことだった──地下の死の街で復活した悪竜の影えい響きようが、地上にまで及およんでいるなどとは。

　まったくわけがわからなかったが──同調現象の起きている範はん囲いは存外狭せまい、ということにもタバラスは気がついた。

「ここはとにかく、逃にげるが吉きちか……！」

　身の安全を図はかるため、タバラスは同調現象の範はん囲い外がいへと逃げ出した。







「さしあたり、この程度しかできないが……」

　包帯を巻き終えて、ミカルはエルバの顔をのぞき込む。

「気分はどうじゃ？」

「……さっきまでに比べれば、かなり良くなった」

　血に汚よごれ、裂さけた上着を着直して、エルバはゆっくりと立ち上がった。身体からだを軽く動かして、具合を確かめるが──

「……うう……」

　痛みが走って、思わず壁かべに寄りかかる。

「大だい丈じよう夫ぶか」

　慌あわててミカルとカエデが支えにかかる。

　エルバは自分自身の周囲に赤い霧きりを張り巡めぐらせて、転てん倒とうを防いだ。

「……あまり大丈夫じゃねえ……が、寝ねてる場合じゃねえからな……」

「その通りだ」

　事務的な声を、クラヴリーが投げかける。

「だが……どうする？　この状じよう況きよう──」

　その問いかけの意味するところは、重い。

　十年前、リの一族の居留地でしろがねの悪竜と遭そう遇ぐうしたクラヴリーは、依より代しろ──エイジの父──を殺すことで、悪竜を鎮しずめた。紋様アンチクリプト破壊ストライクを放っても、悪竜を消し飛ばすことはできなかったからだ。

　三ヶ月前、東番外地に現れた悪竜も、紋様破壊で消し飛ばすことはできなかった。故にカエデが単身で悪竜にとりつき、依代となったエイジを殺すことで、鎮めた。

　そして今、サクラが依代となったということは──

「結局、こういうことになるのか──！」

　ガン、とカエデが壁を叩たたく。

「せっかく、サクラを救うチャンスができたと思っていたのに！」

「だが……こうなった以上、どうしようもない……」

　クラヴリーは唇くちびるを嚙かみしめる。

「サクラを殺すより他ほかに、悪竜を止める手段はない。ブラナを抑おさえるためには、サクラに犠ぎ牲せいになってもらうしか──」

「わかっている……わかっているさ」

　肩かたを落として、カエデは長い息を吐はき出した。

「多分、それは私が負うべき役目なんだろう。……なあ、エルバ──」

　エルバは宙に視線をさまよわせ、何事か考え続けていたが──

「……いいや、まだだ」

　と呟つぶやいた。

「どういう意味じゃ」

　ミカルの問いに、エルバは首をねじって、一同を見渡す。

「たしかに過去二度、依代を殺すことで、なんとか悪竜を鎮めることができた。だが……依代を殺さなくとも、悪竜を鎮める方法はないのか？」

「そんな手段があれば、とっくにやっている」

　カエデは苛いら立だちを隠かくさなかった。

　だが、エルバは臆おくせずに言葉を続ける。

「いや……あるぞ。悪竜を鎮めうる可能性を持つ手段が、今はある」

「今は、だと？」

　リデルが眉まゆをひそめる。

「こいつだ」

　エルバはミカルの首根っこを引き寄せると、目を指さした。

「……おいおい、さしものわしとて、あれをチキュウ空手で投げ飛ばすのは無理じゃぞ」

「んなことは期待してねえ。俺が言ってるのは、おまえの目に入っているものだよ」

　ミカルははっと息を吞のんだ。

「……結晶クリスタル連鎖法チエインか！」

「ああ」エルバは頷うなずいた。「結晶連鎖法は、魔ま王おうですら崩くずすことができたんだ。悪あく竜りゆうを崩せないなんてことがあるか？」

「……あり得る」

　ぽつり、とミナが言った。

「足から順番に悪竜を崩して、依代を無理矢理引きはがす……できるかもしれない」

「本当か、ミナ」

　クラヴリーの言葉に、

「……確信は持てない……けど……試ためす価値はある……」

　細い声で、ミナは答えた。

「やれるのか、そんなこと」

　カエデは懐かい疑ぎ的だったが、

「やるんだよ」

　エルバは言葉に決意を込めた。

「やるんだ……サクラを取り戻もどすんだ」

「なるほど……」

　ニッ、とミカルはエルバに笑えみを見せた。

「おまえの気持ち、よくわかった。その話、のってやる。マモルの仇かたきも取らねばならんからな……。いっちょ、奴やつの鼻柱を粉ふん砕さいしてやろうじゃないか」

「ああ……そうだな。サクラを殺すのは、最後の手段だ」

　クラヴリーが、エルバに頷いてみせる。

「カエデは、──」

　エルバは、カエデにうかがいを立てる。

「……はあ、まったく……」

　カエデは自分の後頭部をかきむしるように撫なでた。

「サクラを生きて取り戻すことができるのなら、それに越こしたことはない。それともおまえ、私が好きでサクラを殺したがっているとでも思うのか」

「ンなこたねえよ」

　エルバは肩をすくめた。

「……と、どうやらこっちに近づいてくるようだぜ」

　横手に顔を向けて、リデルが言った。

　その方向から、ズズン……ズズン……と響ひびく音が聞こえてくる。音は徐じよ々じよに大きくなりつつあった。

「休きゆう憩けい時間はここまでか」

　壁かべの向こうの悪竜の姿を思い描えがきつつ、エルバは歩き始めた。







「悪竜の巨きよ体たい化に成功したのは結構だったが……」

　悪竜の頭上で揺ゆられながら、ブラナが呟いた。

「移動速度が遅おそくなったのは、少々厄やつ介かいだな」

「申し訳ありませんね」

　同じ口から、ルシアンの声が漏もれる。

　ルシアンの身体からだの内側には、二つの意識が宿っている。その二つの意識が発声を介かいして会話するというのは、傍はた目めには随ずい分ぶんおかしな光景だった。

「ここまで大きくなってしまうとは、想像外でした。けれども、このサイズならば戦せん闘とう能力は抜ばつ群ぐんですよ。厚みが増したおかげで、紋様解析クリプトアナライズも簡単にはできなくなりましたし──」

「ま、仕方ないというところかな。今いま更さら調整し直すことなど無理だし」

　妥だ協きようの言葉を口にして、ブラナは身を乗り出した。

　エルバ達が潜ひそんでいる場所は、おおよそ見当がついている。

　ブラナは集中し、魔神の存在をサーチする。ブラナ特有の感覚は、ある一点を示した。三体の魔神が固まってひそむ、ある一点を。

「あの辺のビルに隠かくれているのか──」

　もっとも、ビルが林立しているため、正確にどのビルにいるのかまでは、わからない。

「ま、あたりをつけて、まとめてビルをなぎ倒たおせばいいだけの話だが──」

　もう一度ドミノ倒しを引き起こすため、ブラナは悪竜を歩ませた。動きながら、最適な起動ポイントを探す。

　ポイント近くの大通りに出た時──

「──おや」

　ブラナの目が、人ひと影かげを捉とらえた。

　悪竜を食い止めるべく立ちはだかる、複数の人影に。




「まだだぜ……仕し掛かけるのは」

　悪竜の一挙一投足を注視しながら、エルバはミカルに言う。

「わかっておるわ。奴が一発ブレスを吐はいてから、結晶連鎖法──じゃな」

　ミカルは作戦内容を復唱した。

「……結けつ晶しようそのものを、ブレスで吹ふき飛ばされるかもしれないから……」

　補足するように、ミナが呟つぶやいた。

「結晶クリスタル連鎖法チエインは諸もろ刃はの剣つるぎだからねえ……慎しん重ちようにいかないと」

「まったくだぜ。俺ぁ結晶化するのはゴメンだぜえ」

　最後に、ルナとボルが言葉を漏らす。

　結晶連鎖法を仕掛けるミカル。

　ブレスから身を守るための壁を作るエルバ。

　ブラナがヤミを率いて直接攻こう撃げきを仕掛けてきた時のための対処要員のミナ、ルナ、ボル。

　二人と三柱で、彼らは悪あく竜りゆうの前に立ち塞ふさがった。

「それにしても──でかいな」

　首を折れそうなほどに曲げて、ミカルは悪竜を見上げる。

　あまりにも巨きよ大だいな物体は、その存在だけでひどい冗じよう談だんのように思えてくる。ミカルの頰ほおは、自然とゆるんだ。

「なんだか、笑えてくるのお」

「今から強きよう烈れつなブレスが来たら、笑ってられなくなると思うぜ。……そら来た！」

　悪竜は、頭を振ふり下ろしつつ、エルバ達にブレスを吐きつけた。

「ルナ！」

「任せて！」

　エルバとルナが進み出て、赤い霧きりを放った。

　二人で円えん錐すい状の障しよう壁へきを作り出し、ブレスを正面から受け止める。

「…………!!」

　途と端たん、強烈な衝しよう撃げきが、エルバとルナの両りよう腕うでに加わった。

「これは……前の時より強いぞ……！」

　三ヶ月前にも、同様の方法でブレスの直撃を防いだことがある。だが、その時よりも風圧は強烈だった。

「身体が大きい分、肺活量も増えているってことかな……！」

　必死にこらえながら、ルナが言う。

　嵐あらしのごとき強風は永遠に続くかとも思われたが──肺活量は、決して無限ではない。やがてブレスの勢いは弱まり、ついには途切れる。

「チェンジだ！」

「おおよ！」

　ブレスが止やんだのを見計らい、ミカルが前面に出た。

「結晶連鎖法、発動！」

　目を輝かがやかせて、結晶化を開始する。

「…………」

　同時にミナが塵ちりの真空による壁を作り、自身とルナ、ボルの虚きよ体たいを守る。

　結晶連鎖法はあっという間に領域を広げていき、すぐに悪竜の足を結晶化し始めた。




「もちろん、そうきますよね。結晶連鎖法……」

　ルシアンの声が、呟いた。

　直下を見やれば、悪竜の足は、つま先さきから結晶化し、崩ほう壊かいを始めている。

　だが、ルシアン──ブラナは焦あせらない。

「でも、忘れてもらっては困りますよ。アンテノラさんの研究のおかげで、結晶連鎖法の致ち命めい的てき欠点もわかっているんですからね……！」




「……あれ……」

　最初に異変に気づいたのは、ミナだった。

　崩くずれゆくはずの悪竜の足が、形を取り戻もどしていく。

「な……なに!?」

　驚おどろいて、エルバも目を剝むいた。

「まさか、結晶連鎖法も悪竜には効かないってのか……！」

「ンなバカな話があるかよ！」

　ボルがひょいと飛び出して、ミナの作る塵の真空の壁かべの向こう側へと突つき抜ぬけた。

　ボルの身体からだは、結けつ晶しよう化するはずだったが──

　何の変化も起こらない。

「……こりゃ、結晶連鎖法そのものが発動してねえみてえだぜ！」

「な……そんなバカな話があるか！」

　ミカルは叫さけんだ。が、現実は現実である。なにが原因なのか、と思し索さくを巡めぐらせ──

「よもや、この円盤レンズが機能を失ったのか」

　すぐさま目から円盤を取りだし、アンテノラから奪うばった結晶クリスタル連鎖チエイン円盤レンズをはめ直す。

「結晶連鎖法、発動！」

　発動した──が、結晶化が発生するのは一いつ瞬しゆん、ボルの姿はそのままに残る。

「何が起きているんだ、こいつは──」

　とまで言いかけて、エルバはピンときた。

　似たような現象ならば、つい昨日見たばかりではないか──死者の辻つじで。

「誰だれかが既すでに結晶連鎖法を発動させている──!?」

　ルナが思わず声を上げる。

「それだ」エルバは頷うなずいた。「他ほかにもブラナの協力者がいたのか。だが、どこにいる──」

　エルバ達に、それを探す暇ひまは与あたえられなかった。

　しろがねの悪竜がさらに踏ふみ込んで、ブレスを吐はきつけてきた。




「なんだ、あれは──」

　クラヴリーが街角を見下ろして、呟つぶやいた。

　クラヴリー、リデル、カエデの三名は、近くのビルの中に隠かくれて戦せん況きようを観察していた。リデルとカエデは、結晶連鎖法が発動しないという奇き妙みような現象に目を奪われていたが、ただ一人クラヴリーだけが、別の箇か所しよに視線を投げている。

　死の街に似つかわしくないもの──まばらな人ひと影かげが、大通り横の細い道を歩いている。

「おお？　こんなところに人が──」

　異常に気づいたリデルが、その人影の内に知った顔を見み出いだす。

「大将──ありゃ、バルヒーヨじゃねえですかい!?」

「なんだと!?」

　思わずクラヴリーは窓に張り付いた。

　リデルの指さす先を目で追い──バルヒーヨがふらりふらりと歩いているのを確かく認にんする。

「なんであの野や郎ろうが、こんなところに──!?」

　ブラナが死体を回収して、自分の兵隊として使えるようにしたのか、というところまでは想像がつく。だが、何故なぜこのタイミングでこんなところを歩いているのか──

「これは──ひょっとしたら、とんでもないことになっているかもしれないぞ」

　ある可能性に思い至って、カエデは顔を青くした。




「あ──あいつらか!?」

　ブレスを赤い壁で受け止めているさなか、エルバは死者達の影かげに気がついた。横の細い道をふらふらと歩いている。

「な、なんじゃあ、あいつらは」

　ミカルもその姿を認めたが、ブレスが含ふくむ銀色の輝かがやきが見通しを悪くしていて、はっきりとは見えない。

「地下で出会った死者達か……」

　ルナが、その正体を見み抜ぬいた。

「死者達？」

「うん。僕とエルバは地下道を歩いて封ふう印いんの間まで来たんだけどね……途と中ちゆうで、死者の群れに出くわした。過去に八眼デイアボリツク争覇パーテイで敗れて死んでいった者達の死体なんだろう。それをブラナが回収して、動かせるようにしたらしい。僕達は二十体くらいに追いかけられたけど、ブラナの口ぶりから察するに、他にももっとたくさんいるようだ」

「衝しよう撃げき情報じゃな」

　努めて冷静に、ミカルは言った。

「そいつらは、悪あく魔ま召しよう喚かん能力を持っておるのか」

「わからん」エルバが答えた。「だが、鬼き神しんみたいに霧きりを放って、能力逆流スピンオフの干かん渉しようをキャンセルする力は持っていた。ってことは、悪魔を喚よぶ力くらいはあるんだろうが──」

「……最大の問題は……」ミナが言った。「召喚能力じゃない……」

「そうだろうね」

　ルナは、口元を引き結んだ。

「問題は、死者の群れのうちの誰かが、結晶連鎖法を発動しているだろうってこと──だね」

「三枚目の結晶連鎖円盤か……」

　と呟いてから、エルバはなお悪い可能性に思い至る。

「三枚目があるってことは、四枚目、五枚目もあるってことなんだろうな……」

「そうさな」

　結論を、ミカルは述べた──決して認めたくはない、結論を。

「全すべての死者を潰つぶさない限り、結晶連鎖法をまともに発動させるのは不可能──ということになる」




「あなたの遺産は存分に利用させて頂きますよ、アンテノラさん……」

　ルシアンは冷静に呟いた。

　アンテノラは、複数枚の結晶連鎖円盤を製作していた。そして、敵が結晶連鎖法を仕し掛かけてきた際、いかなる状じよう況きようにあっても対応できるよう、大量に円盤を地下街に持ち込んでいた。

「死者の数は四十か、五十か……とにかく、一いつ杯ぱいいる」

　ブラナの声が、言葉を発する。

「結晶連鎖円盤を持っているのは半分くらいだが、ただの一人でも生きていれば、結晶連鎖法は正しく発動しない。五十人全員の目をえぐる必要があるわけだ。しろがねの悪あく竜りゆうに踏ふみ潰されるよりも早く、そんなことができるかな……？」




「はいはい、こっち来て下さいよ、皆みなさん……」

　死者の群れを導いて旗を振ふるのは、フォングだった。

　死者達の自我は非常に弱い。思う通りに行軍させるには、誰だれかが導いてやる必要があった。雑用係として、フォングが任務を仰おおせつかったわけである。

「さっきのビル爆ばく破はに続いて、今度は死人の誘ゆう導どう、と……。こんなことばかりやらされて、しかも誰も褒ほめてくれないし──」

　愚ぐ痴ちを漏もらそうとした時、視界の隅すみを何かがよぎる。

「……行くぞ……！」

　クラヴリー、リデル、カエデ。死者の群れを片づけようと飛び出してきた面々だった。

「ム!?　こんなところに……!?」

　即そく座ざにフォングは悪魔を召喚しようとしたが──

「まずは、てめえだ！」

　リデルが一挙に間合いを詰つめてきた。

「……ヒッ!?」

　あまりの迫はく力りよくにフォングは逃にげだそうとしたが、遅おそかった。

「せやッ」

　逃げようとする勢いを利用して、リデルはチキュウ空手でフォングを投げ飛ばす。

「はひぃぃ──ッ」

　宙を滑すべるように飛んで、フォングはビルの壁かべに激げき突とつした。ずるりと滑り落ちて、そのまま動かなくなる。

　それを視し認にんすることすらせず、リデルは次の敵を求めて駆かけ抜ぬけた。

　クラヴリーもサーベルを、カエデもカタナを抜いて、死者の群れに斬きりかかる。

「ふんッ」

　鋭するどく踏み込んで、カエデは突つきを放ち、死者の鳩尾みぞおちを貫つらぬいた。

　普ふ通つうの人間ならば、もちろん死んでいるところだが──

「…………」

　死者は悲鳴も上げず、苦しむ様子も見せなかった。身体からだを貫かれたまま、カエデの頭を摑つかもうと手を伸のばしてくる。

「ヌ……！」

　慌あわててカエデは身を引こうとしたが、綺き麗れいに貫かん通つうしたカタナが上手うまく抜けない。手をよけながら、相手の胸むな板いたに足をかけ、全力で引っ張ってどうにかカタナを抜く。

「…………！」

　蹴け飛とばされて、よろめいた死者は足をもつれさせ、転てん倒とうした。が、少しすると立ち上がり、カエデに歩み寄り始める。

「な……なんなんだ、こいつら……！」

「普通の相手とは思うな！」

　クラヴリーが声をかける。

「そいつらの目から円盤レンズを奪うばうことが最優先だ！」

　言いつつ、クラヴリーはサーベルの柄つかで、正面の死者の顔面を殴なぐり、叩たたき伏ふせた。馬乗りになって目に指をつっこみ、円盤を抉えぐり出す。それが結晶連鎖円盤なのか、あるいは普通の悪魔を喚ぶ円盤なのかは見分けがつかないが──ともかく、回収してポケットに入れる。

　次の敵を求めて頭をもたげたが──探すまでもなかった。死者は次から次へとその姿を現す。

「クラヴリー、こいつはキリがないぞ！」

　叫さけびながら、カエデは死者の一人をなぎ倒たおした。が、すぐに次の死者がやってきて、カエデを捕つかまえようとする。目から円盤を取り出すという一手間を、すぐにはやらせてもらえない。

　その上油断すると、悪竜のブレスの射線に我が身を投げ出しかねない。

「くそ……おい、てめえ！」

　死者の手をかいくぐって、リデルは先さき程ほど投げ飛ばしたフォングのもとに向かった。

「殺されたくなきゃ、今すぐこの死者どもを引っ込めろ……!!」

　悪あつ鬼きの形相でリデルは凄すごんだが──

「…………」

　襟えり首くびをつかみ上げると、フォングの首、手足がだらんと垂れた。

　既すでに殺されていた。

「…………クソッタレ！」

　悪態をついて、リデルは死者達との戦いに戻もどる。

「これは……どうなる……!?」

　さしものクラヴリーも、焦あせりの色をにじませる。

　この場での敗北は、すなわち死。

　死の運命が、急速に迫せまりつつある。




「どうする……!?　どうすればいい……!?」

　ブレスをシールドで防ぎながら、エルバは自問自答する。

「結晶クリスタル連鎖法チエインを発動させている連中を、片かたっ端ぱしから叩き潰つぶすしかないではないか……！」

　ミカルが答えたが、

「それ、間に合う!?」

　ルナが逆に問い返す。

「あいつら、多すぎでしょ！　全員倒すなんてこと、できるの!?」

「それは……しかし、やらねばなるまい！」

　悪あく竜りゆうのブレスが、不意に途と切ぎれる。

　エルバとルナは一息つくことができた──が。

　ブレスが切れたのをいいことに、死者達が四方八方から押し寄せてきた。

「……一、二、三……」

　ミカルはその数を数え上げようとしたが、すぐに挫ざ折せつした。

「……すまん。こいつら全員を倒して円盤レンズを取り上げるとか、三日はかかりそうじゃな」

「この街の天てん井じようを落としでもしない限り、殲せん滅めつは不可能だと思うよ」

　言って、ルナは塵器ストライカーを構えた。

　エルバもサーベルを持ち上げ、切っ先を死者達に向ける。

　しかし、心は千々に乱れていた。ここで死者達を迎げい撃げきし続けていても、抜ばつ本ぽん的てき解決にはならない。叩き潰さなければならないのは悪竜と魔ま王おうなのだ。

　だが、悪竜潰しの切り札となる結晶連鎖法は、死者達の干かん渉しようによって防がれている。

　死者達を全ぜん滅めつさせるという物理的方法以外に、干渉を断つ方法はないのか？

「何か、手はねえのか──」

　全力でエルバは頭を回転させる。

　結晶連鎖法を相手に戦った時のことを、必死に思い出す。コーマックとバーミッサを相手にして、どうやって生き延びたか──

　…………そして、

「──そうだ」

　エルバははっと息を吞のんだ。

「手は──ある」

　その一言に、ミカル、ルナ、ミナが視線を集める。

「みんな、こっちに来い！」

　サーベルで死者達を牽けん制せいしながら、エルバは横に動き、細い路地に入り込もうと試みる。

「早く!!」

　有う無むを言わせぬ態度に、ルナとミカルは顔を見合わせたが──

「…………」

　無言のまま、ミナがそそくさとエルバの後についていく。

「……こうなったら、エルバの思いつきに賭かけるしかないかな」

「そう……じゃな。ここで燻くすぶっていても、死あるのみのようじゃし」

　ルナとミカルも、それに従った。




「お……」

　エルバの奇き妙みような行動は、ブラナの目にも見えていた。

　なにか妙だ、と直感して、

「ブレスだ、悪竜！」

　悪竜に命じる。

　応じて悪竜はわずかに息を吸い込み、口をすぼめた状態で息を吐はく。

　狭せまい断面積から噴ふき出したブレスは、突とつ風ぷうとなってエルバ達の居所をピンポイントで襲おそった。

　最さい後こう尾びを逃にげるルナが、赤い霧きりでシールドを作って、受け止める。

　運悪く近くに居合わせた死者達は、余波を食くらって吹ふき飛んだ──が、標的を吹き飛ばすことはできなかった。ルナ達はビルの陰かげに隠かくれてしまう。

「見えないところで何かをされるのは面おも白しろくない……」

　ブラナは悪竜を前進させた。エルバ達がいたあたりまで進み出て、ビルの隙すき間まをのぞき込む。

　もちろん、既すでに人ひと影かげはない。

「小回りが利きかないというのは、やや面めん倒どうではある……が」

　悪竜は腕うでを振ふり上げて、目の前の高層ビルに叩たたきつけた。

　ゴウン、と鈍にぶい音がして、腕が壁へき面めんにめり込む。

　そのまま体重をかけていくと、ビルは倒とう壊かいを始めた。

　凄すさまじい量の粉ふん塵じんを上げながら、隣となりのビルを巻き込んで轟ごう沈ちんしていく。

　三柱の魔神の存在は、ビルのすぐそばにある。これなら巻き添ぞえは確実だ、とブラナは思ったが──

　魔神の気配が、急きゆう上じよう昇しようした。

「ム……？」

　気配を視線で追うと──粉塵の中から、二羽の白い鳥が飛び出してきた。

　白い鳥の正体は、三段級悪魔カラドリウスだ。

　二体のカラドリウスは似たような軌き道どうをとって旋せん回かいし、悪竜の背面の側のビル屋上へと着地する。

「なるほど……直接私を叩きに来たか？」

　ならば相手をしてやろう、とブラナが悪あく竜りゆうを動かそうとした時──

「…………!?」

　悪竜の動きが、何かにつっかえたかのように止まる。

　そして、悪竜の虚きよ体たいが結けつ晶しよう化を始めた──しかも、サクラの潜ひそむ胸部、ピンポイントで。




「行くぜ、ルナ……」

「ああ……行こうか」

　お互たがいに声を掛かけ合って、エルバとルナは屋上から踏ふみ出した。
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　何もない空間を、エルバは踏みしめる。足場となっているのは、赤い霧だ。

　踏み出すとともに、赤い霧はその範はん囲いを広げていく。湖面が凍こおるように、赤い平面は一挙にその面積を広げていき、悪竜をも捕つかまえる。胸から上だけを、赤い水面上に浮うかべている──という姿に、悪竜はなった。

「次は、ミナだ」

「…………」

　名を呼ばれて、身体からだにボルを巻き付けたミナも空中へと進み出る。ミナは能力逆流スピンオフを駆く使しして、赤い霧の表面と、魔神の姿とを塵ちりの真空で覆おおう。

「最後は、わしの出番じゃな……！」

　ミカルが、最後に進み出た。恐おそる恐る、赤いアイスリンクに進み出た後、

「結晶クリスタル連鎖法チエイン、発動……！」

　右目を輝かがやかせた。

　結晶連鎖法は、問題なく発動した。

　塵の真空に守られたアイスリンクと魔ま神じんの姿はそのままに、悪竜のみを崩ほう壊かいさせていく。

「……これは……!?」

　驚きよう愕がくの声が、ブラナの口から漏もれた。悪竜の虚体がぼろぼろと崩くずれて、ざらざらと流れ、アイスリンクの上にたまっていく。

　悪竜が身体をねじると、アイスリンクのへりが砕くだけて、その隙間から結晶はこぼれ落ちていった。だが、エルバとルナがすぐにアイスリンクを補修するため、砕いても砕いても、悪竜はすぐに身体を拘こう束そくされる。

　身体を削けずられていくにつれ、アイスリンクはどんどん悪竜の胸きよう郭かくに食い込んでいく。

「何が起きている!?　結晶連鎖法は、同時に複数発動させると効力がなくなるのではなかったのか……!?」

　ブラナの隣では、ヤミも結晶化を始めていた。黒いマントが、結晶となって端はしからじわじわと崩壊していく。

「魔王様よ……」

　アイスリンクを、エルバは大おお股またで歩き、悪竜に近づいていった。

「アンテノラから報告を受けていないのか？　俺はアンテノラに教えてやったんだがな……結晶連鎖法にはもう一つ、大きな欠けつ陥かんがあることを」

「もう一つ……？　どういう意味だ」

「結晶連鎖法の効力範囲だ」エルバは答えた。「たしかに、結晶連鎖法の効力範囲は広い。だがそれは、面積的な意味で、ってことだ。結晶連鎖法が効力を発揮する高さの限界って、知ってるか？」

「高さ……」

　少し考えて、ブラナはその言葉の意味を悟さとる。

「そういうことだ」エルバは言った。「結晶連鎖法ってのは、高さに関しては三、四メートルくらいしか効かねえんだよ。だから、下の方で何百人が束になって発動したところで、こっちには何ら干かん渉しようしないってこった」

「なんだと……!?」

　ブラナは色をなした。だが、すぐに状じよう況きようを把は握あくして、

「だが……この至近距きよ離りからのブレスに耐たえられるか!?」

　悪竜に息を吸い込ませる。

「…………！」

　悪竜の巨きよ大だいな顔がせり上がっていく。

　この距離からブレスを受けて耐えられるかどうか、エルバには自信がなかった。

　だが──耐えられなければ、サクラを取り戻もどすことはかなわない。

「来てみろやァァッ!!」

　咄とつ嗟さにエルバとルナは前面にシールドを展開する。

「吹ふき飛べェェ──ッ!!」

　ブラナの叫さけびとともに、凄すさまじい暴風がエルバ達を襲おそった。

「ぐお……！」

　妙みような声が、喉のど奥おくから漏れる。

　身体が浮きかけたが──足あし下もとの固定を強くして、備える。

　地上で受けたブレスよりも、はるかに強きよう烈れつだった。

　至近距離ということに加え、悪竜は塵の結晶をまるごと吹きつけてくる。シールドから伝わる衝しよう撃げきは、地上で受けたそれの比ではない。

「こいつは……ッ!?」

　今にも、身体を引きちぎられそうになる。

　これは──やはり無理なのか!?

　死の恐きよう怖ふが胸中に差し込んだ、その時──

「……おおおッ!?」

　ブラナが、動どう揺ようの声を上げる。

　と同時に、ブレスの勢いが急激に止やんだ。

　見上げると──

　悪あく竜りゆうの上体が、のけぞっていた。

　胸郭に食い込んだアイスリンクのせいで、悪竜の胴どう体たいに切り込みが入ったような具合になり、ブレスの勢いに耐えられなくなっていた。裂さけ目めが広がり、悪竜の背骨が折れそうなほどに曲がる。ブラナは悪竜の頭から落ちかけていた。

「あそこだ！」ボルが叫んだ。「あそこにサクラがいるぜ！」

　悪竜の胴どうの切り込み、その亀き裂れつの一番奥に、サクラの顔があった。

「サクラ！　サクラ！」

　気がついた時には、エルバは飛び出していた。

　全力で、アイスリンクの上を駆かける。

　サクラを取り戻すために。

「……させるかァァ──ッ！」

　ブラナが悪竜の頭から飛び降りて、自らアイスリンクに立つ。エルバの眼前に立ち塞ふさがろうとするが──

「ハハッ！　貴様の相手はこのわしじゃよ──ッ」

　素す早ばやくミカルが飛び出して、ブラナとエルバの間に割り込んだ。

「邪じや魔まをするな！」

　ブラナはミカルを押しのけようとするが、

「甘いな！」

　ミカルはブラナを「回し」、投げた。

　チキュウ空手の技で、ブラナの身体からだはふわりと舞まい上がる。

「この程度……！」

　氷結の能力逆流で自らの身体を固定しようと試みるブラナだったが──

「…………！」

　結晶連鎖法発動中のため、力を発揮できない。

　対処することかなわず、ブラナは床ゆかに叩たたきつけられた。

　身を起こすと──エルバがもといたビルの屋上まで投げ飛ばされている。

「エルバの邪魔はさせんぞ……！」

　素早くミカルは間に立ち入って、ブラナを牽けん制せいする。

「お……おのれ……！」

　ブラナはすぐさま立ち上がり、ミカルに飛びかかっていった。







　悪竜は、依より代しろに幸せな夢を見せる。

　悪竜の懐ふところに抱いだかれたサクラは、夢を見ていた。自分が博物館の中にいる夢を。

　穏おだやかな日差しの下もと、サクラは木こ陰かげの椅い子すに座っている。

　すぐそばの庭園には、エルバがいる。テッキが、ルナが、ボルが、デイジーが──博物館の住人が、立ち回っていた。

　幸福な気持ちに包まれながらも、サクラは悟さとっていた──これは、悪竜が見せている幻まぼろしであることを。

　悪竜は、依代がもっとも幸せだった頃の記き憶おくを蘇よみがえらせることで、依代の心を奪うばおうとする。

　つまり──これが、サクラの一番幸せな記憶なのだ。

　その記憶の中に、シロー──兄の姿は、ない。

　そういうことなのだ。

　サクラの真の幸福は、博物館の中にあった。

　それを自ら振ふり捨てたサクラの行こう為いは、間ま違ちがいだった──サクラの潜せん在ざい意識が、そう告げている。

　自然と、サクラの目から涙なみだがこぼれる。

　今はただ、後こう悔かいばかりが胸にあふれる。一時の感情に身を任せ、エルバを、テッキを、カエデを傷つけてしまった。特にエルバは、二度にわたって。

　なのにエルバは、それでも「戻もどってこい」と言った。

　幻の中のエルバは、サクラの姿を見つけると、笑え顔がおを浮うかべて近づいてきた。

　そして、サクラの鼻先に手を差し伸のべる。

　この手を取る権利が、自分にはあるのか──

　何度も繰くり返してきた自問を、再び意識の内に上らせる。

　けれどもエルバは、サクラの胸中などお構いなしに、サクラの手を摑つかもうとした──







「サクラ、サクラ──！」

　必死になって呼びかけるエルバの声に──とうとう、サクラが反応を示した。

「……エルバ……君……？」

　目を開けて、弱々しいながらも、はっきりとエルバの名を呼ぶ。

「俺だ、サクラ！」

　エルバは、悪竜の虚きよ体たいをかきわけた。

　結けつ晶しよう化はどんどん進んでいる。エルバは悪竜の胸のへこみにとりついて、結晶化した塵ちりをかき出し、サクラの掘ほり起こしを試みる。

「約束しただろ──必ずサクラを博物館に連れ戻すってさ！」

　かき分けるたび、胸と背が痛みを放つ。それでもエルバは笑顔を向けた。

「いいんですか……」

　サクラは、問いかけた。

「私が、博物館に戻ってもいいんですか……!?」

「当たり前だろ!?」

　エルバは、即そく答とうした。

「…………」

　サクラは目を潤うるませて、その言葉の意味を嚙かみしめた後──

「……わかりました……！」

　虚体の中で、自ら身をよじらせ始めた。

　サクラが身じろぎするたびに、結晶はどんどんとあふれ出る。

　そしてとうとう、サクラの右みぎ腕うでが外へと飛び出した。

「来い……！」

　エルバはその腕をつかんで、一挙にサクラを引き上げた──




　サクラの身体からだが、無数の結晶とともに飛び出した。

　と同時に、悪あく竜りゆうの崩ほう壊かいが勢いを増す。

　依代を奪われて、虚体を維い持じできなくなったのだ。

　悪竜の輪りん郭かくが崩くずれて、結晶となり、本格的な崩壊を始める。

　アイスリンクの上だけではない──地上でも、悪竜の足が、尻尾しつぽが、胴どうが、塵に戻っていく。

　奇き妙みようにして、荘そう厳ごんな光景だった。巨きよ大だいな構造物が、さながら塩の柱のようになって、輝かがやきをまき散らしながら形を失っていくのである。

　クラヴリー達はもちろんのこと、死者達ですら、その光景に見とれて動きを止める。

　巨大な身体も、完全崩壊にさほどの時間はかからなかった。白く輝くシャワーとなって、死の街に柔やわらかな雪を降らせる。

　そして、その輝きの中で、サクラはエルバの腕の内に抱だき留められていた。




「そんな……バカな！」

　荘厳な光景のさなか、ただ一人ブラナだけが、驚きよう愕がくと憤ふん怒ぬの入り交じった表情を見せていた。

「悪竜が……崩されるだと……!?」

「そこまで驚おどろくようなことかね？」

　相対するミカルが、ブラナに言葉を投げる。

「チキュウの言い伝えに、こんな言葉がある──『二度あることは三度ある』。悪竜が倒たおされたのは、三度目じゃよ？」

「違ちがうぞ！」ブラナは否定する。「前の二回はあくまでも実験的な召しよう喚かんだった──今回の悪竜は最高の性能を発揮できるよう調整した！　だというのに──」

「言い訳にもなんにもなってねえぜ、その言い草は……」

　声に、ブラナはエルバを見やる。

　腕に裸はだかのサクラを抱だいたエルバが、鋭するどい目つきでブラナを睨にらみつけていた。

「単純な話だ……俺達の執しゆう念ねんが、おまえの執念に勝まさったんだよ」

　サクラを、エルバはルナに引き渡わたす。

　ルナはマントを脱ぬいで、サクラの肩かたにかけた。

「結晶クリスタル連鎖法チエインが効いている以上、能力逆流スピンオフは使えない──俺もおまえも、お互たがいにな」

　大おお股またで、エルバはブラナとの間合いを詰つめ始めた。

「な……なにをする気だ……!?」

「もう一回、てめーの目から円盤レンズを引っぺがす!!」

　駆かけ出して、エルバは右ストレートをブラナ──ルシアンの顔面へと放つ。

「この……！」

　ストレートを受け流し、ルシアンは迎げい撃げきのジャブを返す。拳こぶしは脇わき腹ばらに突つき刺ささり、エルバの身体が小さく折れる。

　チャンス、とルシアンは追撃をかけようとしたが──

「…………ッ！」

　エルバは歯をむき出しにした笑えみを見せ──渾こん身しんの頭ず突つきを叩たたき込んだ。

「がッ!?」

　ふらり、とルシアンの身体はよろけた。

　エルバはルシアンの足を蹴け飛とばして転てん倒とうさせ、馬乗りになる。

「しま……ッ!!」

　間を置かず、足でルシアンの上じよう腕わん部を踏ふみつけて動きを封ふうじ、エルバはルシアンの右目に指を突っ込む。

「や……めろ……!!」

　左手で最後の抵てい抗こうを試みるルシアンだが、エルバの右手に手首を握にぎられ、押さえられる。

　くるり、とエルバが左手をねじると──ルシアンの目から円盤が飛び出した。

　ブラナの円盤を、エルバは宙で捕つかまえる。

「……く……おお……」

　ルシアンの身体は急激に脱だつ力りよくし、抵抗を止めた。

　静かにエルバは立ち上がって──

「……あぐぐ」

　胸と背、両方の痛みがぶり返して、エルバは身体を折った。

「エルバ君……！」

　サクラが素す早ばやく駆け寄って、エルバの肩を支える。

「サクラ……助かった」

　感謝の言葉に、サクラは笑顔で応じた。

「……これでやっと、最終決着かの」

　ビル屋上に戻もどってきたミカルが、自分の目から結晶クリスタル連鎖チエイン円盤レンズを取りだした。結晶連鎖現象が止み、宙を舞まっていた結けつ晶しようが散さん華げしていく。

「……あとは、完全に円盤を封じるだけ……」

　ミナが魔ま王おうの円盤を受け取った。第三の目を輝かせ、円盤の周囲を塵ちりの真空で覆おおう。

「……これを、結晶で覆う。さらにその上を真空の塵で包んで……を何度か繰くり返せば、この円盤は外の塵と完全に接せつ触しよくを断たれることになる……」

「わしがやれば良いのか……」

　と手を伸のばした時、

「エルバ君！」

　サクラの鋭い声。次の瞬しゆん間かん──

「ふんッ」

　エルバのサーベルが、ルシアンのサーベルを受け止めていた。

「……くッ！」

　素早く飛び起きて奇き襲しゆうをかけたが、失敗した。顔をしかめるルシアン。

「さすがに、同じ手を二度はくわねえぜ……！」

　体重をかけて、エルバはルシアンを突き放す。

　ルシアンは屋上のへりで体勢を立て直した。そして、

「……なるほど。でも君は、一つ大切なことを忘れていましたよ」

　すぐそばにヤミの虚きよ体たいを顕あらわす。

「ヤミの円盤を抜ぬかなかったのは、手て抜ぬかりじゃないですか──」

　しまった、とエルバは顔を歪ゆがめたが──

　ルシアンの背後で、何かがせり上がり、通り抜けていった。

「!?」

　ルシアンが振ふり向いた時には、それは頭上にいた。

　急きゆう上じよう昇しようしていったのはカラドリウスの翼つばさ。

　その翼から、マロが飛び降りて──

「ほうりゃああッ！」

　鉄てつ鞭べんを、ヤミの脳天に叩きつけようとした。

　ヤミは咄とつ嗟さに身を翻ひるがえし、鉄鞭の一いち撃げきを避さけたが、

「……グゥ!?」

　素早く飛び出したルナの塵器ストライカーが、ヤミの胸を貫かん通つうしていた。

「な……」

　ルシアンは目を見開いた。

　カラドリウスの虚体が消え去って、その下からマモルが現れたからだ。

「マモル！」

　ミカルが声を上げる。

「おまえ、ルシアンにやられたんじゃ……！」

「死んだふりをして、ごまかした」

　血のこびりついた右目ま蓋ぶたを閉とざしたまま、マモルは左目でルシアンを睨にらんだ。

「バカな」ルシアンは焦あせる。「あの時、あなたは転落して死んだんじゃ──」

「おまえに蹴飛ばされて、ビルの中に飛び込んだ」マモルは説明した。「ビルの中には林があってな──枝葉がクッションになって、俺を助けてくれた」

「でもあの時、マロは姿を消したはず──」

「円盤レンズを目から外せば、魔神の虚体は自動的に消える。死亡確かく認にんしなかったのが、運うんの尽つきだったな──ルシアン！」
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　その間に、ルナの塵器がヤミの核紋様コアクリプトを読み切った。

「塵より生まれしもの、塵へと還かえれ──」

　何度も繰り返してきた決まり文句を、唱える。

　風が、二柱の魔神を中心に集まって──

「紋様アンチクリプト破壊ストライク!!」

　塵器をヤミの胸に突つき刺さしたまま、ルナは最後の紋様破壊を撃うち放った。

「ッ…………!!」

　風が逆巻いた。

　ヤミの姿は瞬時に消失。

　暴風に、ルシアンは巻き込まれた。

　その身は紙切れのように吹ふき飛ばされて、地面へと落ちていった。




　ほどなくして、風は止やむ。

　ルナは構えを解いて、姿勢を正した。

「……やれやれ。今度こそ、おしまいかな」

「ああ……」

　エルバは進み出て、へりから地上をのぞきこんだ。

「紋様破壊を食くらったら、契けい約やく者の意識も断絶する。この高さから落ちたんだ、助かるもんかよ」

　これでフィールディングの奴やつも浮うかばれればいいんだが──と、内心で付け加える。

「だが、死亡確認はする必要がある。奴と同じ過あやまちを繰くり返すつもりはない」

　マモルの言葉に、ミカルが頷うなずいた。

「それが最後の仕事さな。クラヴリーらの様子も見に行かねばならんし、死者どもの始末もあるし──帰るのは、それからさな」

　ミカルの言葉にふと気づいて──エルバは、サクラに声をかけた。

「始末をつけたら、博物館に帰ろうぜ」

「……ええ。帰りましょう」

　笑え顔がおを浮かべて、サクラは大きく頷いた。
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　悪あく竜りゆうの消しよう滅めつとともに、地上の同調現象は終息した。

　東番外地の時と比ひ較かくすると範はん囲いがはるかに狭せまかったため、被ひ害がい者の数は少なめ、死者も出ることはなかった。とはいえ首都の心臓部で起きたこの混乱はあっという間に伝でん播ぱして、町中の噂うわさとなった。

　もっとも、奇き妙みような現象であったため、話の尾おひれは凄すさまじい勢いで増えていった。曰いわく、仕事のあまりの多さにブチ切れた官かん僚りようが大暴れした、曰く、とある議員が町中で通とおり魔ま行こう為いを行ったが、有力議員だったため軍警察が隠いん蔽ぺい工作を行っている、曰く、悪魔の円盤に根本的欠けつ陥かんが見つかったのではないか、等々。

　真実を語る者などいるはずもなく、新聞社が真実を見み出いだすこともなく、それは小事件として扱あつかわれ、やがて人々の記き憶おくから消えることとなる。







　テッキは、博物館の玄げん関かん前でサクラの帰りを待っていった。

「…………」

　その姿を視し認にんした途と端たん、サクラの足は止まった。

　一体どんな顔をして、テッキとまみえればいいのか──そんな迷いが、鎖くさりとなってサクラの足にまとわりつく。

　テッキは、車くるま椅い子すから立ち上がった。

　手すりをつかんでゆっくりと腰こしを上げ、どうにか二本の足で立つ。

　そして、おぼつかない足取りで、歩き始めた。

　ぽん、とエルバがサクラの背を叩たたいた。

「行けよ」

　エルバの言葉に、

「……はい」

　やっと鎖がほどけたような気がした。テッキのもとへと、歩き出す。

　三歩、四歩と歩を進めたテッキだったが、足がもつれて、倒たおれ込みそうになる。

「テッキ……！」

　サクラは駆かけ寄って、テッキの身体からだを抱だき留めた。

「…………」

　しばしの間、テッキはサクラの肩かたに顔を埋うずめていた。

　やがて顔を起こし、サクラの視線を正面から受け止める。

「……お帰りなさい」

　と、短く言った。

　サクラは口を開いた。が、言葉が出てこない。言うべきことはたくさんあるのに、何から口にすればいいのか、迷う。

　見かねて、テッキは助け船を出した。

「こういう時は、『ただいま』って言えばいいんです」

　はっと息を吞のんで、サクラは──

「……ただいま、帰りました……」

　言って、テッキの胸に顔を埋めた。

　無言のままに、サクラは肩を震ふるわせ始める。

　テッキも何も言わずに、ただサクラの髪かみをなで続けた。







　数日して──

　ブルティエールを統すべる二つの巨きよ頭とうが、時を同じくして失しつ踪そうした、という衝しよう撃げき的な情報がブルティエールを駆けめぐった。

　ことに、連れん邦ぽう総そう督とくホアキン・パラドールの失踪は、ドース連邦中に影えい響きようを与あたえるニュースとなった。ホアキンとルシアン、親子が同時に姿を消したという事実が発覚したのである。軍警察は事故と事件の両面から、最悪の事態──西部の独立を志す過激派に身み柄がらを拘こう束そくされた、など──の可能性にまで備えての一大捜そう査さ体制を敷しいた。

　だが、そもそもどの段階で姿を消したのか──あるいはさらわれたのか──すら、つかむことは難しかった。もとよりパラドール総督は人の目から姿を消すことが多く、その間の活動内容を誰だれも知らないのである。捜査は難航を極きわめた。

　捜査班は、パラドールの私し邸ていも調査したが、そこでもなんの手がかりも得られなかった。邸内は整然としており、争った跡あと、何者かが財産を物色した跡もなかった。

　出入りの使用人の証言で、パラドール総督の私生活の不可解な点が露わになった。ホアキンは広大な私邸に住んでいながら使用人の雇こ用ようは最低限とし、親子二人以外の誰も邸内に住まわせていなかった。

「なにか秘密の財産でも隠かくしており、それを決して人目に見せたくなかったのではないか」

　との印象を、使用人は受けていたという。

　それを受けて、捜査班は邸内の徹てつ底てい捜そう索さくを行った。家の間取りを調べて隠し部屋がないかどうか確かめ、庭をあちこち掘ほり返して埋まい蔵ぞう物を探した。けれども、それらしいものは何一つ出てこなかった。

　もちろん、彼らの調査は的はずれだった。ホアキンが隠したかったのは、「ホアキンとルシアンは同一人物である」という事実である。だが、軍警察がそのようなことを想像できるはずもない。

　そのうち、誘ゆう拐かいの線も捜査から外された。いつまで経たっても犯行声明、あるいは身みの代しろ金きん要求をしてこなかったからである。

　日が経つに連れ、総督の生せい還かんは絶望視されていった。事故に巻き込まれたか、あるいは誰かに殺されたかして、死体は誰にも見つからない場所に押し込められたのだろう──というのが、大勢の見方となった。三ヶ月前に失踪した連邦議員サイクス・バルヒーヨとの共通点を指し摘てきする声もあったが、事件解決への寄き与よとはならなかった。なにしろ、バルヒーヨ事件の方も未解決のまま放置されているのである。

　連邦議会はさしあたり副総督を臨時総督として立てた後、改めて総督選挙を行った。久しぶりに現れた新総督に、連邦は沸わくこととなる。







　マーレボルジュの王、アンテノラの失踪もまた、大きなニュースだった──こちらは、新聞等で扱あつかわれることは決してなかったが。

　長年にわたって裏社会に君臨してきた人物の失踪は、パラドールとは違ちがって即そく座ざに「死」とみなされた。そして始まったのは、傘さん下か組織の有力者同士による跡あと目め争あらそいである。

　裏社会での混乱は表社会での混乱と相まって、血で血を洗う暗あん闘とうに発展した。引き起こされた地ち殻かく変動の結果、マーレボルジュは分ぶん裂れつ、総体としての力を失うこととなった。

　結果としてもたらされたのは、裏社会の秩ちつ序じよの崩ほう壊かいである。アンテノラという一つの頭の下もとで統制されていた時代にあっては、裏社会なりの掟おきてが効力を持っていた。決してカタギの人間には手を出さず、不必要に軍警察に目をつけられるようなことはしない──といった不文律でもって、裏社会なりの秩序を保っていたのだが、それらはアンテノラの失踪とともに消え去った。考えの足りないチンピラが大増ぞう殖しよくして秩序を乱し、一いつ般ぱん人じんの生活をも脅おびやかすような事件が増え始め、その結果「警官も、決して一人では立ち入らない」とまで言われた東番外地に、しょっちゅう警官が出入りするようになってしまった。

　古参の者はこの事態を嘆なげき、裏社会をかつての時代に戻もどしてくれるカリスマの存在を嘱しよく望ぼうするようになった。マーレボルジュを一つにまとめ直すだけの力を持つとされる人材はまだまだいる、と彼らは考えている──例えば、デスドレッド島に流されたきりの元マーレボルジュ幹部、カルバーニなど。東番外地の混乱を収めるために、軍警察はカルバーニの刑けい期きを大おお幅はば短縮するのではないか、という噂うわさもまことしやかに流れている。

　ともかく、東番外地が昔の秩序を取り戻す日は遠い──というのが万ばん人にんの見るところである。










「もっしもーし！　ファルナさんが帰ってきたんですけどぉ──ッ！」

　冬の日。

　自然史博物館の玄げん関かんのノッカーを、一人の少女が叩たたいていた。

　彼女の名はファルナ・エレイスン。エルバの従姉妹いとこにして、一時期博物館員として働いていた少女である。八眼デイアボリツク争覇パーテイのさなかに重傷を負い、意識不明のまま西部の実家へと送り返されたのだが──このたび完治を果たしたので、エルバ達を驚おどろかせるため、連れん絡らく無しで博物館を電でん撃げき訪問したのだった。

　ところが、どれだけドアを叩いても、何の反応も返ってこない。

「なんで出ねえんだよ、このッ」

　ファルナは扉とびらを蹴け飛とばした。が、つま先の痛み以外に得られたものは何もない。

「チェッ。まさか居留守とかじゃねーだろうな……」

　博物館を囲う堀ほりに、跳はね上げ橋はかかっている。ということは誰かが博物館の中にいるはずなのだ。

「しゃーねー。だったら勝手に上がっちゃうよ……」

　決心して、ファルナは庭に回ることにした。大窓からラウンジに上がり込むのだ──大窓が開いていれば、の話だが。

　ところが──

「……あれ」

　ラウンジの大窓のそばには、家庭菜園がある。その菜園のそばで、一人の人物がファルナに背を向けてかがみ、雪かき作業に勤いそしんでいた。

「なんだ、いるんじゃねーかよ。おーい、エルバー！」

　声をかけて、ファルナはその人物に接近した。

　その人物は、声に気づいて背を起こし、振ふり返った。

「……え？」

　その顔を見て、ファルナは足を止めた。

　その人物は、エルバではない。それどころか、男性でもない。少女だった。

　一体誰だれだ、とファルナは自分の記き憶おくに問いかけた。そこはかとなくエルバに似ている──けれども、別人であることは間違いない。

　もしかしてテッキが博物館を売り払はらい、今は別人が住んでいるのか──とまで思し索さくを進めた時、

「あ……もしかして、ファルナちゃん？」

　その人物が、ファルナの名前を呼んだ。

「えー……うん。そうだけど……」

　ためらいつつ返事すると、

「やっぱりねー！　うん、あなたのことはエルバから聞いているわよ」

　少女は笑えみを浮うかべて歩み寄ってきた。

「あー、チェビアトの兄きよう弟だいさんの面おも影かげあるわー。なるほどねえ」

　鼻先まで顔を寄せて、じっくりとファルナの容姿を観察する。

「いや、あのさ」

　ファルナは少女の肩かたを押し、間を開けた。

「あたしはエルバに会いに来たんだけど……そもそも、あんた誰？」

　問いかけると、少女は自分の頰ほおに手を当てた。

「あら、ごめんなさいね。……私はマグノリア・ナイトロンド」

「……ナイトロンド？」

　その姓せいに、ファルナはぴくりと眉まゆを吊つり上げる。

「ええ。私は──」

　少女がさらに説明しようとした時、

「何やってんだよ、母さん──」

　エルバの声が、玄関側から飛んできた。

「あ、エルバ、お帰りー」

　少女──マグノリアが手を振って応こたえる。

「従姉妹いとこさんが来てるわよー」

　ファルナが振り返ると、玄関の方にエルバ達──テッキ、サクラ、カエデ、ルナ──が紙かみ袋ぶくろを抱かかえて立っていた。食料を買い込んできたその帰り、という風だ。

「おおお」エルバは紙袋を取り落としかけた。「誰かと思ったらファルナじゃねえか」

　その背後で、ファルナを見つけたテッキ達も、口々に驚きの声を上げる。

　だが、一番驚いたのはファルナだった。声も出せないくらいに驚きよう愕がくして、エルバとマグノリアを見比べる。

「ちょ……『母さん』ってどういうこと!?」

「……久しぶりの再会の第一声が、それかよ」

　エルバは肩をすくめた。

「ま、気持ちはよくわかるがな」

　家庭菜園へと進み出て、エルバはマグノリアと肩を並べる。

「色々あって、生き別れの母親と再会したんだよ。……色々ありすぎたんで、一口には説明できねえけどな」

「……あたしには、一部始終を聞く権利があると思うけど」

　ファルナは主張した。

「知りてえだろうな。だったら話してやる。まあとりあえず、中に入れ」

　エルバはファルナに頷うなずいて、ラウンジを指さした。







　全すべてを語り終えた頃には、外は真っ暗になってしまっていた。

「……色々ありすぎだろ、あたしのいない間に……」

　それが、ファルナのとりあえずの感想だった。

「で、まあ、母さんはここに住むことになったってわけだが……」

　エルバがマグノリアに視線を投げると、

「なあに？　エルバ」

　マグノリアは笑えみを返した。なるほど、それは子を見る母親の笑顔だった。未成年の顔立ちに張り付く笑顔としては、少々違い和わ感かんがないこともなかったが。

「……いやあ、別に……」

　対するエルバの表情は、微び妙みようだった。

　す、とファルナは顔を寄せて、

「……随ずい分ぶんやりにくそうじゃねーか」

　小声で言った。

「当たり前だろ」エルバも小声で応じる。「ついこの間会ったばかり、しかも同じ年頃の女の子に母親面づらされて、どんな顔すればいいってんだ。いや、ほんとに母親だから、母親面するのは当然なんだが、なあ……」

「エルバ、私に聞こえないように何言ってるのー？」

　マグノリアが手を伸のばしてエルバの頭をつかみ、わしゃわしゃと髪かみをかき乱した。

「もう、なんだよ！　やめてくれ！」

　エルバはマグノリアを押しのける。

「なによもう。照れることないのにー」

　しかしマグノリアは、エルバの抵てい抗こうを無視して身体からだをすり寄せようとする。

「…………」

　そんな光景に、ファルナはただ呆あきれるよりなかった。

「ずっとこんな調子なんですよ。エルバ君、今まで母親の存在自体を知らずに育ってきたから、どう受け止めればいいのかわからないんでしょうねえ」

　ニコニコとして、サクラはエルバの様子を見守っていた。

「家族がいるってのは、それだけで素す晴ばらしいことですよ──エルバ」

　一方テッキは、冷静に親子の姿を見つめている。
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「わかってるって。わかってるけどなあ、母親が永遠の若さを保ち続けるとか、おかしな話だろ。俺が年を取っても、この人はこのままの姿で居続けるんだぜ」

「うらやましい話ではありませんか。そこを見込んで、封ふう印いん守護者となって頂いたんですし」

「封印守護者……？」

　ファルナが問いかけると、

「……そう……今の私の召しよう喚かん者はこの人……」

　大窓から、ミナがラウンジに乗り込んできた。

「あんた……クラヴリーの契けい約やく魔ま神じん……だったっけ」

　ファルナは記き憶おくを掘ほり返す。

「……ミナ……よろしく……」

　ミナは目を閉とざしたまま、一礼した。

「魔王の円盤レンズは、博物館地下の一番奥に安置している」エルバが説明した。「ミナの虚こ空くうの力と、結晶連鎖とで多重に包み込み、魔王の円盤が外の塵ちりと接せつ触しよくするのを防いでいる。で──」

「永遠の若さを手に入れている私が虚空の力と結晶連鎖を同時に発動しているから、魔王は永遠に封印されることになるってわけ」

　マグノリアは、両目をそれぞれ指さした。

「いわば、この方に封印の巫女みこになって頂いた、ということです」

　テッキが最後に付け加えた。

「いやー……」マグノリアは頰ほおに手を当てる。「永遠に生き続けるっていうことは、エルバが年老いて死んでいくのを目まの当たりにしなきゃならないってことよねえ？　今からそれを考えるだけで悲しくなるわあ」

「俺も悲しいわ。そんな先の話をされても困るってえの」

　呆れの感情をエルバは力ちから一いつ杯ぱい押し出して言ったが、マグノリアは一いつ切さい気にしない。

「エルバ！　今のあなたを私の身体に刻みつけさせて！」

　エルバに飛びかかり、両りよう腕うでで抱だき留めようとする。

「いやだから、過か剰じようなスキンシップはやめろって！」

　素早くエルバは手を伸ばし、マグノリアの両手を捕つかまえた。図はからずも、力比べの格好になる。

「……ベタベタするのがイヤなら、能力逆流スピンオフを使って固定すればいいのに」

　テッキとサクラの後背に立っているルナが、ぽつりという。

「使わないということは、ベタベタしたいんでしょうよ……口先ではどう言ってもね」

　そう言って、テッキは皿を持ち上げて、コーヒーを一口啜すすった。

「あれ。その手は……？」

　テッキの右手に、ファルナは気づいた。万まん力りきはなく──普ふ通つうの手になっている。

「あ、これですか？」

　コーヒーカップを置き、右手を差し出す。

　と──人差し指の先に、目が現れた。

「よおファルナ、久しぶりだな！　ゲハハハ！」

　手の平に現した口を大きく開けて、笑う。

「ボルなの!?」

　ファルナは手を伸ばしてつかみ、確かめる。

「正確には、ボルの片割れですよ」テッキは言った。「もう、万力をはめ続ける理由はありませんのでね──一部をちぎって、こうして右手代わりに働いてもらっているんですよ」

「一部をちぎって？　テッキがボルを喚よんでいるんじゃねえの？」

「いいえ」テッキは首を横に振ふった。「ミカルさんですよ、今の契約相手は。ボルの本体は、リの一族の居留地跡あとにいますよ」







「いやはや、寒い寒い」

　たき火の前で、クラヴリーは両手をこすり合わせた。

　オーラン州の冬は、それほど雪が降らない。晴れる日が多く、空気は乾かわき、よく冷え込む。環かん境きようの厳しさという点では、東部よりもはるかに上だ。東部では雪が降るだけだが、西部では冷たく乾いた突とつ風ぷうが吹ふきすさぶのである。

　かような地での生活は、燃料の確保が死活問題となる。だが、クラヴリーらにとっては、さほど頭の痛い問題ではなかった。見み渡わたす限り無人の荒こう野やのただ中に、たった六人で住んでいるのだから。

「まったく、なんでこんなクソ寒いところで生きていかなきゃならないのかなあ」

　クラヴリーの隣となりで、バーミッサが自分の身体からだを抱きしめている。さすがに今は、メイドの格好はしていない。黒いドレスの上に、白いエプロンではなく厚手の服を羽織っている。

「仕方がないだろう。私はしばらくブルティエールにも帰れない身の上なんだから」

　魔王封印を遂とげた後、クラヴリーは予定通り首都から逃にげることにした。アンテノラと敵対したことがマーレボルジュ上部に伝わっていたのではないか、という恐おそれが一つ、アンテノラの後こう継けい者を巡めぐる争いに巻き込まれるのがイヤだったというのが一つ。クラヴリーは「ルブラン・マドレーヌ」「棒ぼう石せつ鹼けんマン」といった名でそこそこ有名人になっており、各勢力からの取り込みにあう可能性があった。

　デスドレッド島で懇こん意いにしていたマーレボルジュ幹部、カルバーニが戻もどってきてブルティエール裏社会に覇はを唱えでもしない限り、首都に戻ることは難しいだろう。故ゆえに、クラヴリーは首都での生活を捨てた。いつか戻れる日が来ればよい、とは思っているが、どうなるかは天意次し第だいだ。

「別に、私は『君についてきて欲しい』などと頼たのんだ覚えはないがね」

　クラヴリーが指し摘てきすると、バーミッサはあさっての方向に視線を逸そらした。

「フン。ランコがあんたについていくと言ったから、ほっとけないと思っただけさ。ランコは気が弱いから、あんたのいいように使われてボロボロにされないか、心配でね」

「私は別に、クラヴリーさんから理り不ふ尽じんな命令を強しいられたりした覚えはありませんけど」

　ランコはバーミッサの反対側で、クラヴリーに肩かたを寄せていた。

「そこは話を合わせろよ！」

　鋭するどい声でバーミッサが言うと、ランコはおびえてクラヴリーの陰かげに隠かくれた。

「まあまあ」クラヴリーはバーミッサをなだめる。「とはいえ、君も一いつ緒しよに来てくれて、私は感謝しているよ。おかげで、今は花だらけの生活だ。ともすれば、リデルと私、野や郎ろう二人での旅になっていたのかもしれないのだから」

「そいつは俺も賛成ですぜ。大将とたった二人で逃とう避ひ行こうなんて、趣しゆ味みじゃありませんや」

　背後からの声に振り返ると、かき集めたたきぎを担かついだリデルの姿があった。さらにその後ろには、マモルとミカル、マロもいる。

　そして、ミカルの身体にはボルがまとわりついていた。

「おうおう」ボルがバーミッサに声をかけた。「またいちゃいちゃしているのか？　冬だというのに熱いじゃねえか。ゲハハハ」

「いちゃいちゃなんてしていない！」

　バーミッサは勢いよく立ち上がると、ミカルからボルを引きはがし、両手で引っ張って二つにちぎろうとした。

「ぬごごごごご」

　ボルは引っ張りに耐たえるふりをして──自ら身を二つに裂さいた。

「ぬわっ!?」

　勢い余って転てん倒とうするバーミッサ。その間に二体のボルは逃げる。

「待て、この」

　バーミッサは追いかけようとしたが、それより早くボルは合体を果たし、またミカルにまとわりついた。

「静かにしてくれ。……うう、寒い寒い」

　ミカルはバーミッサを制しながら、丸太を二つに割っただけの椅い子すに座り、たき火にあたった。その右にマモルが、左にリデルが着席する。

「……チッ」

　舌打ちして、バーミッサは元の席に戻った。

　首都を去るにあたり、クラヴリーはミカルからの誘さそいを受けた。リの一族虐ぎやく殺さつ跡あと地ちの墓はか守もりをともにやる気はないか、と。

　虐殺の地は、クラヴリーにとっても因いん縁ねん深ぶかい地だ。率いていた部下達、そして妻が眠ねむる地なのだから。渡わたりに船、とばかりクラヴリーはミカルについていった──リデル、ランコ、バーミッサを引き連れて。

「それにしても、こうして人が増えたのはありがたいのお」ミカルは感かん慨がい深ぶかげに言った。「昔はマモルと二人きりじゃったから、なかなか退たい屈くつだったもんじゃが、これだけの人数になると、毎日飽あきぬわ」

「それは、俺が退屈極きわまりない人間だと言いたいのか」

　マモルがツッコミを入れる。

　マモルは右目を眼帯で覆おおっていた。ルシアンにやられた傷である。とはいえ失明には至らず、怪け我がは快方に向かっている。そのうち、眼帯で目を保護する必要はなくなるだろう。

「その意見、マロは賛成でおじゃるな」

　マモルの背後に立つマロが発言した。

「戦せん闘とう能力は優すぐれておっても、真ま面じ目め一いつ辺ぺん倒とうではのう。会話が続かぬわ」

「……そうかい」

　肩をすくめて、マモルは反論を諦あきらめた。

「それがいかんと言っておる」ミカルが身を乗り出した。「そこはどうにかして反論せい」

「どうでもいいことだ。こんな腹が減っている時に、口を利きく気は起きない」

「やれやれ」ミカルはクラヴリーを見た。「こいつはいつもこんな調子でな。期待しておるぞ、脱だつ獄ごく囚しゆう殿どの。気の利いたこじゃれたトークで退屈を紛まぎらわせておくれ」

「はてさて。この地で要求されるのは農民としての労働能力だけだと思っていたが」

「おぬしなら、色々と面おも白しろい体験をしてそう、と思ったんじゃがね」

「そこまでご所望なら、頑がん張ばって思い出してみるよ」

　クラヴリーは立ち上がって、周囲を見回した。すぐそばには、ミカルとマモルが開かい墾こんした畑がある。もっともこの時季に育つ作物はないので、平らなままに放置されている。

「どうせ春までは、やることがないんだからね」

　春になって気候が穏おだやかになったら、種をまいて作物を育てる。クラヴリーにとっては初めての体験だ。それでうまいこと食べていけるのかどうか、不安はある。けれども、たいていのことはどうにかなるものだ──デスドレッド島でもどうにかやってこられたように。

　様々な人生の変転を経て、クラヴリーはこのごく小さなコミュニティにたどり着いた。小さいことは決して悪いことではない。ここには寝ね床どこがあり、自由があり、仲間がいる。それ以上のものを求める必要があるだろうか？

「やることならあるだろ？」ボルが言った。「ここはオーラン人の大学跡地だ。遺構を調べたら、なんか価値あるものが出てくるかもしれねえぜ？　人間の頭に角を生やす装置とかも、ここで発明されたんだろ？」

「『人間の頭に角を生やす装置』というのは語ご弊へいがあると思うが……」

　マモルが言葉を挟はさんだが、

「ふむ。言われてみればそうだったな」クラヴリーは目を輝かがやかせた。「ちょっと、行ってきてもいいかね？」

　大学跡──悪あく竜りゆうに破は壊かいされ、地上部分はほとんど残っていないが──を指さしながら、ミカルに許可を求める。

「ま、構わんよ。地下には色々と残っている気配じゃが、広くて迷いそうじゃからほったらかしにしておる」

「地下の構造を解明するのは、私の得意技わざさ。行くかね、リデル」

「大将が行く場所なら、どこへでも」

　呼びかけに応じ、リデルが立ち上がる。

「暇ひまな奴やつらだなあ。こんな寒い時に、自ら寒い場所へ向かうなんて」

　バーミッサは腕うでを伸のばし、ランコの肩かたを抱だき寄せた。ついてはいかせん、とばかり。

「あのような興味深い場所をほうっておけるものかね。こいつは男のサガってやつさ」

「だから男はバカなんだ」

「それは認めるよ」

　クラヴリーは背中越ごしに手を振ふると、歩き始めた。リデルを引き連れて。

「……あの男は、人生を謳おう歌かしているな」

　その姿を見送って、マモルが呟つぶやいた。

「よいことじゃ。わしらも見習わなければならんぞ、あの貪どん欲よくさ。人生の目的を見失っている真っ最中だからな──魔ま王おう封ふう印いんを済ませてしまった今は」

　ミカルが、空を仰あおぎながら言う。

　新参者の登場によって、少なくともしばらくは退屈せずに済みそうだ。そう思うだけで、ミカルの頰ほおは自然とゆるむのだった。







「私は……彼には、何も教えていなかったの」

　チェビアト・ナイトロンドの墓前に花を捧ささげながら、マグノリアはエルバに言った。

「魔神の封印を守る一族の人間として、いつか八眼デイアボリツク争覇パーテイにその身を捧げることになる──そう教えられて育ってきたし、私自身も納なつ得とくしていた。だけど、そのことをチェビアトに知られたくはなかったの。私の血統の問題に、あの人を巻き込みたくなかったから。だから、エルバを産んだ後、私は二重生活を始めた。チェビアトに気づかれないよう、八眼争覇に参加するためにね。だから、失しつ踪そうしたと思ったでしょうね……私が瀕ひん死しの重傷を負って、八眼争覇から脱だつ落らくした時は」

「死にかけていたところをブラナに拾われて、地下で眠ねむり続けることになったってわけか──かりそめの依より代しろとして使われるために」

　エルバの言葉に、マグノリアは頷うなずいた。

「こんなことだったら、チェビアトにも教えておくべきだったみたいね。八眼争覇のこと」

　マグノリアが「失踪」したのは約二十年前。それから約十年後、つまり今から十年前、チェビアトは西部内乱のさなかにテッキの父ベルトラン・バベルハイズと会い、魔神の存在を知ることとなる。そしてベルトランの代理として八眼争覇に参加し──命を落とした。

　さらに、チェビアトの死が巡めぐり巡って、エルバが八眼争覇に参加するきっかけとなった。

「結果としてチェビアトは死に、私が生き残るなんてね。なんて言って彼に謝ればいいのか──」

　マグノリアの声は、重く、苦しい。

　なんと言ったものか、エルバは言葉に詰つまった。チェビアトがマグノリアについてどう思っていたのか、エルバはまったく知らない。突とつ然ぜん姿を消した妻を恨うらんでいたのか、あるいはいつか再会できることを願っていたのか。

　今や、全すべては闇やみの中だ。

「まあ、いいんじゃねえの」

　熟じゆく慮りよの末、エルバは慰なぐさめの言葉を口にした。

「今いま更さら、母さんを憎にくんでいるとは思えないよ──父さんは」

　エルバの記き憶おくの中のチェビアトは、気高く、優やさしい人物だった。そんな人物が、今更現れたマグノリアを恨み、憎んでいるとは思いたくなかった。

「恨んでいるなら、化けて出てきているはずだろ」

　ふっ、とマグノリアは息をつくと、エルバに笑え顔がおを向けた。

「ありがとね、エルバ」

「気にしなさんな」

　無表情に、エルバは答えた。

　徐じよ々じよに、エルバはマグノリアとの距きよ離りの取り方を摑つかみつつあった。相変わらず、母親とは思いにくかったが、「親しん戚せきのお姉さん」くらいに考えておくと、しっくりいく。

「なによ、その素っ気ない言い方」マグノリアは眉まゆをひそめた。「母親に褒ほめられたんだから、もっと喜びなさいよ」

「うるせえなあ。この年で母親にベタベタするとか、むしろ気持ち悪いだろ」

「もう少し甘えてくれてもいいじゃないの！」

「俺は子供じゃねえんだよ！」

「仕方ないじゃない、あなたが子供の間は、私は地下で眠り続けてたんだから！」

「いい加減にしろっての！　他人ひと様さまの前で恥はずかしいだろ！」

　エルバは横手に視線を投げる。博物館員デイジーを先頭に、博物館メンバーがぞろぞろとやってきていた。

「また親子ゲンカでありますか」

　笑えみを浮うかべながら、デイジーが声を投げてくる。

「そんな大層なことじゃない」エルバは否定した。「そっちは済んだんだな」

「ええ……私は、先せん輩ぱいの墓を掃そう除じしてきたであります」

　エルバとマグノリアがチェビアトの墓前で語らっている間、デイジーは、ジョナサン・フィールディングの墓に行っていた。

「ルシアン・パラドールを葬ほうむったこと、報告してきたでありますよ」

「そうか」エルバは頷いた。「浮かばれてくれればいいんだがな、フィールディングの奴やつ」

「こっちも済ませてきましたよ」テッキが言う。「こちらは、掃除する必要はありませんでしたけどね」

　テッキが言っているのは、グレン・ダールとベイセルの墓のことだ。死体を地上に引き上げて、霊れい園えんに埋まい葬そうしたのである。

　他の八眼争覇勝者の面々、ルシアン、アンテノラ、セブンデイは地下街の墓地に埋葬してきた。特にルシアンとアンテノラに関しては、地上に持ってくると面めん倒どうを引き起こす可能性があったからだ。彼らは誰だれも来ない死の街で、永遠に眠り続けることとなる。

「おおむね、始末は済んだね」ルナが言った。「あとは、地下街の完全封ふう印いんかな」

「そうだな」

　エルバは頷いた。

　関係者全員で相談した結果、地下の移民船へ通じる道は全て塞ふさいでしまおう、ということになった。謎なぞの科学技術が山のように眠っているあのような場所を放置しておいては、何が起きるかわからない。どんな人間も出入りできないように封ふうじるべし、という意見が大勢を占しめた──一人、クラヴリーは「せめて地下街の地図を作らせろ」と強固に反対したが。

「八眼争覇は終わり、八柱の魔ま神じんは魔王から解放された。……魔王が封印されたのにおまえらが普ふ通つうに活動している、ってのも不思議な話だがな」

「僕達は魔王から真に解放された、ということさ」

　エルバの言葉に、ルナは指を立てて応じた。

「いずれ、他の魔神達にも復活してもらって、魔王不在の新時代をどう生きるべきか、説得してみるつもりだよ」

　ヤミ、ネア、アギ、ベルの円盤レンズは、誰かに召しよう喚かんされるでもなく、円盤のまま博物館地下倉庫に安置されていた。

「ネアを復活させんのは反対だけどな！」

　ファルナが挙手して力ちから一いつ杯ぱい主張する。

「うん、個人的には僕も反対なんだけどね」ルナも言う。「とはいえ、僕らは僕らで、自分のありようを決めなければならないんだからね……。話し合いの場くらいは持たないと、と思うんだ」

「でも、誰が誰を喚よぶのさ」

「だったら……」サクラが発言した。「私がヤミを召喚してもいいですけど？」

　一いつ瞬しゆん、マグノリアを除く全員が凍こおり付いた。

「……いやいやいや」エルバが素す早ばやく進み出た。「君がその種の負担を負う必要はない」

「むう」サクラは眉まゆ根ねにしわを寄せる。「また私が暗黒面に囚とらわれるとでも？　そんなことないですよお」

「いや……念には念を、というか何というか……」

「ああ……それは、私もよしておくべきだと思うな」

「ワタクシも同感です」

　エルバ、カエデ、テッキが口々に語る。

「ところで……」

　くい、とマグノリアがエルバの襟えりを引っ張り、引き寄せ、小声でささやく。

「あなた的には、どっちが本命なのかしら」

「……何の話だ」

　小声で言い返すエルバ。

「テッキちゃんとサクラちゃん、どっちの方が好きかって聞いてるの」

「…………」

「ほら、代々にわたって魔王の封印を守っていく必要があるでしょ？　子孫を生み増やすことはとても大事だと思うのよね、特に私は永遠の若さを授さずかってしまったわけだし。というわけで、今のうちからあなたの人生設計サポートをしておきたいのだけれど。あ、ひょっとしてカエデちゃんやファルナちゃんもターゲットに──」

「うるせーよ！」思わずエルバは大声を出した。「ンなこと言う必要があんのか！」

　その大声が、テッキとサクラの興味を引きつける。

「どうかしたのですか、エルバ」

「突とつ然ぜんどうしたんですか、エルバ君？」

　質問してくる二人に、マグノリアが答えようとして──

「あ、あのね、二人とも──モガガ」

「黙だまれよ！」

　エルバが強ごう引いんにマグノリアの口を塞いだ。

「さっさと帰るぜ！　これから仕事をしなくちゃならねえんだからよ！」

　そしてそのまま、マグノリアを身体からだごと引きずっていく。

「待ちなさい、エルバ──」

「隠かくさないで下さいよ、エルバ君──」

　まずテッキとサクラがそのあとを追い、

「なんと言うか、見ていて愉ゆ快かいでありますな、あの親子は」

「まったくもって同感だ。傍はた目めにはきょうだいの類たぐいにしか見えないがな」

「あの人見たら、あたしの親父おやじなんて言うかな……」

　デイジーとカエデ、ファルナがその次に続く。

　最後に取り残されたのは、ルナとミナ、二柱の魔神。

「……改めて思う……」

　ミナが、ルナの顔を見上げた。

「あなたも、いい契けい約やく者と組んだのね……」

「お褒ほめにあずかり恐きよう悦えつ至し極ごく」

　ルナは慇いん懃ぎんに一礼してみせた。

「……でも……これから、どうするつもり……さしあたり、私達が存在する目的はなくなった……」

「その目的を、探すのさ」

　ルナの声は、明快だった。

「生まれてから百年とはいえ、僕達がこの世について知っていることはあまりに少ない──八眼争覇という短い期間しか活動できなかったからね。でも、その枷かせが無くなった今は、ただ無目的に毎日を過ごすのもありじゃないかな、と思うのさ」

「……そうね……」ミナは頷うなずいた。「……新しく知ることがない日は、ほとんどない……」

「こうやって、知見を広めていけばいい。飽あきたら、契約をやめて円盤に戻もどればいいんだし。でも、飽きるまでは、彼のそばにいて、一いつ緒しよに生きていこうと思うのさ」

　遠ざかっていくエルバの背を、ルナは見つめる。

「……あなたがうらやましい……私はクラヴリーと引き離はなされた……やむを得ない事情とはいえ……」

「君も変わったね、ミナ」

　ルナの言葉に、ミナは首を傾かしげる。

「……そうなのかしら……」

「僕は、そう感じる。えーと……カルバーニだっけ、クラヴリーとデスドレッド島で仲がよかったマーレボルジュ幹部ってのは。彼がブルティエール裏社会の支配者になったら、クラヴリーも戻ってこられるかもしれないんだろ？　そうなるよう、活動してみるかい？」

「……私はもとよりそのつもり……」

　ミナは、即そく答とうした。

「……ぅおーい！　ルナ、なにしてんだー！」

　遠くでエルバが立ち止まって振ふり返り、ルナに手を振る。

「ま、とりあえずは、博物館の探たん偵てい業活動のお手伝いを続けようか」

「……同感……裏社会とコネを作って、後日役立てる……」

　ルナとミナは歩調を合わせて、エルバ達のもとへと歩き始めた。




　テッキの万まん力りきは、ラウンジの窓まど際ぎわに配置され、いわば第三の人生を送ることとなった。博物館の作業小屋で本来の機能を発揮していたのが第一の人生、テッキの義手として活かつ躍やくしていたのが第二の人生。

　しかし、万力がテッキの右手に戻ることは二度となかった。

　ブルティエール、そして博物館は、今日も平和であり続けている。







[image: ]




　六むつ塚づかです。

『レンズと悪魔Ⅻ魔神解放』をお届けします。

　星の運命、人と悪あく魔まと魔神の運命を懸かけた、最終決戦です。

　魔王を倒たおすため、ブルティエールの地下迷めい宮きゆうに赴おもむいたエルバ達一行。

　それを迎げい撃げきする魔王、そして魔王に従う三人の契けい約やく者。

　最後の戦いの行方ゆくえは、どちらに転ぶのか？

　エルバの最後の冒ぼう険けん、お見み逃のがし無きよう。







　完結です。

　さしあたり、物語に決着をつけられたことにほっとしております。

　最近のご時世、十二巻まで出すのも大変ですからね……

　読者の皆みな様さまの支持があったからこそ、ここまでたどりつけたと思っています。

　ありがとうございました。本当に、心から。







　エルバ達とのつきあいも丸三年になりました。

　もっとも、三年どころではなく、それ以上の期間、長いこと顔をつきあわせ続けてきたような気がします。

　多分、彼らの運命について四六時中考え続けていたからなんでしょうけど。

　おかげで、なんというか──彼らに関しては、まるで「昔からの知り合い」だったという感が強くてですね。

　特にテッキなど、一巻を書いている当時は「万まん力りき萌もえというジャンルを世に問う超ちよう野心的設定」などと思っていたものですが、いまや右手万力なんてすごい普ふ通つうというか、さして目立つ特とく徴ちようでもないかなあと思えてくるので不思議。

　感覚が麻ま痺ひしてしまったんですかね。

　まあ、結局十二巻までいってしかも完結できたので、書き始める当時に描えがいたグランドデザインは間ま違ちがっていなかったんだろう、といまでは思います。







　グランドデザインの話が出たついでに……。

　シリーズを開始する際に考えていた要素は、あらかた盛り込むことができました。

　エルバの両親に関する物語。

　テッキの失われた右手と万力にまつわる物語。

　サクラと兄シローの悲劇の物語。

　二つの移民団と、「悪魔」との戦いの歴史の物語。

　この辺を軸じくにして物語を紡つむいでいこう、という目もく論ろ見みは、だいたい達成できたのではないかと思います。

　もちろん、書いている最中に思いついて、色々と足していった要素もかなり多いです。チキュウ空手を筆ひつ頭とうとして。

　中でも予想外の発展を見せたのは「結晶クリスタル連鎖法チエイン」でしょうか。初出は「ザ・スニーカー」での連れん載さいだったのですが、まさか物語の終しゆう盤ばんになってこんな重要な要素になるとはねえ。あの時はベイセル・アードレーもどんな風に登場させ、どんな役割を担になわせるか、考えてすらいなかったのに。意外な出世というかなんというか。

　キャラクターで言うと、クラヴリーが結局最後まで妙みような存在感を発揮し続けました。個人的にもこの人物は書きやすかったのです。過去に陰かげを持つおっさんキャラ、というのが、僕にとっては描びよう写しやしやすい。海外ミステリ、冒険小説がメインという僕の読書履り歴れきの影えい響きようかと思われます。

　彼を主人公にした物語を書くのも面おも白しろいんじゃないか、などと思ったりしています。おっさん主人公がライトノベル市場に受け入れられるのかどうかは疑問ですが。







「レンズと悪魔」の物語は、これでおしまいです。

　僕としても名残なごり惜おしいところではあるのですが──しかし、エルバ達の存在、彼らの喜びや悲しみ、彼らの生活や冒険の記き憶おくが僕から消えることは、決してありません。

　読者の皆様にとってもそうであってくれればいいな、と願っています。







　それでは、次回作でお会いしましょう。





六　塚　　光


















カバー・口絵・本文イラスト／カズアキ

カバー・口絵・本文デザイン／中デザイン事務所










レンズと悪あく魔ま




Ⅻ魔ま神じん解かい放ほう








六むつ塚づか　光あきら
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